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　今や槐かい帝てい国こくの皇こう帝ていとなった年上の幼おさな馴な染じみ、荊けい志し紅こう。彼に対する、藍らん雛すう花かの気持ちは複雑だ。かつては、誰だれより大切な人だった。憧あこがれの、人だった。

　たとえ異母兄あにを殺され、理り不ふ尽じんに夢を奪うばわれ、閉じ込められても。まだ理解し合える可能性を諦あきらめたくない。──そう、思っていたのだが。

「小しよう花か。きみには明日、ちょっと引っ越しをしてもらうつもりなんだ」

　後こう宮きゆうの皇こう貴き妃ひの室へやで朝あさ餉げの席をともにしながら、正面で同じく食事をとっている彼の顔をじっと窺うかがっていた雛花は、「は？」と間ま抜ぬけな声を出した。

「お引っ越し？　……しかも明日って、ずいぶん急ですのね？」

　首を傾かしげつつ、一体今度は何をするつもりだ、とジト目で睨にらむ雛花に、「警けい戒かいしなくていいよ」と志紅は微笑ほほえんで手を振ふった。この時点で、十分に嫌いやな予感がする。

「移動先は、この禁きん城じようの敷しき地ち内だから。外がい廷ていにある高こう楼ろうの、最上階の部屋を改装してみたんだ。すごく眺ながめがいいよ。ずっとではないし、小旅行気分でいたらいい」

　雛花は一拍置いて、言げんの内容をじっくり反はん芻すうする。禁城は、政務の場である外廷と、宗そう室しつの私的空間に当たる内ない廷ていに分かれており、雛花たちが今いる後宮は内廷だ。

（ええと。高楼……？　って、兵舎のすぐそばにある、貴人用の牢ろう獄ごくのことじゃ……）

　眺ちよう望ぼう抜ばつ群ぐんに決まっている。飛び降りたら死ぬ高さなのだから。

「絶対にイヤ」

　さっきの「警戒しなくていい」の有効期限が儚はかなすぎる。雛花は片かた頰ほおをひくつかせた。

「どうして？　警備は今以上にしっかりするし、内装もちゃんと整えてあるけど、何が不満かな。ここにいるより気分転てん換かんになると思うんだけど」

「本気で訊いていらっしゃるの？　『監かん視しは厳重にして、窓には鉄てつ格ごう子し、扉とびらには兵を配備済みです』の間ま違ちがいでしょ!?　暗あん澹たんたる方向に気分転換してどうするのよ！　どこの世界に、ぶらり監かん禁きんつき小旅行で喜ぶ人間がいるんですの！　死んでもご免めんこうむります」

「うまいこと言うね」

「それはどうもありがとう、って自覚があるなら持ち出さないで！」

　まったく動じない幼馴染に、雛花は額を押さえた。

（この人を理解できる日って、未来永えい劫ごう来ない気がするんだけど……）

　やっぱり悠ゆう長ちようなことを言わずに、一刻も早く後宮を脱だつ出しゆつすべきなんだろうか、と雛花は内心独ひとり言ごつ。この朝の会話が、思いがけない事態に繫つながっていくとも知らずに。
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　──幼い頃ころから、彼女の人生は諦あきらめと隣となり合あわせだった。

　人は言う。女のくせに、武術などやってどうする。女が生意気に剣けんを極きわめたところで、どうせすぐに男には敵かなわなくなるのに、と。

　どいつもこいつもやかましくて嫌いやになる。現に彼女は歳としを重ねても、依い然ぜん並の男など追つい随ずいも許さぬほどに強いのに、それがただ「女である」というだけで、その技ぎ量りようも日々の努力も、いずれ衰おとろえる無む駄だなものとみなされる。……けれど。

　──〝せいぜいいい気になっているがいいさ、菫とう珞らく紫し。女だてらにちょっと腕が立つからって、師し匠しようの御ご子し息そくにはてんで敵わなかったんだろ〟

　手合わせの最中に悪あく態たいをついた同門の少年を、いつもより丁てい重ちようにぶちのめしておいたのは、それが図星だったからに他ならない。

（分かってる。あいつには、荊けい志し紅こうには勝てない。武術も馬術も！　武ぶ官かんとして出世しようにも、家いえ柄がらだって負けてるし……）

　それは当時、貴族の子し弟ていたち相手に私し塾じゆくを開いて武ぶ芸げいを教えていた最高位の武官、荊志し青せいの息むす子このこと。彼女も、志青の内うち弟で子しの一人だったから、その実力は嫌というほど知っていた。

　たったひとつしか歳は違わないのに、彼のほうが後から始めた業わざですら、涼すずしい顔で彼女を追い抜いていく、本物の天才。

（結局、得意な武術でも男には勝てないのか。……所しよ詮せん、私ははんぱ者なんだ）

　認めるのが嫌で、やっきになって、志青の私塾を離れた後も修業に励はげみ続け。

　男ものの袍ほう褲こを身に纏まとう娘に手を焼いた家族に、行ぎよう儀ぎ見習いと言われ末すえの公こう主しゆの侍じ女じよとして皇こう宮ぐうに送り込まれた時、彼女は自分が周囲から持て余されていたのだと知った。

「珞紫。おまえって、なんでもできるのね。馬の早はや駆がけに、弓に剣に槍やりに棒ぼう術じゆつ……かっこいい。羨うらやましいわ！」

（なんだ、その皮ひ肉にく）

　美しく教養もあるのに、その出自のために兄姉きようだいたちからないがしろにされる末の公主。後こう宮きゆうの隅すみにある小こ奇ぎ麗れいな宮で、瞳ひとみを輝かがやかせて己おのれを褒ほめる公主を、彼女は冷めた目で見やった。

（侍女相手におべんちゃらか。最近母親を亡なくしたばかりだったっけ？　よほど味方がいないんだな、この人）

「いやですねー、女が武術などやっても物好きなだけで、無駄なことですよ？」

　返事に困った彼女が、他人から言われ続けたことを心にもなく返しておくと、「お馬ば鹿か」と公主は眉まゆを吊つり上げた。

「無駄、ですって？　冗談ではなくてよ。おまえが雨の日も風の日も、欠かさず稽けい古こに励んでいるのは知ってるんですからね。わたくしがかっこいいって言っているのは、そういう努力をさらっとできてしまうところもなのよ。その憧あこがれを無駄呼ばわりなんて、持てる者の傲ごう慢まんもいいところじゃないの。この遠回し自じ慢まん！　ずるいわ！」

（なんだそりゃ）

　当時、まだ十そこそこだった公主の繊せん指しは、節くれて女性らしさの欠けた自分のそれとは大違いだったし、肌はだは月光のごとき白さで、日焼けなどしてもいない。なのに、公主は言うのだ。「おまえ、妬ねたましいわね！」と。

（へんな姫ひめ君ぎみ……）

　でも、話していて悪い気はしない。

　時おり、というか頻ひん繁ぱんに、くだんの目め障ざわりな荊家の嫡ちやく男なんが訪たずねて来るのが鬱うつ陶とうしくはあったが、侍女としての日々は割と充じゆう実じつしていた。

（この人に仕つかえていられるなら、今の生活も悪くはないかもしれないな）

　いつの間にか、そんな風に思うようになっていた。なぜならこの自じ虐ぎやく趣しゆ味みなあるじは、いつでもまっすぐ、彼女を見てくれる。そして、やれ妬ねたましいそれ羨ましいと後ろ向きな冠かんむりをつけながら、自身で気づけなかった美点まで器用に見つけてくれるのだ。

　──武芸にも秀ひいでた、優秀な侍女。そんな末公主の評価を受うけ容いれて暮らすうち、いつの間にか、周りの目まで変わってきた気がする。

（このかたの前なら、我慢しなくていい。……私らしくいて、いいんだ）

　ようやく、居場所を見つけた。誰よりも自分を必要としてくれる人を。そう思った。

　──しかし、それなりに気に入っていた日々は、この後、とある事件を経て転機を迎えることとなる。
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（なんで）

　橙だいだい色いろの炎ほのおが、闇やみ空ぞらを舐なめ上あげる。

　屋おく舎しやがすっかり炭化し、黒い煤すすの木組ばかりとなっても、炎は勢いを止めない。顔を熱気が打ち、焼け落ちる宮の前で、彼女は呆ぼう然ぜんと立ちすくんでいた。

（なんで、こうなった？）

　──〝明日後こう宮きゆうを出たら、それっきりでしょ？　お母さまと暮らした宮にいられるのは今日で最後だから、ちょっと一人で気持ちの整理をしたいの。ほんの少しでいいから……〟

　すぐに戻もどるから、と。朗ほがらかに笑うあるじの声が耳の奥おくにこびりついて離れない。

　ここ最近は、あまりに目まぐるしく物事が動きすぎる。ついていけない。かつての師が無茶な反乱を起こそうとしたことも。あるじである末すえの公こう主しゆが、その息子を庇かばって、あばら家やじみた小しよう離り宮きゆうに移されることになるのも。

　そして、今日まで暮らしてきた宮が、こうして目の前で炎に包まれていることも。

「雛すう花かさま……」

　その場に呆然と膝ひざを突ついて、彼女は呟つぶやいた。

　炎の回りは速く、ああ、これは助けに入っても、一いつ緒しよに焼け死ぬだけだと判断する己おのれの冷静さが嫌になる。もっと馬鹿だったらよかった。恐きよう怖ふなど分からないくらいに、無心に炎の中に駆かけ込こめるほど、愚おろかになれれば。

（違う。それを言うならもっと前、幼おさな馴な染じみの命いのち乞ごいに向かうあの人を無理にでも止めれば。その後も、どうにかして市し井せいに逃にがしでもすれば……。そもそも、後こう悔かいなんてしてる場合じゃないのに。こんな時にまで、諦あきらめばかりなんて、本当に、私は）

「──小しよう花か！」

　天を突く火ひ柱ばしらを声もなく見上げている傍かたわらを、さっと一いち陣じん、疾しつ風ぷうが駆かける。否いな、周囲で消火していた者たちが「やめろ、死ぬ気か！」と制止する声で、風の正体が人なのだと気づいた時には、その後ろ姿はもう、炎の中に飛び込んでいた。

　ほどなくして、崩くずれ落おちる建物の中から、小こ柄がらな影かげを抱かかえた少年が現れる。藍あいを帯びた黒くろ髪かみで、抱だかれているのが己のあるじだと察した彼女は、慌あわてて名を叫さけんで駆け寄った。

「雛花さま……!?」

　ぐったりと気を失ったあるじは、固く目を閉じている。長い睫まつ毛げが煤で薄うす汚よごれた白い頰ほおに影を落とし、まるで命のない人形のようだ。

「……大だい丈じよう夫ぶだ、珞紫どの。少しやけどを負っているようだけど、息は落ち着いている」

　父親に師し事じしていた時からの癖くせで、彼は彼女を丁てい寧ねいに「どの」と敬称で呼ぶ。平素は苛いらつくその呼び方も、この時ばかりは気にしている余よ裕ゆうがない。

「ああ。大丈夫、……小花は、……生きている、から」

　今度は自身に言い聞かせるようなその声と、公主を抱きかかえながらわずかに震ふるえる手に。彼もまた、失いかけた恐怖に怯おびえていたのだ、と悟さとる。

　燃もえ盛さかる宮から離れ、駆けつけた医師に腕うでの中の公主を診みせながら、彼は「……放火だそうだ」と呟いた。

「俺の助命を願ったことで、小花は皇こう帝てい陛へい下かに疎うとまれた。だから、他の皇子皇女きようだいたちの仕打ちに容よう赦しやがなくなったんだろう」

　続けて、「犯人の当たりは大体つくから、相応の報むくいは受けてもらうつもりだ」と冷さめた声で呟く少年に、彼女は顔をしかめ、「……さようで」と感情の籠こもらない声で返した。

（犯人が誰かなんて、どうっでもいい。大事なのはただ、私が飛び込めなかった炎に、こいつはわずかな躊ちゆう躇ちよも見せずに突き進んでいった。その事実だけ……）

　いつの間にか熾おき火びと化していた炎が、いまだぱちぱちと音を立てている。瓦かわらが崩れ、地べたに叩たたきつけられる音。飛び交う怒ど号ごう。

「……私、あなたが……あんたが大だい嫌きらいです。荊けい志し紅こうどの」

　それを聞いているうちに、ふとそんな言葉が彼女の唇くちびるをついて出た。

「昔から嫌いでしたが、今はさらに倍増しです。マジうざいどっか行け、私の目の前から消えろとは言わないまでも、せめてこの世からは消えてくれって、何度思ったか知れない」

「普ふ通つう、順番が逆じゃないか、そこは」

「いや、本心なので合ってます。……あんた、昔から完全無欠だったでしょうが。何、雛花さまのこと死なせかけてんですか。危険な目に遭あわせる前に守れよ。あげくの果てに、あんたを守ったせいで仕打ちが酷ひどくなった、だぁ？　何をぬけぬけと。ざけんなクソ野や郎ろう」

　本当は──死んでほしい、と思ったことまではない。彼が公主に救われた時、せめて恩師の子が助かってよかったと思ったのは一応、たしかだ。でも。

「……」

　多少の突っ込みは入ったが、罵ば倒とうの言葉を、彼は黙だまって受けとめていた。馬鹿正直に、ごもっともだ、とでも思っているのかもしれない。

　だから、彼女は最後に吐はき捨すてる。

「でも、……こんな時に諦めて立ちすくんだままの自分は、もっと嫌いです」

「……珞紫どの？」

（この男は大嫌いだ）

　けれどその、わずかな怯えも迷いもなく、まっすぐ末公主のために炎に飛び込んでいける後ろ姿は、信しん頼らいに値あたいすると思った。

（雛花さまを守ることに関して、こいつはどこまでも馬鹿でいられるんだろう。どこまでも、……それこそ自分を捨てることも……）

　──敵わない。

　初めて、素直にその事実を認める。才能でも、性差による体力でもなく。

（私は、……ここまでにはなれない。自分の命も二の次で雛花さまを第一に考えて動く。その点において、私は永遠にこいつには勝てない。だから）

　自じ戒かいを込めて、彼女は琥こ珀はく色いろの瞳で彼を見る。

　ずっと気に障さわって仕方なかった、その緋ひ色いろのまなざしを、射い貫ぬくように。

「私は、もう二度と諦めたくない。雛花さまを守ることについては。だからこそあんたの、迷いもせずに雛花さまのために火中に飛び込んでった、ドン引き級の執しゆう着ちやく心しんを信じます。……そのためにあんたが、この先、何をしたとしても」

　──証明してほしい。この男に、あるじが命を擲なげうってまで救う価値があったのだと。

　その日、同じものを失う恐怖を共有した少年と少女は、まだ知らない。

　やがて、時を経へて奇き妙みような共犯関係を結ぶことになるのだと。
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「灰かい英えい!?　ちょっと失礼しますわよ！」

　春も深まり、桃ももの花期はとうに過ぎて、間もなく牡ぼ丹たんが香かおろうかという頃ころ。

　血相を変えて部屋に飛び込んできた雛すう花かに、いぶし銀の煙管きせるで一服しながら自室でくつろいでいたらしい後こう宮きゆうの住人──呉ご灰英は片かた眉まゆをはね上げた。

「おや？　雛花さま、朝っぱらからどうしたんだい。こんな死にぞこないのババアのところに、皇こう貴き妃ひさまが息せき切って……」

　この槐かい皇こう宮ぐうの後宮で、九きゆう嬪ひんは昭しよう容ようという上位の身分を持つ灰英は、白くなった髪かみを搔かき、薄うす紫むらさきの眼めが特とく徴ちよう的てきな、かつては細ほそ面おもての大変な美人だったであろう顔をしかめる。

　美び姫きが百ひやつ花か繚りよう乱らんの姸けんを競きそうはずの後宮に、御おん歳とし六十とちょびっとの彼女が妃ひ嬪ひんとして存在していいのかという疑問に対する答えはこうだ。「そもそもここ、平へい均きん年ねん齢れいが七十後半の要よう介かい護ご後宮なんです」と。

　対して齢よわい十七の雛花は、この後宮では最年少である。しかしながら、まことに不本意なことに、この後宮の女あるじ──皇貴妃の位くらいを持つ。

　そんな彼女の青みを帯びた黒くろ髪かみは、きれいに結ゆわれていたはずなのに、走ったせいかぐしゃぐしゃに乱れ、あしらわれた七しつ宝ぽう胡こ蝶ちようの簪かんざしが無む惨ざんに傾かたむいてしまっている。

　白はく磁じの肌はだは汗あせみずくで、特徴的な孔く雀じやく緑みどりの大きな目は、焦あせりと疲つかれで据すわりかけ。こうなっては、「下げ賤せんの血を引く、見た目だけ上等の落ちこぼれ徒あだ花ばな公こう主しゆ」と兄姉きようだいたちから長年嘲あざけられていた雛花の数少ない長所も台なしだ。

　乱れた襦じゆ裙くんの裾すそを整える暇ひますら惜おしむように、雛花は灰英に縋すがりついた。

「匿かくまってちょうだい！　追われてるのよ！」

「はあ、誰だれに……ってのは愚ぐ問もんだったさねえ」

　いいよ入りなよ、と扉とびらの内側に招き入れられた雛花は、そのまま衣い装しよう櫃びつの中に飛び込む。

　やがて、外から数名が踏ふみ入いってくる音、がやがやという押おし問もん答どうの声などが雛花の耳にも聞こえてきたが、「あら嫌いやですよゥ、女の部屋に先ぶれもなく上がり込むだなんて。アタシにだって、陛下に玉のお肌はだを許す覚かく悟ごが必要だってのに」と頓とん狂きように絡からむ灰英の口こう上じよう──彼女の年齢を考えるといささか兵が気の毒になる──がとうとうと続き、ようやく静かになった。

「これで追おい払はらわれてくれるんなら、禁きん軍ぐんってのもあんがい素す直なおで可愛かわいいもんだねえ。ほら、行っちまったよ。で？　何があったのサ。陛へい下かのお召めしだったんだろ？」

「呼び出しっていうか、訪問っていうか……ほら、このあいだ、わたくしの女じよ媧か娘にやん々にやんの力が覚かく醒せいしたでしょう？」

　気まずげに視線を巡めぐらせる雛花に、灰英は「うん、言ってたねえ」と頷うなずいた。

「万ばん々ばん歳ざいじゃないか。これで晴れて天てん后こうになれるって喜んでたろ。あと、監かん禁きんされてた自室からも脱だつ走そうし放題だって。むしろ、皇こう帝てい陛下に真実を問とい質ただせる好こう機き！　とかってサ」

「ええまあ、そのはずだったんだけど……」

　ため息をつき、雛花は軽く額を押おさえた。




　そもそも。女媧の力とは、天后とはなんぞや、といえば。その大意を説とくには、まずこの世界のありようを知る必要がある。

　広大な樹じゆ海かいと砂さ海かいに東西が隔へだてられた世界は、民族や文化はおろか、成立過程、果ては生態系や物理法則に至るまで、おのおのがまったく独立している。雛花たちが暮らすのはその東側、『桃とう華か源げん』と呼ばれる地だ。

　創そう世せいの兄きよう妹だい神しんである伏ふつ羲きと女媧が、渾こん沌とんの闇やみを濾こし取とり、文字──韻おとという横糸と、容いみという縦糸に紡つむぎ出して織り、創つくり上げたのが、桃華源。ゆえにここは、文字と言葉が何よりも力を持つ。その理ことわりを韻いん容よう五ご彩さいと呼ぶ。

　そして、その男女神、伏羲と女媧の力を宿す者が『皇帝』と『天后』となり、森しん羅ら万ばん象しようを文字で操あやつる力を以もつて統治してきたのが、槐帝てい国こくだ。

　雛花はもともと、この槐帝国の末すえの公こう主しゆである。そして、当代皇帝となった異い母ぼ兄けい、黒こく煉れんの治ち世せいのもと、皇帝の実じつ娘じようだけが受うけ継つぐことのできる国守の巫み女こ『天后』の座を目指し、勉学に明け暮れる日々を送っていた。

　しかし、いかに皇こう統とうであっても、雛花の立場はずっと微び妙みようなものだったのだ。

　原因はかつて、──彼女の父に当たる当時の皇帝に反はん旗きを翻ひるがえした禁きん軍ぐんの長・荊けい志し青せいの一人息むす子こを庇かばったせい。のちに〝荊けいの乱らん〟と呼ばれるこの謀む反ほんは、事前に阻はばまれはしたものの、父帝の怒いかりは激しく、荊一族は族ぞく誅ちゆうの憂うき目めに遭あった。

　だが、その時ともに殺されるはずだった荊家の嫡ちやく男なんは、雛花の幼おさな馴な染じみ。それも、何者にも代かえ難がたく大切な。だから、せめて彼だけでもと、彼女は命がけで父帝にぬかづいた。

　結果、幼馴染の命は救えたものの、差し出た振る舞いの罰ばつとして、異い母ぼ兄姉きようだいたちからの嫌がらせに耐たえながら、粗そ末まつなあばら家や暮らしを余よ儀ぎなくされる。

　それでも雛花は念願叶かなって、女媧娘々をその身に降おろすことに成功し、二十年も不在であった天后として、めでたく立つ──はず、だったのだ。

　栄光への道を断たち切ったのは、年上の幼馴染。他でもない、雛花がかつてその身を賭として庇った、逆ぎやく賊ぞくの血筋に連なる青年──荊志紅だった。

　彼は、よりによって新たな天后誕生を祝う内うち々うちの宴うたげで、しかも雛花の目の前で皇帝を弑しいした。四阿あずまやの柱に無む惨ざんに磔はりつけにされた異母兄あにの死に顔を、今でも雛花は目を閉じるたびに思い出す。

（黒煉陛下……煉れん兄にいさまは、実際は、術を使って密ひそかに生かされていたんだけど……。でも、あの簒さん奪だつの晩のことは、わたくし一生忘れない。紅こう兄にいさまが、……あの人が。わたくしの目の前で、煉兄さまの胸を剣けんで貫つらぬいて殺したのは、事実だもの）

　たとえどんな事情があっても、それだけは絶対に許せない。裏切ったのが、かつて誰よりも大好きだった、〝紅兄さま〟だからこそ。

　志紅は黒煉を殺すと、主しゆ君くんから帝てい位いを簒奪して皇帝となった。どうして彼が宗そう室しつの血統にしか降りないはずの伏羲を宿しているのか、その理由を雛花は知らない。

　──〝今日からきみは俺の妻だ〟

　──〝きみは天后にはなれない。この先、決して〟

　反はん抗こうの余地もなく、志紅は雛花を己おのれの後宮に閉じ込めた。そして、言葉で、態度で、丁てい寧ねいに押しつぶすように少しずつ希望を奪っていく。

　また天后という存在は、女媧と同一視されるため、生涯を独身で貫き処女おとめを守らねばならず、その兄神伏羲の化身たる皇帝との婚姻は絶対の禁きん忌きとされる。既き成せい事じ実じつこそないが、志紅はそれを逆さか手てにとって、雛花を無理やり正妃に仕立て上げたのだ。雛花が夢を叶える道を、徹てつ底てい的てきに絶つために。

（全部、どうしてなのか。あの人のことは、許せないけど、理由を……知りたいと思った）

　優やさしかった、憧あこがれだった志紅。

　なぜ、竹ちく馬ばの友ともだった黒煉を裏切り、帝位簒奪という凶きよう行こうに及およんだのか。

　なぜ、雛花が天后になるのを邪じや魔まするのか。

　そしてなぜ、雛花に何も話してくれないのか。かつて一いつ緒しよに過ごした時間すべてが噓うそで塗ぬり固かためられていたとは、どうしても思いたくない。

（この後宮を脱だつ出しゆつして、紅兄さまの真意を探さぐるわ。煉兄さまも無事に取り戻す。そして、なんの憂うれいも残さず、晴れて天后になるのよ！）

　もろもろすったもんだの果てに、ついに女媧の再さい降こう臨りんに成功し、天后の力を覚かく醒せいさせたはずだったのだが──




「雛花さま、あんた事情を知りたいっていつも言ってたから渡りに船だろ。逃げ回ってどうするね。天后の力も使えるようになったんだしサ。面と向かって陛下と対決したらいいじゃないか」

　煙管から濃こい蜜みつ紅べにを塗った唇くちびるを離し、ふーっと紫し煙えんを吐はく灰英に、雛花は情けなく口をひん曲げた。

「……使えないのよ」

「へ？」




「だから！　ちゃんと覚醒したと思ってたんだけど、力が使えないのよ!!」




　短い呪じゆを唱えながら己の身体からだの一部を犠にえとして女め神がみに捧ささげることと引き換えに、たった一文字指で宙ちゆうに記しるすだけで森羅万象を操る、強大な天后の力。

　先日、雛花はたしかに女媧を呼び出し、彼女と通じ合ったはずだった。

　これで、対ついとなる男お神がみ・伏羲の力を宿す志紅と対等だ！　と息巻いたのも束つかの間ま。またしても女媧が応こたえなくなってしまっていることに気づいたのだ。

「おまけに間が悪いことに、それが紅兄さまにバレたっていうか。力を使おうとして失敗した現場を見られてしまって」

「どうせ、陛下に牽けん制せいかけるつもりでしくじったんだろ。まあ、また脅おどしでもかけられて、黙だまってられるか！　ってな展開になったのかもだけどねえ、……あーあ」

「よ、……よく分かったわね」

　急きゆう遽きよ力を使わなければならない事態だったのはたしかだ。

　図星をつかれた雛花は、左手首に目を落とした。そこには、女神が己のもとに降臨した証あかし、龍りゆうの鱗うろこと蓮はすの花、中央に〝韻いん〟の一字を組み合わせた紋もん様よう、蓮れん華か龍りゆう鱗りん紋もんが刻まれている。

　事の発ほつ端たんは昨日の朝だ、と雛花はいきり立つ。

「いきなり泰たい坤こん宮きゆうを出て、囚しゆう人じん用の高こう楼ろうに移れ、なんて言われましたのよ。ただでさえ不自由なのに、そんな陸の孤こ島とうみたいなところに移されたらどうなるか！」

（まったく……何を企たくらんでるのか尋たずねても『言いたくないから言わない』って、せめて釈しやく明めいくらいしてよ!?）

　そこで、意い気き揚よう々ようと左手の紋をかざし、「もうあなたの言いなりにはならなくってよ！」と高らかに宣言した雛花だが、召しよう喚かんの呪を唱となえても女媧が顕けん現げんするどころか痛々しい沈ちん黙もくが横たわるばかり。あれはどう高く見積もっても、最悪に間ま抜ぬけだった。

「それで天后の力を使えないと知った陛下が、こりゃいいぞとさらなる監禁の手を意い気き揚よう々ようと伸のばしてきたもんで、泡あわ食って逃にげてきた……ってとこかい？　災難だったねえ」

「灰英あなた千せん里り眼がんですの。だったら妬ねたましさに歯ぎしりしそうだわ」

「んなわけないだろ。だいいち千里眼と順じゆん風ぷう耳じっていや、初代天后の従えた臣しんの名前じゃないか、当代天后のあんたが嫉しつ妬としてどうすんだい」

「なんでも見通せる目となんでも聞こえる耳とか、どんな反則設定なのよ、ちょっと分けてほしいわよね。羨うらやましいわ……」

「おーい、神しん仙せんに妬やいてないでとっとと現実に戻っておいでな。で？　あの、ちょっといろんな常識の箍たがが外れてブッ飛んでる陛下は、次に何やらかすつもりだって？」

「エッ、そ、それは」

　答えかけて、さすがに雛花はちょっとためらった。

「その、……特注するものがあるって、わたくしの室に宝石商を呼びつけて……」

「なんだ、別に普ふ通つうのことじゃないかい」

　正せい妃ひの身を彩いろどる新しい装身具を買い求めるつもりなら、皇帝の行動としては実に当たり前。訝いぶかしんで片眉を上げる灰英に、雛花は投げやりに続けた。

「注文するのは、着けっぱなしでも足が痛まない、特注の足あし枷かせと鎖くさりだそうよ……」

「訂てい正せい。そら頭おかしいわな」

　灰英がぎょっと身を引いた瞬しゆん間かん、雛花は我わが意を得たりとばかりにたたみかける。

「でしょ!?　そうよね本当にね!?　もっと言ってやって!!」

　高楼に幽ゆう閉へいの次は足に鎖ときた。意味が分からない！　と猛もう抗こう議ぎした雛花に、その時の志紅は、形のいい眉まゆをわずかにひそめて、不思議そうに問い返してきたものである。

　──〝分からないって、何が？　ちゃんと足首の採寸をしないと、後で痛い思いをするのはきみなのに、小しよう花か〟

　問題はそこじゃない！　と突っ込んだ勢いで逃げ出してきたのは、いたって正常な反応だと思っている。さすがに灰英も神しん妙みような顔で頷いてくれた。

「そうさねやばいね思ったよりイカレてたよ。……しっ、静かにおし。大声出すと気づかれるよ」

　慌あわてて口くち許もとを押さえた雛花だが、息をひそめて誰も来そうにないのを確かく認にんすると、「それで」と神妙な顔つきになる。

「こんな時だけど、というかこんな時だからというか。頼たのんでいたものって、どうなりまして？」

「ああ、『令れい牌はい』さね。ほら、これだ。準備したのはアタシじゃないけど、けっこう大変だったみたいだよ？　耄もう碌ろくババアばっかりに見える後宮なのが幸いしたねえ。老後の楽しみの手すさびのためだっていえば疑われにくい」

「えっ、すごい！　本当に!?　……しかも『白はく楽らく天てん』、『李り白はく』に『張ちよう九きゆう齢れい』、『杜と甫ほ』、……うそっ、『孫そん武ぶ』まで!?　全部、貴重なものばっかり！」

　肩かたを竦すくめた灰英が差し出した布袋を検あらため、中から石せつ剣けんや牌を取り出して眺ながめながら、雛花は感かん嘆たんの声を上げる。

「樹海や砂海産の石せき碑ひというだけで入手困難なのに。しかも、よく見かける詠えい仙せんのばっかりじゃなくて、珍めずらしい説せつ仙せんのまでなんて。それも『孫武』ほどの強い令牌、初めて見たわ」

　令牌とは、──世界を区切る樹海や砂海に、自然と〝生えてくる〟石碑を使った道具だ。碑ひには、この世ならざる崑こん崙ろんの神仙たちが記したさまざまな文が刻まれており、その文言を操って世界に干かん渉しようする術を令牌術と呼ぶ。

「これだけ力がある令牌が揃そろっていれば、わたくしみたいなヘッポコ残念無念どうしてこうなった令牌術士でも、なんとか術が使えそう……！」

「あんたほんとに自虐が好きだね、もう慣れたけど。気に入ってくれてよかったよ。後宮ン中に、首都春しゆん燕えんから北の都冬とう鴛えんまで股またに掛かけてた、顔かお利きき商人の後ご家けがいてね。まあちっと時間はかかっちまったが、ちょろいもんだとサ」

「なんというか、煉兄さまの言う、『史上最強の後宮』の名は伊だ達てじゃないですわね……。そのかた、また名前を教えてちょうだい。ちゃんとお礼をしなくちゃだわ」

　しばらく令牌をためつすがめつしていた雛花は、「そう、それと」とさらに灰英に切り出した。

「頼み事ばかりで申し訳ないんだけど、もうひとつのお願いのほうは……」

「もちろん、そっちも抜かりないサ。っていうかさっき届いた。今聞いてくかい？」

「助かりますわ」

　頼み事とは他でもない。──情報収集だ。

（わたくしには味方が少ない。後宮のおばあちゃ……他の妃嬪たちは助けてくださるけれど、彼女たちも後宮から出られるわけじゃない。外の世界に通じる人が必要だわ）

　そもそも雛花は、何がなんだか分からないうちに後宮に放ほうり込こまれた上に、志紅の手で徹てつ底てい的てきに情報から遮しや断だんされている。

（静かすぎるのよ、この事じ変へんは。いろいろ世間に事情が伏ふせられているとはいえ、曲がりなりにも政権がひっくり返ったはずなのに、大きな混乱はなさそうだし、驚おどろくほど犠ぎ牲せいも少ない。昔馴染の侍じ女じよの珞らく紫しは、紅兄さまに寝ね返がえってしまって何も話してくれないし。今のままじゃ、……紅兄さまとは戦えないわ）

　せめて、簒奪の詳くわしい経けい緯いを知るべきだ。なぜ、ここまで簡単に事が運んだのかを。

「でも、すごいですわね。こんなに早く調べがつくなんて」

　感心する雛花に、灰英はにやりと笑った。

「いやねえ、後宮の二に十じゆう七なな世せ婦ふに、昔、隠おん密みつをやってたのがいて」

「ほんと後宮無敵ですわね!?」

　一見すると要介護後宮なのだが、その実態は、黒煉が精せい選せんした、史上最強に経験豊富な手て練だれ集団だ。

（ひょっとしなくても、ものすごいかたばっかりなのよね……さすが、人を見る目を持つ人たらしの煉兄さまが選えり抜ぬいただけあるわ。まあ、ここが後宮だってことを考えなければ、だけど！）

　ちなみに目の前にいる灰英も、この槐帝国の中心である春燕きっての女じよ郎ろう宿やどの、もと爆炭おんなあるじだ。

　表向きには、黒煉の酔すい狂きようで集められた無用の妃嬪たちだと思われている。当然のこと、志紅も知らない事実だ。

（だからこそ、絶対に紅兄さまにだけは隠さなきゃいけないのよ。よぼよぼのおばあさんばかりの、姥うば捨すて後宮だって思わせておかないと）

　彼女たちまで取り上げられたら、雛花にはもう、頼たよるべきよすががない。雛花の心強い味方だと分かれば、すぐにでも志紅は妃嬪たちを排はい除じよしにかかるだろう。

（うう。いくら考えても、割に合わない危険な綱つな渡わたりだわ……）

　いまさらの事実に何度目かの戦せん慄りつを覚える雛花に笑い、灰英は口を開く。

「志紅陛下の帝位簒奪、なんであんなに事が上う手まく運んだのかって？　そりゃ、なんてことない結論サ。裏で、李り柱ちゆう国こく大だい将しよう軍ぐんが立ち回っていたんだよ」

「……李将軍？　まさか、李、彗すい縹ひよう？　あの？」

　おそるおそるの雛花の確認に、灰英は「そう」と頷く。

「それは、……たしかに納なつ得とくするしかないかもですわね。李将軍といえば『武ぶの丞じよう相しよう』と呼ばれるほどの威い勢せいを誇ほこるおかたですもの」

　雛花は顔をしかめた。

　李彗縹。右う龍りゆう武ぶ軍ぐんの柱国大将軍──禁軍の総大将の一人だ。

　柱国大将軍は全部で四人いるが、中でもくだんの李将軍は、武ぶ勲くんはもちろん、並々ならぬ智ち謀ぼうを謳うたわれ、当代きっての能のう臣しんとの呼び声も高い。実力を以て権勢を得、武官ながら文ぶん官かんを含ふくむ禁城すべての隠かくれた統とう率そつ者しやともいわれていた。実質、黒煉の治世においては、皇帝に次ぐ実権を有した人物といっていい。

「……李将軍はもともと羽う林りん軍ぐんで荊志青将軍の右みぎ腕うでとされていた部下だったけれど、〝荊の乱〟の前に、自ら将軍のもとを離れて龍武軍への移い籍せきを願い出ていたんだったわね。だから、乱の影えい響きようは受けずにいられた……」

　先せん見けんの明めいがあったのだろう。当時、志青の下についていた腹心たちは皆、彼と運命をともにしたが、彗縹だけは一人生き延び、群を抜いて出世した。それこそ、廃はいされて久しい、皇帝補ほ佐さ官かん『丞相』と陰かげであだ名されるくらいには。

（志青さまといくつもお歳としは変わらないはずだから、今は不惑しじゆうも半ばを過ぎているわよね。龍武軍で紅兄さまを引き立てたのも彼だったと聞くし。言われてみれば、紅兄さまと繫つながっているとして、なんら不自然のない人物だわ）

　そんな強力な支し援えん者しやがいたなんて、という思いと、「志青さまとは縁えんが切れているはずなのに、どうして李将軍がいまさら」という疑問が残る。彼が黒煉の治世に不満を持っていたという話はついぞ聞いたことがない。

「分かったわ、ありがとう灰英。これで逃げてからの行き先が決まった」

　令牌を布で丁てい寧ねいに巻いて身体に括くくりつける雛花に、灰英は訝しげな顔になる。

「ん？　逃げるって後宮から？　まさか今すぐかい？」

「本気で皇宮そのものから脱出する気はないわ。煉れん兄にいさまを取り戻さないといけないし、……できるとも思えないし」

　幸運にも出られたとして、すぐ追おつ手てに捕まるだろう。志紅にも言われたが、根本的な問題が解決しない限り、安心して逃げられる場所など、この世のどこにもないのだ。

「だからって、いつまでも、何もかも閉ざされた後宮におとなしく縛りつけられているわけにはいかなくてよ。まずは、李将軍と話をしてみることにするわ。正面からお願いしても、あの紅兄さまが聞いてくれるとは思えないから……ね」

　志紅の簒奪劇を裏で支えていた人物が彗縹なら、話をしてみる価値はある。いくらなんでも味方につけるのは難しいかもしれないが、志紅と対等に接することができる人間は限られているし、簒奪の経緯を知る手て掛がかりにもなるだろう。

（今なら、ものすごく強力な令牌がたくさん手に入ったことだし）

　包みの中から、詩し碑ひのひとつ──『李白』を取り出し、雛花はにこりと唇の端はしを吊つり上げた。




　細心の注意を払って灰英の室を出た雛花は、丹に塗ぬりの柱の無数に連なる長い回かい廊ろうの端に身を寄せ、外の様子を窺うかがう。そして、そこにあった光景に、思わず呆あきれた。

　禁軍の鎧よろいを身に着けた兵士たちが、等とう間かん隔かくに配されている。徽き章しようはもちろん龍武軍のものだ。

（ああもう、西方諸国みたいに、この槐後宮も男子禁制だったらよかったんだわ。どれだけわたくしを逃がしたくないのよ……！）

　このままだと、普通に脱走を図はかったところですぐに連れ戻されておしまいだ。

（女媧娘々の力はまた使えなくなってしまったけれど……天后の資格を得てから、どうしてかしら。令牌術の腕うでが急に上達したのよね。前は、どんなに長い詩を頑がん張ばって最後まで唱えても、小石を転がしたり申し訳程度の風を吹ふかせたりする程度だったのに）

　今の雛花には、詩碑全文のうち関連する一部だけ唱えても術を行使できるのみならず、その抜粋する箇所を工夫することで、文言の意味を読み替えて使うという変則技も可能になっていた。

「月げつ暈うん天てん風ぷう、霧きり開かず」

　その詞を唱えながら令牌を兵士たちのほうに投げた瞬間、からんと転がる音に気を取られて顔を振り向けた彼らを、突とつ風ぷうが直ちよく撃げきした。

「うわっ!?　なんだ」

「霧が……！」

　悲鳴じみた声を押し包むように、さらには濃のう霧むも立ち込める。

（ごめんなさい！）

　小さく胸の中で謝あやまり、雛花は混乱する兵士たちの目の前をすり抜けていった。
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　こんな調子に、令れい牌はいをいくつか消費することで、雛すう花かはどうにか兵をかわしていた。

（もう少しで後宮脱出できそう！　といっても問題はこれからだけど……どうしようかしら。李り将軍と会いたいだけなのに。いらっしゃるとすると外がい廷ていのほうよね……？）

　皇帝の私宮に当たる晴せい乾けん宮きゆうの手前で、雛花は立たち往おう生じようしてしまった。

　今は、飾り柱の陰に隠れ、ひとまず兵士たちをやり過ごしている。すぐそばで「皇こう貴き妃ひはおられたか？」「いや、こっちには……」と言いい交かわす声に、雛花は身を縮ませた。

　いよいよ脱走がばれたらしく、結構な騒さわぎになってしまったのだ。ここまで話が大きくなると、目的を果たす前に貴重な令牌を使い切ってしまう可能性が高い。

（あと一息なのに！　令牌は今後のためにも残しておきたいんだけど、出直すわけにはいかないし。どうしようかしら）

　ためらいつつ一歩進み出たところで、足がパキリと小枝を踏ふんだ。

（まずっ……！）

「誰かいるぞ！」

「音がした。こっちだ」

　途と端たんに兵士たちが色めき立つ。そうこうするうち、わらわらと人が集まってきた。

（ひっ！　紅こう兄にいさまってばいったい何人投入してらっしゃるの!?　権力濫らん用ようよこんなの！）

　おまけに雛花を見つけられなかった時の処しよ遇ぐうについて、よほどのことを言われているのか、声に滲にじむ彼らの必死さときたら尋じん常じようではない。

「草の根分けても捜さがし出だせ！」

「床ゆか石いしを全部はがせ」

「地べたを掘ほり返してふるいにかけてでもお連れ申し上げろ」

（さすがにそんなところには隠れられないわよ!?）

　どれだけ平べったい人間だと思われているのだろう。突っ込みを胸に息を殺す。彼らに志し紅こうがいったいどういう命めいじ方をしたのか非常に気になるところだ。

　しかし、とっさの目くらましにちょうどいい令牌は、もうかなりの数を使ってしまった。動くに動けず、さあどうする、というところで、不意にぽんと肩を叩たたかれる。




「これは、藍らん皇貴妃ではありませんか」




（!?）

　声にならない悲鳴が咽の喉どを抜ぬける前に、雛花は慌あわてて両手で口を押さえた。

（み、見つかった……!?）

　意を決して振り向くと、そこにあったのは、いかつい兵士の顔ではない。

　見知らぬ男だ。柔にゆう和わな顔立ちは若々しいが、簪しんで貫つらぬき冠かんむりに収めている茶ちや褐かつ色しよくの髪には白いものが交じっているため、それなりの年齢だろう。片手に持った白い羽う扇せんでゆるりと己おのれをあおぎ、口許に指を押し当てる仕草はどこか悪戯いたずらめいていた。

「しーっ。声を出すと見つかってしまいますよ。どうぞ、こちらへ」

　穏おだやかな調子で続けながら、彼は己の纏まとっていた袍ほうを脱ぬぐと、雛花の頭にかけてくる。ばさりと音を立てて視界が制限される間ま際ぎわ、わずかに見えた彼の腰こし飾かざりに息を吞のんだ。
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（獅し子しの佩はい玉ぎよく！）

　その意い匠しようが示すのは、槐かい帝てい国こくで最上位の武官──柱ちゆう国こく大だい将しよう軍ぐんである証あかしだ。何より、被せられた袍の色。

（緋ひ袍ほうを下か賜しされているなんて、通常の柱国大将軍ではあり得ない。最上級の官位のものだもの。……っていうことは）

「李将軍、失礼いたします！　藍皇貴妃をご覧になりませんでしたか!?」

　不意に、駆かけ寄よってきた兵士の呼びかけで、雛花は己の見立てが正しかったことを悟さとる。

（やっぱり李彗すい縹ひようさま！　……この人が？）

　もっとも、深くを考える前に兵士がこちらを見たので、雛花はぎくりと身を引く。

「……あれ？　こちらのかたは」

「私の私的な知人ですよ」

　いけしゃあしゃあとうそぶく李将軍──李彗縹は、意味ありげに口くちの端はを少し持ち上げてみせた。その仕草にいろいろと察するところがあったのか、まだ年若い兵は「た、大変失礼いたしました！」と顔を真っ赤に染めて回れ右してしまう。微笑ほほえんだまま部下の背を見守る彗縹の顔を、被せられた袍の下から、雛花はまじまじと見つめた。

　笑えみを浮うかべることをあらかじめ想定しているような、切れ長の眼めと薄い唇。練ねり絹ぎぬの上衣は、淡たん青せいの地に薄うす墨ずみ色いろの雲と海うみ燕つばめを染めた上から、銀糸で波は濤とうを刺し繡しゆうしたもの。ひと目で上質な品と分かるのみならず、藍あい色いろの帯や沓くつの合わせ方といい見事な着こなしで、彼の美意識を伝えてくる。

（武功をいくつも立てられているってことだから、いかにも強こわ面もての、武人！　顔に傷！　見た目イノシシむしろ熊くま！　みたいな感じを想像してたんだけど……これは予想外に、なんというか……きっと今も昔も相当おモテになられるんでしょうね羨うらやましいわ、って風ふ情ぜいのかたね）

「ここは目立ちます。私の執しつ務む室しつでよろしければどうぞ」

　ごく自然な流れで部屋にと導かれ、雛花は流されるまま頷うなずきながら、自分の読みが正しかったことを確信した。これは女性を誘さそい慣れているな、と。
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「むさ苦しいところで申し訳ございません。今、茶を用意しますので」

　李り将軍の執しつ務む室しつは、武官たちの使用する棟とうの最上階にある。当然のこと雛すう花かは初めて訪おとずれるが、軍人らしい無ぶ骨こつさとはますますかけ離れていることに驚いた。

　正面に大きな執務机があり、竹林の浮うき彫ぼりがある長なが椅い子すには銀ぎん鼠ねずの絹が張られ、調度品はみな落ち着いた色合いでまとめられている。皇宮の中に個人の執務室があるだけでも破格だが、その広さや趣しゆ味みの良さは、彼の権勢を物語っているかのようだ。

　結果的に後宮から外廷への脱出は果たしたわけだが、今は達成感より戸惑いが強い。

「どうぞ」

　青せい磁じの茶器に花茶を満たして勧めてくる彗すい縹ひように、雛花は逡しゆん巡じゆんしつつも切り出した。

「どうして助けてくださったんですの？」

　問いかけに、彼はにっこりと目を細めた。見れば見るほど若やいで甘あまく整った顔立ちとは裏腹に、朗ほがらかでありながら、重ねた年相応に落ち着いた空気。

　普通なら頰ほおのひとつも染めるところかもしれないが、彼の背景と状じよう況きようを考えると、逆に警戒心が強まる。じっとその顔を見上げて真意を探さぐる雛花に、彗縹は肩を竦すくめてみせた。

「可か憐れんな女性がむくつけき野や郎ろうどもに追いかけられて困っているのならば、黙って助けるのが世の男すべての務つとめですよ」

「……はぁ」

（すごい。ものすっごい自然に、歯の浮く台詞せりふが出てきた。そして息をするように部下を貶けなした）

　落ちかける顎あごを気力で戻しつつ、雛花は「そういうことじゃなくて」と額を押さえた。

「ええと、単たん刀とう直ちよく入にゆうに申しますわね。主しゆ命めいに背そむいていいのか、……という意味でしたの」

　彼は皇帝の第一の臣しんである。志紅は、雛花を皇こう貴き妃ひの部屋から出すなと厳命しているはずなのだ。有う無むを言わさず連れ戻そうとするのが正しい反応だろう。

（……って、さすがに直ちよく截せつすぎたかしら。素直に答えてはくれないかもしれないわね）

　ちらりと疑った雛花だが、この問いに関して彗縹は、すっと笑みを引っ込めると、眉まゆを少しひそめてこう返してきた。

「主命とあらば唯い々い諾だく々だくと従うだけが、忠義ではございませんので」

「え？」

「藍らん皇貴妃……いえ、雛花公こう主しゆ。貴女あなた様とは、一度お話ししてみたいと思っていたのですよ。公おおやけには伏されておりますが……女じよ媧か娘にやん々にやんを降ろされたというのは本当なのでしょう？」

　その言葉に、雛花は軽く目を瞠みはり、思わず彗縹のそれを見つめる。薄うす青あおの虹こう彩さいが特とく徴ちよう的てきな眼まなこは笑みの形になってはいるが、奥おくに宿す光は氷めいた鋭するどさを感じさせた。

「……もしかしてあなたは、わたくしの味方になってくださるの？」

　尋たずねる雛花に、彗縹は、「それは、これからの話次し第だいです」と静かに口こう端たんを吊つり上げた。

「では。公主は、陛下が新たな妃きさきを迎むかえ入いれることはご存じですかな」

　羽う扇せんを顎に当てて口許を隠しつつ、彗縹はぽいと話題を振ってきた。一いつ瞬しゆん、言われたことが頭に入らず、雛花は首を傾かしげる。

「え？　いいえ」

（紅兄さまが、新しい妃を？　……そうなの？）

　寝ね耳みみに水みずだ。彼とは形式上毎日のように顔を合わせているが、そんなことまったくおくびにも出さなかったのに。

（たしかに、今の不自然すぎる後こう宮きゆうがそのまま続いていくとは、わたくしだって思っていなかったけれど……な、何よ。別に全然構わないじゃない、あの人が誰を何人娶めとろうが、わたくしの知ったことではないわ）

　ひそかにうろたえる雛花を、彗縹はじっと見つめている。視線を泳がせていた雛花は、それではっと我に返った。

（値ね踏ぶみされている、と思ったほうがいいのかしら）

　答え方次第で、彼が今後、自分にとってどういう存在になるかが変わってくる。その気配を察し、自然と雛花も身構える。ただし、あくまで外見上は平静を装よそおったままで。

「陛下はわたくしに、ほとんど何もお話ししてはくださいませんの。ひょっとしなくても、ええと、……陛下が娶られる予定なのは、まずは四し妃ひ？」

「ご明めい察さつです」

　槐かいの後宮は、頂点となる皇こう后ごう不在の折には、皇貴妃を筆頭に、四妃、九きゆう嬪ひん、二に十じゆう七なな世せ婦ふという妃ひ嬪ひんが続き、女によ官かんである八はち十じゆう一いち御ぎよ妻さいが揃そろって完成となる。黒こく煉れんが急ごしらえした老女だらけの後宮にいまだ四妃はおらず、九嬪も数名欠けている状態で、そうした意味でもとてもまともな後宮とはいえない。

（あるべき姿になるだけだから、まあ、不思議ではないのだけど……）

「面子メンツは、茗めい家け、李り家け、葵き家け、桐とう家けから一人ずつです」

「あら。それは、やはりというか……いずれも名だたる名門貴族ばかりですのね」

「後世に血を繫つながねばならない陛下にとって、後宮とは本来、貴族の娘たちを迎え入れることで後うしろ盾だてを得る場でもありますからね。新しん帝ていがご即そく位いされたのだから、迅じん速そくに後宮を整えるのは至し極ごく当然の流れ……」

　ここで彗縹は茶で唇を潤うるおすと、いったん言葉を切った。

「──と、いうことになっております。表向きは」

「表向き……？」

　名家のご令れい嬢じようを娶ることに、表も裏もないのでは？　と胸のもやもやはひとまず置いて訝いぶかしむ雛花に、彗縹は「ところで」と話題を変えた。

「先日の、渾こん沌とんの魔ま……四し凶きよう【饕とう餮てつ】の事件については、公主のほうがお詳くわしいでしょうね」

「？　はい。わたくしもその場におりましたから。それが何か……？」

　渾沌の魔とは、神々の創つくった森しん羅ら万ばん象しよう──すなわち韻いん容よう五ご彩さいの理ことわりからこぼれ落ちてしまったものたちのことだ。

　渾沌に住まう彼らは、醜みにくいばけものの姿を取り、桃とう華か源げんを壊こわしに来る性さががある。あるいは凶きよう悪あくな爪そう牙がで、あるいは天てん変ぺん地ち異いを起こして、世を混乱に陥おとしいれる渾沌の魔の中でも極きわめて獰どう猛もうで危険な存在が、『四凶』と呼ばれる四種だ。

　先せん般ぱん、この禁きん城じようは、そのうちの【饕餮】の襲しゆう撃げきを受けたばかり。たった一頭でも手に負えず、実際に討とう伐ばつに携たずさわった雛花も、かなりの苦戦を強しいられたのは記き憶おくに新しい。

　唐とう突とつな話題に首を傾げる雛花の前で、彗縹は眉み間けんを揉もんだ。

「実は、またしても四凶の一【窮きゆう奇き】が現れました。おまけに、四妃候補のいずれかに化けて桃華源に潜せん伏ぷくしております」

「！　なんですって……どういうこと!?」

　予想外の言葉に、雛花は思わず瞠どう目もくした。

　崑こん崙ろんの智ち獣じゆう、白はく澤たくが伝えたとされる、渾沌の魔の目録『白はく澤たく図ず』によれば、そのけだものは、鷲わしの翼つばさを持つ巨きよ大だいな虎とらだという。

　何より、──窮奇の害は独特だ。

　渾沌の闇やみから韻容五彩の理に介かい入にゆうし、自分と〝存在を反転させて〟入いれ替かわる。

　つまり、桃華源にいる誰かを選んで渾沌に引きずり込み、何食わぬ顔で、相手に化けて成り代わることができるのだと。

「春しゆん燕えん城じよう市しに現れたところを押さえて、一度は追い詰めたはずなのです。しかし、あと少しのところで討うちのがし、逃げ込まれた先が、四人の姫君たちが偶ぐう然ぜんにも一堂に会している場で……」

「偶然にも？」

「ええ。彼女らの母親同士が懇こん意いにしておりましてね。当世風に言うなら『媽マ媽マ友ともお食事会』？　というものでしょうか。いえ、私も詳くわしくはないのですが」

（いや、違ちがうでしょうそれは。でも、妙みよう齢れいのご令嬢とそのお母ぎみが勢揃いって、本当どういう会だったのかしら）

　たとえば雛花自身、志紅とは母親同士の繫がりで仲良くなった口ではあるが、それでも彗縹の言葉選びには思わず心中で突っ込んだ。しかし、そんな場合ではない。

「それは……いったい、どなたが？　そのかたは、今どうなったのです」

「分からないのです。翼で突風を起こされ、目くらましをされた隙すきを突つかれて……四人の姫のいずれかは、渾沌に囚とらわれてしまいました。けれど、どの姫が窮奇に取って代わられたのか、とんと見当がつかないのです」

「怪あやしいところがないか、彼女たちと話をしてみても駄だ目めなんですの？」

「窮奇は、入れ替わった者の過去を……つまり、記憶や性格、細かい癖くせなども、すべてそっくり写し取りますから。普通に接するだけではどうにも……」

　身を乗り出す雛花に、彗縹は力なく首を振る。そんな、と雛花は絶ぜつ句くした。

（なんてこと。……早く窮奇を倒たおさなければ、入れ替わられてしまった姫君の命がいつまで持つのか分からないわ。おまけに、窮奇の性質が厄やつ介かいね）

　──もし違う者を窮奇だと誤って断じてしまえば、糾きゆう弾だん者しやを含めて周辺にいる人間を根こそぎ渾こん沌とんに引きずり込んで即そく座ざに喰い殺すことができる。そして、間ま違ちがえたが最後、『つまり本物は無用なのだな』と、渾沌にいる姫君は永遠に失われてしまう。

（……退治する以前に、見つけることすら一度でもしくじれば、絶対に犠ぎ牲せい者しやが出る。嫌なばけものだわ）

　また、窮奇は、四凶の中で最も狡こう猾かつなけだものといわれる。人間と同じく優すぐれた知能を持ち、確かつ固こたる目的を持って襲おそってくるのだ。

（どうして、こんなに立て続けに。四凶なんて超大物、そうそう韻容五彩の布目を通り抜けられないはずなのに！　前ぜん代だい未み聞もんすぎる）

　唇を嚙かんだ雛花だが、先ほどの彗縹の「表向きは」という言葉を思い出してはっとした。

　──四凶に対抗するには、並の令れい牌はい術じゆつ士しや軍人では難しい。それこそ、皇帝や天てん后こうでなければ。

「……ひょっとして、四妃を迎え入れるというのは口実で。実際の事情は、四凶の討とう伐ばつのために、姫君たちを陛下の膝ひざ下もとに呼び寄せる、ということ？」

「お察しのとおりです」

　彗縹はあっさりと頷いた。

（そうなの）

　では、志紅自身が、好きこのんで四人もの妃を娶るわけではないのか。ほっと胸を撫なで下おろした雛花だが、「いや、だから！」と頭かぶりを振る。

（あの人がどういう事情で新しい妃を迎えようがわたくしには関係ないってば、もう！）

　さらに彗縹は、こんなことを教えてくれた。

「実はこの一件は、陛下のお心こころ遣づかいで公おおやけには伏せられているのです」

「え？」

（紅兄さまの？）

　どういう意味だろう。首を傾げる雛花に、彼は続ける。

「噂うわさには尾おひれがつきもの。ばけものに囚われた姫などという外がい聞ぶんは、彼女らの将来に響ひびく。それならまだ、妃にするためと公表したほうが自然に陛下のおそばに置けます。もろもろ片付いて、もし後宮を辞じすことになっても、お手付き前ならばなんとでも説明がつきますし」

「そうなの……。紅兄さま、……いいえ、陛下がそんなことを」

（なんだ、やっぱり優しいんじゃないの、あの人。部下に人望あるのも納得……するわけないでしょ!?　さっきからなんなのわたくし!?　頭が沸わいてるの!?　春だから!?）

　密ひそかな葛かつ藤とうを必死に追い払う雛花に、彗縹は頭を下げた。

「窮奇を野放しにしていれば、取って代わられた姫君はもちろん、皇宮にも市し井せいの民たみにもどういう害が及ぶか……。そこで恐おそれながら、貴女様に是ぜ非ひともご協力をいただきたいのです。姫君の救出と、窮奇の討伐のために」

「！」

「陛下がおっしゃるには、……窮奇の狙いはおそらく、新たな天后。貴女様なのだそうです」

「えっ、……わたくし？」

　首を傾げる雛花に、彗縹は首しゆ肯こうする。

「はい。おそれながら、貴女様が女媧を召喚しながらいまだ天后となられていないことを、渾沌の魔たちが嗅かぎつけたようでして……。今のうちに喰い殺しておけば、桃とう華か源げんを守る邪魔な支柱は皇帝だけになる……と襲しゆう来らいしているようなのです。ですから、その……」

　言葉を濁にごす彗縹に、「なるほど」と雛花はあっさり頷うなずいた。

「窮奇の狙いがわたくしなら、囮おとりにすれば動きを摑みやすいですもの。ご慧けい眼がんだわ」

「申し訳ございません。皇貴妃であられるかたに、危険を承知でこのように僭せん越えつなお願いを」

　普通に称しよう賛さんのつもりだったのだが、どうやら皮肉だと受けとめられたらしい。他意はなかったので、雛花は慌てて手を振る。

「いいえ、当然の帰き結けつですし、もっと早くにご依頼いただいていてもよかったと思うのだけれど……こんな風にこっそりお話をしないといけない理由って、ひょっとしなくても」

　案の定、彗縹はためらいつつも歯切れ悪く答えた。

「陛下には、公主にご協力をいただくべきではと再さい三さん進言いたしましたが、貴女様を危険な目には遭わせられないと渋しぶってらして……」

（……やっぱり）

　なんとなく予想していた言葉に、雛花は反応に困って視線をうろつかせた。ついでにひとつ、思い当たるふしがある。

（ひょっとして、わたくしに無理やり引っ越しを勧めてきたのって）

　ばけもの入りの四妃を迎える代わりに、雛花のほうを後宮から遠ざけて、安全を確保しようとしたのかもしれない。

　志紅は、雛花を守ろうとはしてくれている。

（その気持ちは、少し前までのわたくしなら、嬉うれしかったかもしれない……でも）

　自分はもう、天后として果たしたい目的も、夢も見つけてしまった。彼の望むとおり、守られるだけの女の子になどなれない。

　雛花は目を伏せ、幼おさな馴な染じみの柘榴ざくろ色いろの双そう眸ぼうを想おもい浮うかべた。そして、そのまなざしごと振り切るように、彗縹と視線を合わせる。

「そういうことなら、もちろん喜んでご協力いたしますわ」

　きっぱりと断言した雛花に、彗縹は「それを聞いて安心いたしました！」と手を打った。

「実は、李家から出す姫君は、私の姪めいで……公私混同甚はなはだしいですが、生きた心ここ地ちがしなかったのです。雛花公主にご協力いただけるなら、これほど頼もしいこともありますまい」

「そう、なんですの？」

　後半の世せ辞じはさておき、前半は純じゆん粋すいに驚いて、雛花は息を吞んだ。

（姪めい御ごさまが……）

　それはさぞ、気が気ではないことだろう。たしかに、こうして志紅の目を盗ぬすんで、窮奇に対抗できる雛花に接せつ触しよくをしてくるのも頷ける。

（そう、そのとおりなんだけど……何かしら。彗縹さま、まだ何か隠していそうというか、ちょっと胡う散さん臭くさく感じてしまうというか……？　いえ、根こん拠きよも何もない勘かんなのだけど）

　一人納得しつつも首を傾げる雛花に、目を輝かがやかせた彗縹はなおも続けた。

「きっとお引き受けいただけると信じておりました。なぜなら、もし貴女様が正しく天后とおなりであれば、これは間違いなく、初めての任務となったことでしょうから」

「！」

　──初任務。

（天后として、わたくしの初めての……）

　その言葉で、雛花はふと我われに返る。

（彼がわたくしにとって信じられる人かどうかは、後から考えたっていい。最優先にすべきは、窮奇を退治して四妃を救うこと。そのためには、この手を取らない選せん択たくはないわ）

「窮奇はわたくしが必ず倒します。この槐帝国のために」

　身の引きしまる思いに、雛花は膝ひざの上で両りよう拳こぶしを握ると、「わたくしに大切なお話をしてくださり、ありがとうございます」と改めて彗縹に頭を下げた。
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　結局あれから、彗すい縹ひようといくつかの約束を取りつけることができた雛花は、自室におとなしく戻ることになった。

　そして、翌朝。

「昨日はわざわざ後宮を抜け出してまでどこに行っていたの？　小しよう花か」

　金銀で天てん蓋がいを飾る寝しん台だいに下がるのは、翡ひ翠すい色いろの薄うす絹ぎぬのとばり。真しん紅くで彩いろどられた壁かべや柱は、いずれも銘めい木ぼくの金きん絲し楠なん木ぼくや花か梨りんを材とする。

　現状不在の皇后を除き、後こう宮きゆうの中で唯ゆい一いつ〝翠すい帳ちよう紅こう閨けい〟を特徴とする豪ごう奢しやな皇こう貴き妃ひの室へやで朝食をとっていた雛すう花かは、正面に座す人物から唐とう突とつに問われて箸はしを動かす手を止めた。

　この室に立ち寄って、かつ自分と食事をともにできる身分の人間など、桃とう華か源げん広しといえども一人しかいない。

「そんなのどうだっていいでしょう。あなたには関係ございませんことよ、志し紅こう」

　視線を上げた先にある、志紅の美しい白はく皙せきの顔を、雛花はきつく睨にらみつけた。

　しかし、鮮あざやかな緋ひ色いろの瞳ひとみは揺ゆらぎもしない。うっ、と雛花は気け圧おされた。

　私的な場ではさすがに皇帝の証あかしである五ご爪そうの龍りゆう袍ほうや前後二十四[image: 〓]りゆうの冕べん冠かんこそ身に着けていないものの、略装でも上質な着物に身を包んだその姿は、思わず見み惚とれるほど絵になるのだ。彼が首を傾かしげると、赤を帯びたその黒髪がさらりと頰ほおにかかる。

「どうでもよくはないかな。きみの足、……鎖くさりをつけるなんて甘いことを言わずに、いっそ腱けんを断たっておくべきだったと思ったから」

　志紅の唇は緩やかな弧を描くが、一瞬そのまなざしが帯びた冷気に、雛花はぎくりとする。「冗談だよ」と彼はすぐに表情を和らげたものの、絶対に冗談という眼ではなかった。

「それと、職人を空から手てで帰らせてしまった。春しゆん燕えん城じよう下かで人気の匠たくみらしいから、次に呼べるまで少し時間がかかりそうだ」

　緊張が解けて胸を撫で下ろしつつも、その台詞せりふに雛花は半はん眼がんになった。

「あらそう。それは重ちよう畳じよう。わたくし、足に鎖をつけられずにすんだのね」

「仕方がないから既き製せい品ひんをいくつか買っておいたよ」

「既製品あるの!?」

「いや、買ったのは普通に軟なん玉ぎよくの耳みみ飾かざり。後で渡わたすから楽しみにしておいて」

　くすくすと楽しげに肩を揺らす彼に、雛花はどっと脱だつ力りよくする。

（笑い方も仕草も、豹ひよう変へんする前と一緒なんだもの。調子が狂くるうわ……）

　装そう身しん具ぐについては「いりませんわよ」と一いつ蹴しゆうしつつ、雛花は粥かゆを匙さじで口に運んだ。湯気を立てる粥は、鶏とり肉にくや茸きのこがたっぷり入っていてとても美お味いしい。ここに閉じ込められたばかりの頃ころは、何を食べても砂を嚙かむように味気なかったのに、最近少しは食欲らしきものが戻ってきたのはありがたいことだ。

（腹が減ってはなんとやらだわ。食べないと後こう宮きゆう脱出できないものね！）

　器うつわに香草や油あぶら条あげも追加して黙もく々もくと食事を続ける雛花を、柔やわらかく笑んで見つめた後、志紅は「ああ、そうだ」と手を打つ。

「李り将軍とどんな話をしていたの？」

「……なんだ。わたくしが脱ぬけ出だして何をしていたのか、ご存じなんじゃありませんの。人が悪いわ」

「会っていたってことだけは、本人から直接聞いたからね。夫の俺に内ない緒しよで別の男のもとを訪ねるなんて、感心しないな」

「誰が誰の夫ですって？」

　これが簒さん奪だつの前であれば、彼の正妻になれるなんて夢のようなことだっただろうに。

　憎にくまれ口ぐちを叩きながら少し切ない心地になる雛花は、感かん傷しようを振ふり払はらうと、「勝手に皇貴妃だと思っているのは、この禁きん城じようにあなただけでしてよ」と念を押した。

（いけない。今日は、こんな不毛なやりとりで会話を終わらせるわけにはいかないのよ）

　雛花はことりと匙を置くと、まっすぐに志紅を見つめた。

「志紅。四し凶きようの話ならばすでに存じ上げておりましてよ。何が引っ越しで、ぶらり小旅行ですって。わたくし、ここを動く気はさらさらございませんからね」

　雛花は頷くと、じっと志紅の様子を窺うかがう。

「……ああ、李将軍から全部聞いたんだ？　きみの口から後宮に残りたいなんて言葉が聞けるとは思っていなかったな」

「勘違いなさらないで。わたくしがここに残るのは、あくまで天后として、四凶討とう伐ばつのためだけですからね。彗縹さまにもご協力いただけることになっておりますの。邪魔しようとしても無駄よ」

　だから窮きゆう奇き討伐には積極的に関わらせてもらうと、きっぱり宣言する雛花に、志紅はしばらく黙っていた。

「天てん后こうとして？　女じよ媧かの力も使えないきみに、何ができるのかな」

「っ！」

　相変わらず容よう赦しやなく痛いところを突いてくる志紅に、雛花は頰に朱しゆを走らせる。

「あれは……ちょ、ちょっと調子が悪かっただけよ。第一、窮奇の狙いはわたくしなのでしょう？　囮おとりになるだけでも、十分に有用だと思いますけれど」

「それがどんなに危険なことか、本当に分かっている？」

「覚悟の上です」

　こっくり頷く雛花に、志紅はわずかに気け色しきばんだ様子で「きみはそういうところ、昔から本当に……」と何か言いかけたが、結局は途中で口をつぐんだ。

「……意志は固そうだね」

　彼は不意に姿勢を正し、顔を覗のぞき込んできた。

「小花。信じてもらえるかは分からないけど、俺はきみを危険に曝さらしたくない」

「……」

「それに、もう気づいていると思うけれど、きみを天后にしたくもない。饕とう餮てつの時は仕方なかったとしても……できればもう、二度と力を使わせたくないくらいだ」

　途と中ちゆうまでは黙って聞いていた雛花だが、「そうね」と同意を返す。

「あなたが、何がなんでもわたくしを天后にしたくないとお思いなのには気づいていますわ。でも、理由は話してくださらないんでしょう？」

「話せない。……それだけは絶対に」

　言い聞かせるような声。紅こう玉ぎよくのまなざしが含んでいるのは真しん摯しな色だ。

「それでも。きみを守りたいのは、決して噓じゃない。俺の言葉は信じられない？」

（守る、……ね）

　簒奪の晩から、無理やり妻にさせられ、後宮に閉じ込められて、心をへし折るような言動にたくさん曝された。天后になるのを諦あきらめるようにと幾いく度ども繰くり返かえす彼は、何かに取とり憑つかれているのではないかと疑ったほど。

　けれど、饕餮に襲われた時。そして、その後に二人で話した時。

　──雛花を安全な場所に置いておきたい。どうにかして、危険から遠ざけたい。簒奪の本意はどうあれ、少なくとも、彼がそう思ってくれていることに間違いはないと、雛花も感じている。

「別に……あなたが噓をついているとは、思っていませんわ」

　言葉を選びながら、雛花は志紅のまなざしを受けとめた。

「けれどわたくしは、自分の道は自分で選びます」

「そう」

　残念だよ、と。声を沈ませる志紅に、雛花は何も言えず俯いた。

（曲がりなりにも守ろうとしてくれているのなら。紅兄さまと、──わたくしはどう向きあっていくべきなのかしら）

　匙の上の油条は、いつの間にかすっかりふやけてしまっていた。










[image: ]




　皇こう帝ていの私的空間に当たる晴せい乾けん宮きゆう、中でも最上部にある一室は、槐かい帝てい国こくを統すべる者の臥室ふしどであり、巨きよ大だいで壮そう麗れいな宮の中でもとりわけ広い。外がい廷ていでの執しつ務むを終え、志し紅こうがこの部屋に帰り着いた時には、月はすでに中天を回っていた。

（今日も遅おそくなった。小しよう花かの顔を見ておきたかったが、この時間じゃ論外だな）

　戸口で拱きよう手しゆの礼を取る衛兵を短くねぎらって、薄うす暗ぐらい室内に入る。扉とびらが背後で閉まった途と端たん、ため息がこぼれた。ここ数日、ろくに寝ねていないせいかもしれない。

　武ぶ官かん上がりの志紅にとって、書類仕事や朝ちよう議ぎ、会食ばかりの日々は気き疲づかれして仕方ない。重い龍りゆう袍ほうや冕べん冠かんをはぎ取るように脱ぬぎ去った拍ひよう子しに、肩かたが軋きしむ。筆や玉ぎよく璽じよりよほど重い剣けんや弓を扱あつかっていた頃ころはこんなこともなかったのに、と彼は静かに自じ嘲ちようした。

（正直、向いていない。……知ってる）

　お前は副官としてこの上なく優ゆう秀しゆうだな、というのは、主しゆ君くんであり親友だった男の言げんだ。あるじの意図を誰より正確に読み取り先んじて動き、下の者には隅すみ々ずみまで気を配り信しん頼らいを得ている、と。

　裏を返せば、上じよう意い下か達たつの駒こまとして秀ひいでているのであって、長官向きではないという意味にもなる。もっとも、親友の言葉そのものは純じゆん粋すいな評価であって、そうした含ふくみはないのだろうが、志紅はそんな自分の気質を嫌いやでも理解していた。それがいまや、一足飛びに国の頂点に立って国政を動かしているときた。お笑い草だ。

　しかし、今の脱だつ力りよく感かんの一番の要因は、皇帝としての重圧とは別にある。

（窮きゆう奇きの退治に小花が関わることになるなんて……いっそ、四し妃ひになる予定の姫君たちを全員、秘ひ密みつ裏りに葬ほうむってしまいたいほどだが）

　薄暗い方向に傾かたむきかける心を、無理やり水みず際ぎわでせき止める。そうしなければ、この後に続けて考えることは決まっていた。

（むしろ……黒こく煉れんのように、小花の時間を止めてしまうことが、できれば……）

　幾いく度どとなくかすめた、己おのれの抱かかえる暗あん鬱うつの囁ささやき。

　それができない理由はふたつある。

　ひとつは、彼女が一刻も早く女じよ媧かに乗っ取られることを、伏ふつ羲きが望んでいるため。愛あい妹まいである女媧を強く求めているあの男お神がみにとって、器うつわである雛すう花かの消しよう滅めつはむしろ願ったり叶かなったりなのだ。よみがえりの禁術を扱える者は、伏羲をおいて他にいない。

　そしてもうひとつは、──むしろ、志紅の問題だ。

　黒煉の心臓に剣を突き立てることは、理性で感情を御ぎよすればどうにかなった。

　だが、雛花を殺すことだけは。

　いかに彼女の心を傷つけ、そのために憎ぞう悪おを向けられ、幼い頃から築き上げた大切な関係をずたずたに引ひき裂さこうとも。

　あの孔く雀じやく緑みどりの虹こう彩さいがうつろな玻璃ガラス玉だまとなり、白い身体からだが血に染まり、もの言わぬ骸むくろに変わり果てた姿を想像するだけで、頭がどうにかなってしまいそうになる。

　一度、──目の前で失いかけたことがあるから、余計に。炎ほのおの壁かべに囲まれて倒たおれ伏ふす少女の姿は、いまだに脳のう裏りに甦よみがえっては志紅を苦しめる。

（何度も何度も何度も迷って、考えて、悟さとった。仮かり初そめでも命を奪うばうなど……それだけは、どうしても無理だ。俺が……自分の心を壊こわしてしまわない限りは）

　焦あせりと苛いら立だちで、いびつに唇くちびるが歪ゆがむ。──思考の沼ぬまに沈しずみかけていた、その時。

『あー、お前。また変な笑い方してんな』

　続き間の奥おくから、呆あきれたような声が響ひびき、志紅は顔を上げた。

　綾あや織おりの緞どん帳ちようを取りのければ、螺ら鈿でん細ざい工くの見事な紫し檀たんの卓たく子しがあり、その上に銀の鳥かごが鎮ちん座ざしている。格こう子しの中では、珍めずらしい漆しつ黒こくの翼つばさを持つ鷹たかが一羽、止まり木に爪つめを預け、くりくりした黄金のまなざしをこちらに向けていた。

　志紅はそちらに歩み寄ると、丁てい寧ねいに膝ひざを折って臣下の礼を取る。

「起きておいででしたか」

『うん。暇ひまだったし。あ、礼とか堅かた苦くるしいのいいぜ。オレ今死んでるんだからさ』

　手を振ろうとしたのだろうが、残念ながら彼のそれは翼なので、ばさっと大げさな動作になってしまう。銀の格子に羽をぶつけたのか、鷹は面めん倒どうそうにゆさゆさと身を揺ゆらした。

「ご不便をおかけして申し訳ございません。黒こく煉れん陛へい下か」

　鷹の様子に眉まゆ根ねを寄せ、志紅はいささか沈んだ声で謝罪した。だが、『いまさらだな！』と明るくばっさり切り捨てられる。

　──先せん帝てい、槐かい黒煉。他でもない、志紅が己で弑しい逆ぎやくした皇帝は、その身体から三さん魂こんを抜ぬかれ、こうして仮かり初そめの身体として鷹に宿ることで命を繫つないでいる。
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　不便などという軽い表現ですませられるわけがない事態に、志紅は己の失言を恥はじた。

「……返す言葉もございません」

『あ、勘かん違ちがいすんなよ？　別に責めてねーしさ。っていうか、むしろ巻まき込こんだのはオレのほうだよな』

　恐きよう縮しゆくする志紅に、あっけらかんと黒煉は翼を振った。その拍子に、また格子にぶつけて舌打ちしている。『これ、出たいんだけど』と情けない呻うめきを上げる黒煉の要求を、志紅は驚おどろきのあまり思わず黙もく殺さつしてしまった。

「まさか。陛下……覚えて、おられるのですか？」

　簒さん奪だつの背景には、誰だれにも言えない事情があった。

　槐宗そう室しつが抱える秘密。

　それは、──代々の皇帝と天てん后こうは、実は中身が全て同じ人物であること。

　人物、というと語ご弊へいがある。

　伏羲や女媧の力を得た時から、その人間は、自じ我がを神々に侵しん蝕しよくされ、いずれ魂たましいと精神をそっくりくり抜かれてくぐつにされてしまう。資格を得た瞬間に始まり、内側からじわじわと、数年かけて喰くい殺されていくのだ。

　宗室の秘密に気づいた者は、いずれも神々によって死を賜たまわっている。志紅の父、志し青せいもその一人である。そして、──この黒煉も。

『当たり前だ。オレがお前に、宗室の秘密を話さなければ、こんな騒ぎにはならなかっただろ。オレ一人が死ぬだけで、お前が汚よごれ役やくを買って出る必要もなかった』

　簒奪を計画する前。志紅を呼んだ黒煉は、宗室の秘密と、皇帝や天后の力に隠かくされたそれらのからくりを、自分の探り出した限り洗いざらいぶちまけた。

　あげく、なりゆきを面おも白しろがった伏羲から志紅が、「黒煉や雛花を救いたければ、秘密を知ったお前が黒煉の身代わりとなって帝てい位いを得、我々を身体から追い出す手段を見つけてみせろ」と賭かけを持ちかけられた結果が、現状だ。

「ですが陛下は、俺にお話しになったことを、忘れておいでのご様子でした」

『うーん、なんだろな。自分の身体から魂が離れたせいかな。全部思い出したんだ』

「左さ様よう、でしたか。それは……」

　乾かわいた咽の喉どに声が張りつき、志紅はそれ以上続けることができなかった。そんな様子に、黒煉は苦く笑しようしたようだ。

『ありがとな、志紅』

「な、にを……」

『原因作ったオレがこんなこと言えた義理じゃねえのは百も承知だけど。根っから悪人でもねえくせに、目的のために無理やり悪ぶんのはしんどいぞ。あんまり悩なやみすぎて深みにはまってくなよ。お前さ、冷静そうに見えて実は直情型だったり、複雑そうに見えて単純馬ば鹿かだったり、それどころかド天然のイノシシ野や郎ろうだったりするのは知ってるし』

「直情型の単純馬鹿でド天然イノシシ野郎、……ですか」

　ものすごく不本意な三つ組の札を貼はられた。いろいろ思うところがあるが何も言い返せない志紅に、黒煉はなおもつらつらと続ける。

『あと暗くれぇ！　どうしようもねえ根暗野郎だ！　だいたいお前、昔っから雛花に過保護だけど、あいつに悪さする連中への仕返しがびっくりするぐらい陰いん湿しつでドン引きの連続だったぞ。おまけにちょっと愉たのしそうだったし。今回の簒奪もやりかたが怖こえぇよ、オレ一発で串くし刺ざしだよ。殺やる前にちょっとはためらえよ』

「いえ、制裁を愉ゆ快かいだと感じたことはありませんし、簒奪の件は、陛下を相手にためらっていたら返かえり討うちに遭あう上に、目測誤って妙みようなところを斬きれば無む駄だに苦しませるだけかと」

『それでサクッと実行できるのが怖ぇっつってんのオレは！　本当、お前ときたら、いっつもずんずん勝手に後ろ向きに突き進んで、その結果を全部てめえで引き受けて、しんどくて重くて仕方ないのに、でもボクは平気なんですー、みたいな涼すずしい顔を常時取とり繕つくろってるのが気に食わねえんだよ！　……だから、ごめんな』

　しくしくと胃を苛さいなんでくれる罵ば詈り雑ぞう言ごん大会になるかと思いきや、最後に少しだけ言葉を切って。

　かごの中からじっとこちらを見上げ、ぽつりと付け足した黒煉に、志紅は顔を歪ゆがめた。

「な……」

　続きは声にならない。

　何を謝ることがある。なぜ、いたわることができるのだ。

　どんな理由があれ、志紅は黒煉を裏切り、下か賜しされた宝ほう剣けん〝緋ひ霄しよう〟で彼を串刺しにして殺した。それはなんの言い訳もしようがなく、厳げん然ぜんたるただの事実だ。

「謝罪などいりません。陛下はむしろお怒いかりになるべきです。御おん身みに三魂をお戻し差し上げた後の処しよ罰ばつは、如い何かようにも」

　かろうじて硬かたい声で突つき放はなし、目を逸そらす志紅に、『もう陛下じゃねーし。鷹だし鳥だし、主食生肉だし』と黒煉はけろりと論点を変えた。

『仮初めだろうが今の陛下はお前だろ。オレ、死人なんだけど。荊けい家けじゃ、皇帝をさしおいて鳥を敬うやまってかしずけって教わったのか？』

「いや、ですから陛下……」

『あっそ、じゃあいいよ陛下から勅ちよく命めいってことでも。黒煉って呼べよ、昔みたいにさ』

　あっけらかんと要求する黒煉に、志紅は一いつ瞬しゆん、絶句した。

「……意味が分かりません」

　やっとそれだけ返した志紅に、ふんっと白い羽う毛もうの生えた胸を反らし、黒煉は宣言した。

『オレ殺され損ぞんじゃん、このままじゃ』

「は？」

『どうせそのうち、伏ふつ羲き真しん君くんに記き憶おくも心も全部消されるんだ。今ぐらい、いいだろ。昔みたいに、ただの黒煉と志紅で。許せよな』

「陛、……」

　どうして。

　万ばん感かんが胸に去きよ来らいし、しばらく志紅は、呆ぼう然ぜんと言葉を失っていたが。やがて我われに返り、きっぱりと首を横に振る。

「俺は、……黙だまってあなたを伏羲真君に捧げるつもりは毛もう頭とうありません。必ず、お救い申し上げる。だから、これからも変わらず、俺はあなたの一臣下です」

『お前っ、ホンット強ごう情じようだな!?』

「自覚はあります。……ですから、今だけだ」

　最後の言い訳は、自身に対して。志紅はくしゃりと泣き笑いの表情になり、銀の格こう子しにこつりと額をぶつけた。

「……きみは俺に甘あますぎるよ、黒煉」

　うつむけた顔を赤みがかった黒くろ髪かみに隠すようにすると、黒煉は心配そうにかつかつと周辺の格子をつついてくれた。

　主君であり親友である青年と、幼おさな馴な染じみの片かた恋こい相手の少女。

　彼らに裏切りに次ぐ裏切りを働き、想おもいと真逆に動かなければならず。無理やりたわめ続け、疲ひ弊へいしきった心が、少しだけほぐれ、癒いえた心ここ地ちがする。

『さっきも言ったけど。お前、あんま考えるの向いてないくせに、なんでもすぐよくないほうに取って突き進むの、ダメなとこだからな？』

「知ってる。でも、どうしようもないんだ」

　苦い気持ちを吐と露ろすると、少しだけ気持ちが楽になる。

（黒煉を、……小花を守るためなら、俺はなんだって、……）

　幼い頃から親しんできた、己にとって心の支えだった、大切な二人。

　ことに雛花は志紅にとって、かつて身を挺ていして命を救ってくれた恩人。否いな、それだけではない。心のすべてを傾かたむけ尽つくして守ってきた、かけがえのない掌しよう中ちゆうの珠たま。

　──〝紅こう兄にいさまのせいなんかじゃないわ。わたくしが自分で選んだことを、紅兄さまが気に病やむ必要などなくてよ。それよりも、助けてくださってありがとうございます〟

　かつて宮に放火されて死にかけた時、処しよ刑けいから己を庇かばったことが兄姉きようだいたちの嫌がらせを助長したのだと自じ責せきに駆られる志紅に、雛花は軽やかに笑ったものだ。少し、不安になるほど恬てん淡たんと。

（きみを、女じよ媧か娘にやん々にやんのくぐつになどさせない）

　雛花の力はまだ覚かく醒せいしきっていない。それは先日、女媧の力を顕けん現げんさせようとして失敗した彼女を見て確信したこと。

　きっと女め神がみは今、蟬せみの幼虫のようなものなのだろう。天后候補の身体の中でぬくぬくと眠ねむりながら時を待ち、いずれ宿しゆく主しゆの背を割って這はい出でてくる。雛花が魂を貪むさぼり尽つくされた空蟬うつせみとなる前に、なんとしても食い止めなければ。

（さすがにやりすぎかもしれないと思い直していたけど、やっぱり、足あし枷かせが必要かな）

　ほの暗い方向に行きかける思考を察したように、『言ったそばからなんかヤバい眼めしてるし……』と呆れたように黒煉がたしなめた。

『あと、庇ってやらないと何もできないと思ってるんだったら、お前、雛花を見くびりすぎだぞ』

「それも、……分かってるつもり、なんだけど」

『本当か？　怪あやしいぜ。はーあ、うちの異母妹いもうと、めんどくせえ奴やつに懐なつかれたもんだよな』

「面倒くさいって、黒煉。きみね」

　顔をしかめる志紅に、黒煉は『事実だろ』と大おお仰ぎようにため息をついてみせた。

「それじゃ、……面倒くさいついでにひとつ質問、いいかな」

『ん？　なんだよ』

　かごに額を預けたまま、格子の一本に指先を滑すべらせ、志紅はぼそりと呟つぶやいた。

「黒煉。きみの、後こう宮きゆう。──本当に、ただ口うるさい重じゆう臣しんたちへのあてつけのつもりだった？」

『……それは』

「集められた彼女たち。ただのご老人じゃ、ないんだろう？」

　演技は素す晴ばらしく上う手まかったから、俺もしばらく騙だまされていたけれど。

　薄うすい唇にうっすらと笑えみを刷はく志紅に、黒煉はしばらく黙り込んでいたが、やがて諦あきらめたようにくるりと首を回した。

『だからお前はヤなんだよ。抜ぬけ目めなくて、端はし々ばしにまで気がつきすぎる』

　その言葉が何より答えを雄ゆう弁べんに語る。「そうかな」と感情の籠こもらない声で志紅は返した。

「小花の動向が気になってね。彼女は洞どう察さつ力りよくに優すぐれている。俺が気づいたことなら、早々に見抜いたはずだ」

『あのな……オレの異母妹をあんまり追い詰めんじゃねえぞ？』

「善ぜん処しよはするよ」

（善処、か）

　我ながら空くう疎そな言葉だな、と志紅は思った。

　──〝根っから悪人でもないくせに〟

　先ほどの黒煉の言葉がやけに沁しみる。だが、帝位簒奪者がそうでなければ、いったい世の中誰が極ごく悪あく人にんになるというのだ。

　──〝森しん羅ら万ばん象しようなんでも平和に羨うらやんで、誰にでも嫉しつ妬として、平へい穏おん無ぶ事じに卑ひ屈くつでいられる日常を守るのよ〟

　少し前、庭で対たい峙じした時、将来の夢を語っていた少女の言を思い出す。吹っ切れた彼女の声は、明るく力強かった。

（……でも。たしかに、黒煉の言うとおりだ。彼女を守るためだって大たい義ぎ名めい分ぶんを振りかざして、無数に傷をつけて切り刻みたいわけじゃない……）

　その時、扉の外から「李り将軍がお越こしです」とためらいがちに告げる侍じ従じゆうの声がし、志紅はふと振り返る。

「ごめん、客が来たみたいだ」

　黒煉に断って緞帳を厳重に閉め、志紅は客人の出で迎むかえに向かった。




「お休みになるべきところ、ぶしつけをお許しください。陛下」

　扉の向こうに立っていたのは、当然のこと、よく知る緋ひ袍ほうの男だった。彼が愛用している白い羽う扇せんが薄うす闇やみにぼんやり浮うかぶ。

「……いいえ。こちらこそ、このような時間に呼びつけて申し訳ございません。李将軍」

「私的な場ですのでどうぞ彗すい縹ひようと。そもそも臣下にそのようにへりくだる必要はないのですが、なかなか慣れられませんね。在りし日には『彗すい縹ひよう老伯おじさん』と親しく呼んでは、お父ぎみの禁きん軍ぐんでの武ぶ勇ゆう譚たんをねだってくださったではありませんか。もっといい加減で、気を抜いていいんですよ」

「いつの話ですか、それは」

「さほど遠いことでもありませんよ。私にとっては、ですがね」

　客人──彗縹は、志紅の堅苦しい態度に苦笑いしている。父の部下の中でも、何くれと構ってくれた彼のことを、幼い頃の志紅が慕したっていたのは事実だが、なんにせよ昔の話だ。

　にこにこと人のよさそうな笑みに、切れ長の薄うす青あおの眼が、下向きの三日月を形作る。

　志紅の父親が存命ならば似たような年ねん齢れいになるはずだが、白しら髪がの交じる濃こい茶ちやの髪かみを除いてそれを感じさせない若々しいおもざしは、彼が父の隣となりに立っていた頃から変わらない。

『荊けいの乱らん』でかつての羽う林りん軍ぐんの同どう胞ほうたちが虚むなしく散った中、彼の転身をよく思わない者たちからは、独り生き延びたことを揶や揄ゆして、「失った仲間の命を啜すすって若さを保っている」と噂うわさされていたほどだ。

「では、彗縹どの。僭せん越えつですがひとつ訂てい正せいを。貴方あなたのご協力がなければ、今の俺はありません。いわば、第二の父とも仰あおぐべきかたです。私的な場ではなおさら、敬意を表し礼節を以もつて接するのは当然かと」

「第二の父、と。それはありがたいですね。うちは娘むすめばかりだから、この歳としにして息子を得るとは」

　からからと笑って、彗縹は志紅のしかつめらしい口上を流した。

「ところで陛下。このたびのお呼び立ての理由を伺うかがっても？」

「それは、……」

　志紅は目を伏せた。

（……どう話したものか。伏羲が聞き耳を立てているだろう）

　己の身に宿る創世の神のことがちらりと頭を過よぎる。黒煉の肉体が一度死んだ後、改めて志紅に寄生した伏羲とは、ほぼ一いち蓮れん托たく生しようだ。今も、志紅の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくをじっと監視しているに違ちがいない。

　なお、──その伏羲は、志紅が簒奪を企くわだてた折、禁きん城じようの主おもだった文ぶん武ぶ官かんの夢に顕けん現げんして、皇統の交代にまつわる天てん啓けいをもたらした、という。

　突とつ然ぜんの黒煉の廃はい位い、さらには皇統どころか逆ぎやく賊ぞくの裔すえである青年を新しん帝ていと崇あがめよというそのお告げに、多くの官かん吏りが戸と惑まどったが、率そつ先せんして志紅に膝を折ったのが彗縹だ。『武ぶの丞じよう相しよう』の異名を取る彗縹が迷わず従ったことで、結果的に志紅の帝位簒奪と宮きゆう廷ていの掌しよう握あくはこの上なく順調に運んだ。

　そもそも彗縹は五年前、名門荊家の嫡ちやく男なんという立場を失った志紅を庇い、己の傘さん下かの右う龍りゆう武ぶ軍ぐんに迎むかえ入いれてくれた人物でもある。志紅が儀ぎ同どう将しよう軍ぐんまで異例の早さで出世できたのも、反逆者の家系という負い目を感じさせない環かん境きようを彼が作ってくれたからだ。

（どうして、ここまでしてくださるんだろうか）

　それは、志紅が常に感じていた疑問だ。純粋な厚こう意いにしては過度である。彼は、──何を考えているのだろう。

（彗縹どのには大だい恩おんがある。だが万が一、宗室の真実について何かをご存じなのだとすれば……？　もしそうならば、これ以上巻き込むわけにはいかない）

　最初に父を喪うしなった。次に黒煉を。宗室の真実を知った者たちの末路を知っているからこそ、志紅はその可能性を恐おそれていた。雛花に何も話せないのも、同じ理由だ。

（だというのに）

　どういうわけか彗縹は、雛花と接せつ触しよくし、彼女と手を組んで窮きゆう奇きを倒す算段をつけてきた。

　志紅からすれば、守るべき存在が二人で団だん子ごになって、渾こん沌とんの魔まや神々のあぎとの前へ無防備に身を曝さらけ出しているようにしか見えない。

　今日彼を呼び出したのは、真実を知っているかを探さぐるため。

　もし予想が当たっているのなら、これ以上の深入りをやめさせねば。

「李り副官は、生前の父から何かお聞きなのですか」

　あえて、彼が父に従っていた時と同じ呼こ称しようで、志紅は注意深く問いかけた。

（これだけで、察してくれるといいが）

　緋ひ色いろのまなざしを受け流すように、彗縹はにこりと微笑ほほえんで問い返してきた。

「何か、とは？」

「それは、……」

　言葉を濁にごす志紅に、「ああ、なるほど」と彗縹は先んじて笑った。

「ご心配されずとも、私が陛下にご助力申し上げるのは、私の好きでしていることですよ。私は単に陛下にお味方申し上げたいだけです。荊将軍……いえ、お父ぎみには、非常にお世話になりましたしね」

　どこか懐かしそうに目を細め、「それにしても、陛下はやはり、お父ぎみによく似ておいでですねえ」とにこにこ続ける彗縹に、志紅はいささか気勢を殺そがれた。

「俺が、父にですか？」

　どちらかというと優やさしげな風ふう貌ぼうをして母親似だと言われることの多かった志紅は、意外な見解に目を瞬まばたく。

「ええ。お父ぎみの髭ひげを剃そり、年齢と背せ丈たけを抜いて、さらにちょっとこう、筋肉落としていかつさ減らして経験値下げてヒョロくして青くして根暗にしたら、陛下一丁上がりです」

「それ、もはや別人なのでは」

　なんだろう。遠回しというか割と直ちよく截せつに貶おとしめられた気がしてならない。

「そう真まに受けず。戯たわむれにございます。おちゃめは男のたしなみですよ。ほら、世間様でもオヤジはチョイ悪がもてはやされますでしょう」

「……おちゃめ、ですか」

「はい、おちゃめです」

　片かた頰ほおをひくつかせる志紅を宥なだめるように、彗縹は羽扇でぱたぱた扇あおいでくる。

「しかし、まなざしに込めた意志の強さなどは冗じよう談だんではなく本当にそっくりですよ。いやはや、お懐かしい。私は荊志し青せい将軍を忘れた日は、一日たりともございませんから」

「……一日も、ですか？」

「ええ。左さ羽う林りん軍ぐんでお父ぎみの副官として仕えていた歳とし月つきは、私の人生で最も誇ほこらしい日々です。今までも、──これからも」

　では彼は、『武の丞相』と呼ばれるほどの権勢を築き上げた今よりも、志青のそばに在った頃を重んじているということになる。

（俺の前だから、気を遣つかって言っているだけかもしれないが……どうするか。せっかく運よく命拾いしたこのかたを、こんなところで伏羲の毒どく牙がにかけさせるなど、断じてあってはならないのに）

　──ふと。そこで志紅は、自問してみる。運よく命拾いした？　本当に？

　じっとこちらを捉とらえる彗縹の青い双そう眸ぼうに視線を返した志紅は、その奥に、底知れぬ深しん淵えんを見た。

　かつて、父を喪うしなった後に。伏羲に取り込まれた黒煉に、宗室の真実を明かされた時に。

　──雛花が女媧を降ろした瞬間に。

　志紅もまた己の内に宿した、昏くらく、冷たい炎を。

（この人の言葉からは、何も摑つかめない。あくまで仮定の話だが……）

　父が、部下の中で最も聡さとい頭脳を持っていた彗縹を、わざと己から遠ざけたとしたら。

　意見の相そう違いなどから袂たもとを分かつにしては、今でも彼は、志青を敬愛しているという。

（父が、彗縹どのを生き延びさせるために、敢あえて切り離したとしたら……。彼は、宗室の秘密を知っている、ということにならないか？　だとしたらなおさら、なぜ今になって俺に近づくんだ。関われば危険でしかないのに……）

　後は、どう言ったものか。逡しゆん巡じゆんののち、志紅は顔を上げた。

「彗縹どの。あなたの無む私しのご助力に、俺は感謝の思いしかありません。しかし、説せつ仙せん『孫そん武ぶ』いわく、『利に合して動き、利に合せずして止やむ』と申します」

「ははあ。条件が有利なら動き、不利ならやめておけ、とおっしゃるのですね。孫武の兵ひよう法ほう……『孫そん子し』は私も好きですよ。しかして、その真意は」

　当然といえば当然の彗縹の問いに、志紅は視線を伏せた。次いで、「お願いします」と彼に拱手を捧ささげる。

「これ以上は、あなたの不利になります。……深くは、どうぞお尋たずねになりませんよう」

　堅かたい面おも持もちで願う志紅に、彗縹はその肩を叩くと、「どうぞ面おもてを上げてください、陛下。主君が臣にそう簡単に頭を下げるものではありませんよ」と苦笑してみせた。

「では私も『孫武』の言葉からひとつ。『卒そつを視みること嬰えい児じの如ごとし、ゆえにこれと深しん谿けいに赴おもむくべし』と」

「……彗縹どの」

「ご心配は存じておりますよ。しかし、そのように陛下がこの身を慮おもんぱかり、無む償しようの情を以て接してくださる限り、困難な道でもお供ともいたします。今度こそね」

　ひらひらと羽扇を振る仕草は軽いが、最後の一言は重さを感じさせる。

　──つまり、何があろうと退しりぞく気はない、とやんわり突っぱねられたわけだ。

「重ねて申し上げる。私は、誰よりも志紅様のお味方にございます。お忘れなきように」

　彗縹は繰り返した。わざわざ名を呼ばれたことで、志紅は己の推測があながち間違いでもないことを悟った。

「それはそうと。陛下は今後、泰たい坤こん宮きゆうでお休みになられるとか」

　そこで、閑かん話わ休きゆう題だいと言わんばかりに、彗縹はぱんと手を打った。

「……その、つもりです」

　そちらも同程度の懸け念ねんに関することであったので、志紅は軽く目を伏せる。

「俺は、窮奇を一刻も早く討とう伐ばつしなければなりません」

（天后の雛を喰い殺そうと、奴がいつその牙きばを剝むくか）

　己に言い聞かせるような志紅の宣言に、彗縹はわずかに首を傾かしげてみせた。

「さようでございましたか。私などはてっきり、意中の女性とうきうきひとつ屋根の下で、ここぞとばかりに距離を詰めるおつもりかと思っておりましたが」

「は？」

「正直、陛下があまりに奥手すぎてやきもきしておったところなのです。いやいや、しかし女性は雰囲気を重視するもの。若さに任せて勢いで思いを遂とげようとすれば逆効果……」

「いや、ちょ、ちょっと待ってください。意中って、なぜそれを」

　まさかの方向に話が飛び火して焦る志紅に、彗縹は「何をいまさら」という風情だ。

「陛下の七しち面めん倒どうくさい恋心のことでしたら、相当昔から存じ上げておりますよ？　陰から見守ることに徹てつしすぎて息子の恋路が一方通行って、お父ぎみとの酒のネタでしたし」

（……うわ父上……）

　亡き父を初めて内心で罵ののしりつつ額を押さえる志紅に、彗縹はやれやれと首を振っている。

「それでも、無理やり皇貴妃に据えて幽ゆう閉へいすることになった時は、予想以上にこじらせているなあと驚きましたがね。しかし、お気持ちは分かります」

　そこでふと笑いを引っ込め、彗縹はすっと視線を下に落とした。

「姿が変わり果てようが、命があればいい。どんな手を使っても、生きていてくれさえすれば。だからこそ過か剰じように手を尽くそうとする。そのお気持ちは、痛いほどに」

「……え」

「間に合わないなどということがないよう祈いのりますよ。かつての私のようにね」

　どういう意味かと志紅は視線で尋ねてみたが、彗縹には笑いひとつで流されてしまった。
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　果たして、翌日。四人の姫君たちが後こう宮きゆうの正門に到とう着ちやくしたという報しらせを受け、雛すう花かはさっそく出迎えに向かった。

　背後では令れい牌はい術じゆつ士しや武官が隊列を組み、いかめしいいでたちで護衛している。一瞬、なんの行事だったかな、と分からなくなるほどだ。

「はーっ。わざわざ恋こい敵がたきを歓かん迎げいしに行くなんて、娘にやん々にやんってば律りち義ぎというか馬鹿正直というかただの馬鹿っていうか、ねえ？」

「ねえ、じゃなくてよ珞らく紫し。おまえ、馬鹿に馬鹿って言ったら傷つくんだからね。じっとり向こう千年根に持つんだからね。わたくしを馬鹿にしたことはもちろん、娘々呼びを改めないことも許さないからね。っていうかだいたい恋敵じゃありませんし！」

　門の前に立つ雛花の隣に控ひかえる、数年来の侍じ女じよ──菫とう珞紫の軽口に、雛花は柳りゆう眉びを逆立てる。「千年後にはいくらなんでも私も死んでますから、好きに根に持ってくれたらいいですよ、娘々」と重ねる彼女は、長い栗くり毛げを後頭部で高く結び、二に十じゆう七なな世せ婦ふの才さい人じんでありながら男ものの袍ほう褲こに身を包んだ麗れい人じんだ。

　琥こ珀はくの瞳をくるりと巡めぐらせ、「いい加減、呼び方くらい諦あきらめて慣れてくださいよ、娘々ってば」とからかっては笑っている。生来の面白がりなのだ。

（珞紫のことも、ずっと信頼して心を預けてたんだけど……な）

　彼女は帝てい位い簒さん奪だつの夜、雛花を裏切って志し紅こうに身み柄がらを引ひき渡わたした。以後も彼と繫つながり、雛花の行動を制限してくる。今となっては、後宮脱だつ出しゆつの障害となる一人だ。

（ほんとう、魑ち魅み魍もう魎りようばっかりだわ。どこもかしこも）

　人知れずため息をつく雛花の心中などお構いなしに、珞紫は感心している。

「正直あべこべですよね。皇こう貴き妃ひになるのは嫌いやなのに、四妃の出迎えはされるなんて」

「仕方ないでしょう。本意、不本意かはさておき、今のわたくしは腐くさっても皇貴妃。槐かい後宮の女あるじなのだから、わたくしのせいで規き範はんを捻ねじ曲まげるわけにはいかないわ。心配しなくても、そのうちちゃんとこんな後宮出て行ってあげるわよ」

「いえ、逆に、そのクソ真面目な気質をこんなところで発はつ揮きするくらいなら、とっとと陛下と既き成せい事じ実じつ作っちゃってくださいって意味なんですけど……まあいいや」

　珞紫は諦めたように眉を上げると、「ところで」と切り出した。

「どんなかたがたがいらっしゃるのか、ご存じなんですか？　娘々は」

「いいえ、紅こう兄にい……志紅からも彗すい縹ひようさまからも、それは聞いていないの。おまえは知っている？」

（うーん。中に一人偽にせ物ものが交じっているとはいえ、みんな良家のお嬢じようさまなのよね）

　同じ年とし頃ごろの姫君たちが後宮に入ってくるのは新鮮で、なんだかそわそわする。今までは老女尽くしの要よう介かい護ご後宮だったわけだが、これからは、正しく〝後宮〟らしい場所になるのだ。

　彼女たちは、きっと容よう姿し端たん麗れいのみならず、気立てがよくて賢かしこくて礼れい儀ぎ作さ法ほうも歌か舞ぶ音おん曲ぎよくも完かん璧ぺきなのだろう。

（わあ。考えるだけで羨うらやましい！　皆みなさまきっとつつましやかでおしとやかで、声まで愛らしくて、きっと胸なんかも、わたくしのささやかすぎてあるのかないのか分からない程度じゃなく豊ほう満まんで、色気もたっぷりなんだわ）

「陛下って、もともと禁きん城じよう外がい廷ていや天てん后こう宮きゆうの女によ官かんたちにすごく人気がありましたもんねえ。名目上のはずが、案外、陛下のお心を射止めちゃったりして？」

　常の嫉しつ妬とと自じ虐ぎやくを脳内で連ねていた雛花は、珞紫の呟つぶやきに盛せい大だいに動どう揺ようした。

「そ、そそ、そっ、うね？　よ、よよ、よろっ、しいんじゃなくて……？」

「へえー、ふーん、気にならないんですかあ？　できるだけ見み栄ばえよくしてくれって今朝私に頼たのんできたのは、新しい女なんかに負けたくないっていう意味じゃなかったんで？」

　すい、ときれいに整えられた姿を指さされた雛花は「ち、違うわよ！」と眉を吊つり上げた。

　しかし、珞紫の指し摘てきどおり、本日の雛花の装よそおいに気合が入っているのはたしかなのだ。

　華はなやかな淡たん紅こうの襦じゆに、極ごく薄うすの紗しやを幾枚も重ねた純白の裙くん。長ちよう袍ほうの上では、五ご色しきの羽をなびかせて鳳ほう凰おうが悠ゆう々ゆうと飛ひ翔しようする。華か紋もんが散った可か憐れんな披ひ帛はくに、重じゆう厚こうな金きん襴らんの帯、煮に詰つめた蜂はち蜜みつのようにとろりと輝かがやく琥珀の帯おび鉤どめ。

　額ひたいには花か鈿でんを入れ、髪は高く結ゆって金きん銀ぎん歩ほ揺ようを挿さし、真しん珠じゆや柘榴ざくろ石いしの櫛くしとともに、大輪の緋ひ牡ぼ丹たんの生花をあしらった。首くび環かざりや耳みみ墜かざりも真珠を合わせている。いつもの七しつ宝ぽう胡こ蝶ちようの簪かんざしだけ、種々の派手な飾かざりの陰かげに隠れて肩かた身みが狭せまそうだ。

「ええー？　どう違うんです？　鳳凰って天てん后こうの象しよう徴ちようですけど、皇こう妃ひを示す鳥でもありますもん。陛下は私のもの！　って主張を装いに盛もり込こむなんて、娘々ってば大だい胆たん！」

「そ、それはおまえが勝手に……！」

「まあ、本気で射止めちゃったらヤバいんですけどね。陛下の嗜し好こう的てきにも、道義的にも」

「は？　なにそれ、どういう意味……」

　雛花が最後まで問う前に、従者たちの長い行列とともに、姫君たちの乗った華か美びな輿こしや車が四台、次々に到着する。

（う、緊きん張ちようする……！）

　咽の喉どに張りつく声を必死に絞しぼり出だすように、雛花はそれらに向かって語りかけた。

「皆さま、ようこそいらっしゃいました。わたくしは仮かり初そめの皇貴妃ですが、一いつ時ときでも、この後宮で姉し妹まいとして出会えましたことを幸いに思いますわ」

　妃は四人。茗めい家け、李り家け、葵き家け、桐とう家けを出身とし、本名も知らされてはいたが、それぞれ茗貴き妃ひ、李徳とく妃ひ、葵淑しゆく妃ひ、桐賢けん妃ひと呼ばれることとなる。

　雛花の声かけに対し、答えは、──ない。

（あら？　聞こえなかったのかしら）

　不思議に思い、雛花はもう一度「皆さま……」と呼びかけてみた。少しだけ大きめに。

　──と。

「あぶぅ」

（!?）

　返事というか、泣き声が上がり、雛花はぎょっと身を引いた。

（え、なに!?　斬ざん新しんすぎる返事なんだけど……聞き違いよね!?）

　しかし、一拍置いた後に、ふぎゃあ、ふぇえんと間ま違ちがえようもない声が続き、雛花は啞あ然ぜんとする。「おお、よしよし。もう間もなくですからねえ姫さまぁ」と乳う母ばらしきあやし声も続いて、雛花は軽く混乱に陥おちいった。

「やだやだやだぁ、おうちがいい！　やだやだやだ！」

　さらに別の輿からは、最初の声よりは多少しっかりしているがやはり幼おさな子ごの域を出ない声と、甲かん高だかいぐずり声が聞こえる。

「ねえ、おやつ。おやつー。おなかすいたの」

　片かた言ことで無む邪じや気きにおやつをねだる声が聞こえたかと思ったら。

「やだわ。皆さま、さわがしいですのね。はあ」

　さらに最後の輿からは、舌ったらずな文句とともに、絹の刺し繡しゆう履ぐつに包まれた小さな足がすっと出てきた。大人びた口調にも思えるが、──声が若いというか、若すぎるどころか幼すぎる。

（……え……いや、ちょっと待って……）

　隣で珞紫が腹を抱えて笑う準備をしている。つまり、悪い予感しかしない。

　やがて、四つの輿から四妃全員が出てきてしまうと、果たして雛花は、その予感が的中していたことを身を以もつて知るはめになる。

　姫君たちは、なるほど皆美しく愛らしい。

　ただし、『妃として』とはちょっと違う意味で。

　茗貴妃。文官の名門、茗家出身。最近乳ちち離ばなれしたばかりの一いつ歳さい児じ。

　李徳妃、武官の名門、李家の出身で、彗すい縹ひようの姪めいっ子だという。五歳児。

　葵淑妃、文官の名門、葵家の出身。いたずら盛ざかりの三歳児。

　桐賢妃、武官の名門、桐家の出身。元気いっぱいの四歳児。




　──今回後宮入りした妃たちは、幼児しかいなかった。
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「……あの、珞紫。これは一体……」

「見たまんまですよ。大変ですよねえ」

　のんきな感想を述べる珞紫の隠す気もない笑い声が、騒そう然ぜんとなる後宮の前庭に虚むなしく響いた。

　かくして──槐の後宮は、介護後宮改め、育児後宮としても花開くこととなる。

　どのみち理り不ふ尽じんなのは仕様らしい。
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　何はともあれ、後こう宮きゆうの平均年齢が下がった。

　といっても、老女の坩堝るつぼにいくばくかの幼女を放ほうり込こんだだけなので、それでも十分高くはあるのだが、多少まともな方向には修正された。ただしあくまで平均の話だ。

「中間は、中間点はどこにあるの。ちょっとこれはどういうことなのか、紅こう兄にいさ……志し紅こうを呼び出してキリキリ締しめ上あげないといけませんわね……」

「わー、キリキリ締め上げようとして返り討ちにあってキリキリ舞まいする娘にやん々にやんが目に浮かぶようですねぇ」

　後宮入りしてしばらくは、与あたえた室へやで各自身辺を整えてもらう時間とした。頭を冷やしがてら自らも室に引っ込みつつ、隣でへらへら笑う侍じ女じよの菫とう珞らく紫しに、雛すう花かは涙なみだ目めで嚙かみついた。

「珞紫おまえうるさいわよ！　そうだ、どういうことかっていえば、子供の肌はだってどうしてああもスベスベぷるぷるもっちもちなのかしら羨うらやましいわよね!?　最近までお乳ばっかり飲んでいたから!?　わたくしも明日からお乳だけ飲んで生活すれば、あるいは……」

「いや、その歳としで乳に吸いつかれたら乳う母ばが失神しますよ。止めませんけど」

「そこは止めなさいよ」

　恒例の嫉しつ妬とに水を差された雛花だが、真の問題はそこではなかった。

（あっ、そういえば彗すい縹ひようさまも『媽マ媽マ友ともお食事会』とか言ってたわね……あれは結果的に正解だったんだわ……）

　ともあれ、雛花は後宮の女あるじとしての権限を活いかし、己おのれの部屋の周囲を取り巻くように四し妃ひの臥室ふしどを配した。普ふ段だん使っていた皇こう貴き妃ひの自室はまるまる一階を用いた広いものなので、別の階でちょうどいい間取りのところを探し、己の拠きよ点てんもそこに移動させてある。

　雛花の『あんしん窮きゆう奇き討とう伐ばつ計けい画かく』としては、同じ齢、なんなら多少嫉妬したくなるお年とし頃ごろのお姉さまがたがいらっしゃる予定だったので、それで問題なく窮奇を見み極きわめるはずだった。

　しかし、やってきたのは、年とし端はもいかぬどころの騒さわぎではない幼児が四名。年齢的には乳離れがすんでいなくても不思議ではない子もいるので、むしろ乳幼児である。

「警備のために、明日からは乳母とも引き離すことになるし……どうしようかしら」

「そういうことに長たけた新しい人手を増やすのも、無理ですしね。安全上もですけど、なにせこの一件、ごくごく内密にされているので」

「世間一いつ般ぱんには、ちゃんと姫君たちの後宮入りとして周しゆう知ちさせてるんですものね……警備も、信頼のおける龍りゆう武ぶ軍ぐんの精せい鋭えいだけで固めているそうだし」

「けど、そんな事情、子供にしてみれば知ったこっちゃないですもんね」

　四妃らにしてみれば、初めての後宮で、ひょっとすると初めての一人でお泊とまりである。

「お母ぎみからこんなに長く離れたこともないでしょうしねえ。なんていうんですかねこういうの。……えーと、『はじめてのおつかい』？　むしろ『慣らし後宮』？」

「珞紫、一応訊きいておくけど後宮の話をしているのよね」

「当たり前じゃないですか。それにしても、親と引き離されたと気づいた妃たちの大だい絶ぜつ叫きようの壮そう絶ぜつさときたら……再現できませんけど、『フギャアン！　ヒギイ！　ゴゲエ！』みたいな」

「くどいようだけど、四妃の皆さまのお声の話をしているのよね」

「だからそう言ってるじゃないですか」

　あんまりなので、不安に紅こう涙るいを絞しぼっておいでなのだ、と脳のう内ない変へん換かんしておく。不毛だ。

（まあいいわ。毎日、四つの部屋を順じゆん繰ぐりに巡じゆん回かいしながら四妃のお世話をして、都つ度ど触ふれ合あいながら様子を見ましょう）

　嫉妬と自じ虐ぎやくが身上の雛花は、その副次的なものとして、わずかな仕草や表情から人の本心や性質を読み解くのが得意だ。

（窮奇は変へん幻げんのけだもの。感じ取るのはちょっとした違い和わでも、何かの糸口を摑つかめるかもしれない。頑がん張ばらなくちゃ）

　桃とう華か源げんに災わざわいを招く渾沌の魔を打うち払はらう。そうだ。なんといっても、これは。

（正式に就しゆう任にんしてはいないけれど。実質わたくしの、天てん后こうとしての初任務なのだもの！）

　両りよう拳こぶしを握にぎって引き寄せ、雛花は意い気き込ごんだ。

　妃たちの年齢が予想と違ったところで、こなすことは同じなのだ。それはそれで、どうにかなるか──と、その時の雛花は思っていた。
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　結論から言うと、「初日はさんざんでした」に尽きる。

　まず、成員の最年少である茗めい貴き妃ひは、臥しん室しつの扉を開けた瞬間からが戦いの始まりだった。

「お邪じや魔まいたしま……ひえっ」

　足元を何かがすり抜ぬけた、と思ったら、高速のよたよた歩きで室内からの脱だつ走そうを図はかった茗貴妃である。こちらから見えるのは後ろ頭だが、まだほとんど伸のびていない柔やわらかそうな栗くり色いろの和毛にこげを赤い組くみ紐ひもで結っているのが可愛かわいらしい、と思えた最初はまだ余よ裕ゆうがあったのだろう。

「あう、ぶぅ」

　無邪気な声を上げて回かい廊ろうをひたひた駆かけ去って行く──足取りはおぼつかないはずなのに、そう評していい速さだった──その背を見送った直後、ガシャン、パリン、という音が響ひびく。

（なにごと!?）

「茗貴妃さまご無事ですの!?　お怪け我がは!?」

　雛すう花かは慌あわてて飛んでいったが、ほんの少しの間に、回廊にあった青せい磁じの飾かざり壺つぼがふたつ、名めい匠しようによる水すい墨ぼく画がの掛かけ軸じくが一いつ幅ぷく、花か瓶びんがひとつほど犠牲になっていた。

「この小さなお手てでどうして飾り机を脚あしからひっくり返す怪かい力りきが出せるのかしら……訓練方法を知りたいわね」

「幼児がどういう訓練するんですか」

　これ以上の凶きよう行こうを止めようと駆かけ寄よると、人見知り真まっ盛さかりの茗貴妃に、身も世もない泣き声を上げられた。それでも「乳う母ばには外してもらっているし、とにかく泣きやませなくっちゃ……！」とおぼつかない手つきで抱だき上げたのがいけなかった。

　ますます「殺される！」と言わんばかりの大だい絶ぜつ叫きようになり、至し近きん距きよ離りで耳に突き刺さった。焦あせって揺ゆらすとますます酷ひどい様相を呈ていし、さらに恐きよう怖ふに耐たえかねたのか、シャバーッと音を立てて腰回りの衣い装しようが重くなる。お漏もらしあそばされたご様子である。

「どうしよう、どうするの珞紫!?　とりあえずおしめってどう替かえるの!?　ああっ、濡ぬれてる、裙くんまで濡れているわ」

「落ち着いてください娘々、落ち着いてまず脱出経路を確保するんです」

「逃げてどうするのよ!!　ど、ど、どうしたらいいの!?　ええと……おー、よしよし、ほーら左手の蓮れん華か龍りゆう鱗りん紋もんですわよー、めずらちいでしゅねー、いやああ効かないやっぱり泣いてるっていうか髪かみの毛け引っ張らないで引ひっ搔かかないで!?　あと胸をはだけさせてもわたくしから乳は出ません！」

　茗貴妃の害による犠牲者名めい簿ぼには、壺と掛け軸と花瓶に加えて、雛花の髪の毛数本と頰ほおや胸の引っ搔き傷が追加された。今まで乳幼児と触ふれ合う機会のなかった雛花は初めて知ったが、一歳児の殴なぐる蹴けるは容よう赦しやがない分、まともに喰らうと結構かなり相当痛い。

「あ、屑くず入いれもひっくり返されてる……うふふ、どうしてこの短時間で床ゆか一面を水みず浸びたしの紙きれだらけにできるのかしら……いいわね、これは天性の才能ね。彼女には乱しの才があるわ……素す敵てき……」

「半笑いで自失してないで、次、行きますよ次！」

　ほつれた髪と乱れた衣装を申し訳程度に整えつつ、珞紫に引っ張られながら向かった先にいるのは、三歳児の葵き淑しゆく妃ひである。

「あ、でも待って。三歳っていうことは、割と言葉も話せるのではない？　茗貴妃さまはほとんど意志の疎そ通つう以前の問題だったけれど、話ができるならまだましですわね」

　少し気持ちが明るくなった雛花だが、実際に葵淑妃に遭そう遇ぐうしたのち、その考えを改めることになった。

　雛花が目の前に膝をついて視線を合わせると、切きり揃そろえられた麦わら色の髪に、くりくりした鳶とび色いろの眼まなこが愛らしい葵淑妃は、きょとんと首を傾かしげた。耳の隣でくるりと結い上げた童女髪を撫なでながら、雛花は疲ひ労ろうをきれいに隠して微笑ほほえみかける。

「こんにちは。葵淑妃さま」

「こにゃちは！」

「お歳としはいくつ？」

「しゃんしゃい！」

（よ、よかった、話が通じる！　そして可愛かわいい！）

　三歳と口で言いながら立てられた指が四本なのはご愛あい敬きようだろう。ぷくぷくの赤いほっぺたに心ひそかに癒いやされながら、胸を撫なで下ろした雛花は、次の瞬間、固まった。

「えっとね、おはなちゃんがね、ぱああーってね、うんとね、あっちいってね、わあってちてね、こっちにね、おちょくじでね、ねんねちてね、んっとね、しゅるの」

（うん。むっちゃくちゃしゃべるんだけど、何言ってんのかサッパリ分からない……！）

「ええ、……そうですわね」

　しばらくそのままの表情で凍とう結けつしていた雛花だが、ひとつ頷うなずくと、背後の珞紫をゆっくりと振り向いた。

「……珞紫おまえ、葵淑妃さまがなんておっしゃっているのか翻ほん訳やくなさい」

「無茶振りすぎます娘々」

　静かに侍女に命じてみたが、当然のこと断られる。

　何より、最初こそおとなしそうに見えた葵淑妃だが、「ねえやは？」と乳母を捜し始め、やがて「ここどこ？」からの、「おうちかえる」に発展してからは、怒ど濤とうの急変だった。

「ふええ、……わあぁん、うわあああ、かえるぅ、かえるぅう!!　媽マ媽マ！　媽マ媽マぁ！」

「ちょっ、お、お待ちになって」

「ギャアァン、やだやだやだやだ、かえるかえるかえるー!!」

　鼓こ膜まくが破れるほどの大だい音おん声じようで泣きわめき、後ろにひっくり返って手足をばたつかせ、ボロボロと大おお粒つぶの涙なみだをこぼす葵淑妃に、雛花と珞紫は揃ってお手上げとなり、やはり乳母に救きゆう援えん要よう請せいを出すはめになったのだった。

　ちなみに、禁きん軍ぐんの皆さまは、初の育児に右う往おう左さ往おうする皇貴妃と侍女に、どうしたものかうろたえながらも鉄の警備体制を敷いてくれていた。職業魂に感謝である。

「次の桐とう賢けん妃ひさまは四歳だったわよね……ねえ、三歳から四歳って、どれくらい成長しているもの……？　多少なりとも話が通じるようになっているものかしら？」

「知りませんよそんなの……会えば分かるんじゃないですか」

　眉み間けんを揉もみながら付つき添そう珞紫とともに、戦せん々せん恐きよう々きようとして扉を開けた先には、さらさらの黒い髪を淡たん紅こうの牡ぼ丹たんで飾り、長なが椅い子すにちょこんと腰かける桐賢妃の姿がある。丈たけの短い裳もの裾すそから覗のぞく足が、ぷらぷらと所在なく揺れていた。

（ど、どんなもんかしら）

　乳母とともにままごと遊びに興じていたのか、室内には人形やおもちゃの食器が散乱している。睫まつ毛げが長く瑠る璃り色いろの眼がぱっちりと大きい彼女のほうが、お人形さんのようだ。

「ごきげんよう、桐賢妃さま。おままごとですの？　わたくしもご一いつ緒しよしてよろしい？」

「はい！」

　おそるおそる話しかけてみると、顔全部を使ってにぱっと笑って元気よく挨あい拶さつを返してくれる桐賢妃に、雛花の頰も思わず緩ゆるむ。

（この子もかっわいい……！　それにこの感じだと、ちゃんと会話もできそうな……）

　安あん堵どから肩の力を抜いた雛花は、次の桐賢妃の台詞せりふに目を瞬まばたいた。

「あっ、だめ。おへやにはいったらね、おししおどりを、しないとなの」

「は？」

（お獅し子しおどり？　……って、舞しし獅まいのこと？）

　首を傾げる雛花の手をむんずと摑つかみ、かっと目を見開いて桐賢妃は叫さけんだ。

「おしし！」

「お、おしし!?」

　呆あつ気けに取られる雛花が退出しようとする乳母を見やると、黙って頷うなずかれた。濃こい疲労の見えるその顔に、なんの合図だと問とい質ただす前に、頭を前後に激しく揺らしながら、桐賢妃はなおも絶叫する。

「おしし！　おしし！　おしし！」

「お、おししー！　ほら、お腹なか抱えて笑ってないで珞紫、おまえもやりなさい!?」

「ちょ、私もですか!?」

　勢いに吞のまれた雛花は珞紫を巻き込んで『お獅子おどり』に強制参加となり、頭を振りたくりながら「おしし」連呼を続ける謎なぞの踊おどりは実に四し半はん刻ときは続いた。城ま市ちの祭りで見かける舞しし獅まいとは別物もいいところだが、おそらく、髪の毛をたてがみに見立てながら全身で獅子の勇壮さを表しているものと思われる。

　脳のう震しん盪とう直前で意識が飛びそうになるが、「ありがと、こうきひの小姐おねえさま」と愛らしく笑われれば、雛花もにやけ顔になるというものだ。子供の笑顔にはだいたいのことを許させてしまう力がある。羨うらやましい限りだ。

　もっとも、それは「もっと遊んで遊んで！」という、無む限げん地じ獄ごくの始まりだったのだが。

「たぶん一生ぶんの高い高いと抱っことおままごとをした気がする……ら、……珞紫、……きょ、今日は、わたくしの筋肉のお葬そう式しきだわ……」

「そんじゃ線せん香こうにはお灸きゆうでも炷たきましょうかね」

　四妃巡回も次で最後である。とうとう雛花は、李り徳とく妃ひのもとまで這はうように到とう達たつした。なお、全身バキバキで息も絶え絶えだというのに、ここまでで成果は皆かい無むだ。

「おはつに、おめもじ、つかまちゅります。こうきひさま」

　きれいに結った銀色の髪を揺らし、もみじのような手を重ねて淑しゆく女じよの礼を取る李徳妃は、まだ五歳のはずだが、かなり大人びた子供のようだ。わずかに舌ったらずの口調でも、薄青の虹こう彩さいの美しいきりりとした目め許もとには、幼いながら知性が感じられる。

（こ、今度こそ穏おだやかな時間になるかも……!?）

　思わず雛花は期待に胸を躍おどらせた。

「こちらこそ、お初にお目にかかりますわ、李徳妃さま。たしか李徳妃さまは、李将軍の姪めい御ごさまに当たられるのだとか」

「はい。おじうえを、ごぞんじですの」

「ええ、存じ上げております。こちらで無事に皆さまをお迎むかえできるようになったのも、彗すい縹ひようさまの取り計らいですの」

　利発そうなまなざしでじっと見上げてくる李徳妃に、ますます雛花は頰を緩ませる。

（ああ、癒やされる……！　いえ、他の三名もそれぞれ愛くるしくていらっしゃるのだけど、それでも会話がまともに成立する安心感って尋じん常じようじゃないわ！）

　及きゆう第だい点てんをかなり低い所に設定して感動に浸ひたる雛花は、しかし、彗縹と知り合いであると教えた瞬間、「おじうえを、そう」と李徳妃がすっと半眼になったことに気づけなかった。

「これからこの後宮で仮かり初そめとはいえ姉妹となるのですから、どうぞよろしくお願いいたしますわね」

　ほくほくと微笑んで、雛花が李徳妃の頭を撫でようとした瞬間。

　ぺち、といい音がして、手を払はらい除のけられた。

（はい？）

「え、あの。李徳妃さま……？」

　宙ぶらりんになった右手を引っ込めるに引っ込められず、雛花がおずおずと「なにごとか」と問いかけたところ。

「小姐おねえさま、おじさんくさい」

「はっ？」

「おじさんくさい手で、さわらないで。嫌きらい！」

（な、な、何が……!?）

　林りん檎ごのように赤い頰をふくらませ、ぷいっとそっぽを向いてしまうその様は無邪気だが、投げつけられた言葉は辛しん辣らつかつ理不尽だ。

「おじさんくさい、ですって……!?　わたくしが!?　いえ、性格がめんどくさいとか見た目乳くさいとか乳の大きさ足りないとか実態として乳出ないとか、そういう貶けなし文句でしたらただの事実なので甘んじて受うけ容いれるんですけども、よりによって、お、おじさんくさい……!?」

「娘々、途と中ちゆうから自じ虐ぎやくの趣しゆ旨し変わってますけど」

「口うるさい小姐おねえさま。くさい、きらいっ」

　淡たん々たんと珞紫に突っ込まれつつ、がぁん、と頭の上から金属の水すい盤ばんを落とされたような衝しよう撃げきに震ふるえる雛花に、李徳妃はますます取り付く島もない。

「あー、もしや李将軍と仲がよろしくないのかもしれないですねえ。いけないとこ踏ふんじゃったのかも。それにしても、おじさんくさい娘々……ぶふっ……」

　背後で珞紫が、あからさまに噴ふき出だして笑っている。どうにか立ち直って睨にらみつける雛花に、「娘々ってば大人げないですよ、子供の言うことなんですから」と今度は珞紫が李徳妃に手を伸ばした瞬間。

「ハシタメのブンザイで、かるがるしくさわらないで」

　ぺちっとまた手を弾はじかれ、笑顔のまま珞紫は固まった。

「……娘々。こちらのクソガ、……失礼、お子さまには、ちょっと教育的指導な可愛がりが必要かもしれませんね」

「大人げないのはどっちよ!?」

　呆れる雛花の前で、李徳妃はつんと取り澄まして唇を尖とがらせた。

「皆さま、きがきかないのね。おなかがすいたわ。おやつもないの？」
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「世の中のお母さまがたって、心身が鋼はがねでできてるのかしら……むしろ、すべてのお母さまがたと乳う母ばの皆さまに、我わが国くにでは特別褒ほう章しようを与える習いにしたほうがいいんじゃないかしら」

　半日経たたないうちに、雛すう花かは新たな自室の壁にぐったりと懐いて呻うめいていた。

「白目剝むいてますよ娘にやん々にやん」

「おまえもね珞らく紫し」

　調査に付き添っていた珞紫も、隣で同じ様相を呈ていしている。なしくずしで巻まき添ぞえを食らわざるを得ない彼女は、生せい来らい面白がりのはずだが、今回ばかりは余裕がなかったようだ。

「むしろ血も繫つながってないのに子供の面倒見られる乳母って存在が尊とうとすぎない？　なんなの天てん女によなの？　褒章どころか乳母教作って崇あがめるべきじゃないの？　もちろん母親教も作るべきだけれども」

　立て板に水で一気に吐はき出だしてしまうと、改めて直面した現実が重くのしかかってきて、暑くもないのに嫌な汗あせをかく。

　どの姫君に関しても、一瞬たりとも目が離せない。一応、おしめの替え方や湯の入れ方、乳に代わる白さ湯ゆのあげ方なども教わってきたが、正直実じつ践せんできる気がしない。

「というか、明日から乳母が全員いなくなるのよね？　どうするの。えっ、本当どうするのこれ。詰つみよね」

　衫さんの袷あわせを緩ゆるめながら雛花が問うと、「ど、どうするんでしょうね……」と珞紫も額を拭ぬぐう。

「なんかこう、自分たちで、どうにかするしかないんでしょうね……」

「どうにかなるの!?」

「なったらいいなって思ってた頃ころが私にもありました」

「追つい想そうにしないでよ！」

　こめかみを軽く押さえると、雛花は「……けど」と視線を落とす。

（姫君たちのご実家の不安は、きっとわたくしたちの比ではないのでしょうね）

　──現に妃たちの母親は、内ない廷ていの入り口ぎりぎりまで付き従ってきたという。ひょっとしたら、その娘はばけものの変わり身かもしれないのに、だ。

　窮きゆう奇きの正体を暴あばくのに一度でも失敗してしまえば、当事者も含めて周辺にいる人間がどれだけ巻き添ぞえになるか分からない。下手をすれば泰たい坤こん宮きゆうがまるごと渾こん沌とんに吞み込まれる。だからこそ誰の同伴も許すわけにはいかないのだが、安全なんてどうでもいいから、子供と一緒にいたいと希こいねがった者もいたらしい。

　名残の惜しみ方が度を越しているようにも感じられるが、そもそも、ひとたび入れば生しよう涯がいその心身を皇帝に捧げる百花の一輪となり、枯れ朽ちるまで二度と外には出られないのが後宮という花園である。

　今回はもちろん例外的な措そ置ちではあるものの、今こん生じようの別れになるかもしれないのは同じなのだ。後宮と外界とを隔てる分厚い門扉の威い圧あつ感かんを、雛花は改めて思い知った。

「珞紫。一いつ時ときはわたくしが預かるんだとしても……なんとしても、四し妃ひの皆さまを窮奇から救って、いずれちゃんと安心しておうちに帰れるようにして差し上げたいわ」

　気づけば自然に、雛花は呟つぶやいていた。

「なんとしても、ですか」

　これに対して珞紫は、少し奥の読めない笑みを唇に上らせた。

「それは、天てん后こうの力を使ってでも……ってことですよね？」

「当たり前でしょう。わたくしは、そのためにいるのだもの」

　今さら何を、と眉まゆをひそめる雛花に、「ですよね」と珞紫は視線をうつむけた。

「そういえば……娘々は覚えてます？　昔、後宮をいよいよ追い出されるって時に、死にかけたことがありますよね。お母ぎみと暮らした宮に火をかけられて」

　不意に珞紫に問いかけられ、雛花は目を瞬しばたたく。

「え？　ああ、……あったわね、そういえば。それがどうかして？」

　荊けいの乱らんの直後だったから、もうずいぶん前の話だ。

（あの時も、紅こう兄にいさまに助けていただいたんだったわ）

　しみじみ回想に耽ふけっていた雛花を見つめていた珞紫は、不意にぼそりと呟つぶやいた。

「なるほど。あなたには、それが〝そういえば〟で、〝あったわね〟なんですよねえ」

「……珞紫？　だから、どうしたの？　おまえ何か変よ」

「なんでもないっすよ？」

　珞紫は肩を竦すくめた。

「けど、雛花さま。あなたがそんなだから、私は、楽しくもないのに志し紅こう陛へい下かにつかなきゃいけないんですよ。……本当にこれでいいのかって、迷いながらね」

　わざわざ皇こう貴き妃ひとしての尊そん称しようではなく、後宮に入る前の呼び方をされる。そこになんらかの意図を感じつつ、雛花は顎あごを引く。

（皇帝の妃ではない、藍らん雛花に向けての言葉だってこと？　……分からないわ。珞紫は何を知っていて、何を思って紅兄さまに従っているのか。近いうちにきちんと問とい質ただす必要があるわね）

「楽しくもないなら、とっととわたくしのもとに戻ってきなさいよ」

　毒づく雛花に聞こえなかったふりをしつつ、「ま、それはそうと」と珞紫は話を変えた。

「相手は四し凶きようですからね。明晩から、陛下がこちらにお泊まりになられます」

「こちらって、泰坤宮に？　って、おまえなんなのその全開笑顔」

　非常に嫌な予感がして、「まさか……」と数歩後ずさる雛花に、「ふふ、そのまさかです」と珞紫は人差し指を立てた。

「もっちろん、こちらのお部屋にいらっしゃいますから」

「絶対にお断りよ!!」

　即そく、雛花は叫んだ。

「意味が分からないわ!?　しかもこの室へや、寝しん台だいがひとつしかないじゃない！　嫁入り前の娘と、男を同どう衾きんさせるつもり!?」

「嫁入り前って、娘々。あなた皇貴妃じゃないですか」

「わたくしは認めた覚えがないわ！」

「さっきまで四妃たちに普ふ通つうに『皇貴妃の藍雛花です』って名乗ってたくせに……ずいぶん都合のいいご身分ですねえ」

「ぐっ」

　ぼそりと呟かれ、雛花は斜ななめ下を見る。

「そ、それでもわたくしは天后候補なの！　まかり間違っても、なんというかその……一夜の過あやまち的な何かが起きるような状況に陥おちいるわけにはいかないのよ！」

「やだなーその過ち的な何かを期待して、私が必死こいて陛下を説得申し上げたんですよ」

「余計な真似を!?」

　この一日が大変すぎて半なかば頭から吹っ飛んでいたが、よく考えなくてもこの侍女は、やたらと雛花を志紅にあてがおうとするのだ。「一日も早く本物の妃になってくださいよ」は毎日耳にたこができるほど言われ、また聞き流していることでもある。

「ま、泣いても笑っても陛下のおとないは明日です。慣れない育児でお疲つかれでしょう。今晩はゆっくり寝て、しっかり英気を養ってくださいよ。私は続き間の控ひかえ室しつに詰つめてますんで」

「言われなくても……って、あっ、そういう意味ではなくてね!?」

　軽口の応おう酬しゆうに繫がりそうだった瞬間、すぐ隣りん室しつから「ギャオオン」とでも表現すべき盛大な泣き声が響いてきた。耳を手で押さえてどうにかなる音量ではなさそうだ。

　雛花と珞紫は、ゆっくりと顔を見合わせた。

「……ねえ珞紫。ひょっとしなくても」

「はい。……夜泣き、……毎晩あるんですかね」
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　──眠れない。

　気がかりや悩み事のせいというより、物理的にだ。

　十分に立派な寝台に横になり、絹の夜着とふかふかの布ふ団とんにくるまっているはずなのだが、人体にとって音の及およぼす影えい響きようとは甚じん大だいらしい。後こう宮きゆうに入るまでずっと暮らしてきた小しよう離り宮きゆうは、粗そ末まつでも静かだった。環境の大切さを思い知る。

　仕方がないので、雛すう花かは眠る前に書き物をすることにした。さらさらと筆を滑すべらせているうちは無心になれるが、それも終わってしまうと、残ったのは手て持もち無ぶ沙さ汰たな時間だけ。

　料りよう紙しを丁てい寧ねいに折りたたんで螺ら鈿でんの箱にしまうと、雛花は寝台に転がり尽きない悩みに思いを巡らせる。

（さて、まずはどうやって窮きゆう奇きをいぶり出すかよね……）

　四し凶きよう・窮奇の最大の特とく徴ちようは、〝噓うそつき〟であることだ。しかし、どうすれば渾こん沌とんに囚とらわれた者を取り戻せるのか、『白はく澤たく図ず』には記き載さいがない。おまけに、偽にせ物ものが誰かを推すい理りしようにも、四し妃ひたちはまともな会話どころか冷静に動向を観察することすら叶かなわない。

（第一、そもそも頼たのみの綱つなの天てん后こうの力が……。どうしてまた、駄だ目めになってしまったの？）

　雛花はふと不安になった。

（ああ。今すぐ女じよ媧か娘にやん々にやんと話せればいいのに……）

　そもそも女媧とは、饕とう餮てつを倒してから一度も会っていない。待ちくたびれた、と雛花に言っていたはずなのに、いくら呼びかけても彼女は顕けん現げんのけの字もないのだ。

　あんなに天后になりたかったのに。今となっては、とんだ未熟者が資格を得てしまったと、暗く後ろ向きな方向に心が傾かたむきかける。

　──〝きみは俺の妃だ〟

　甦よみがえるのは、饕餮の騒ぎの後。禁きん城じようの庭にある太たい鼓こ橋ばしの上で。雛花を後ろから抱きしめてその両目を覆おおい、志紅が落としていった囁ささやき。

　──〝だから早く、諦あきらめて〟

（誰が。諦めるもんですか）

　彼の言うとおり、堕おちてしまえば楽になるのだろう。けれど、何も知らないままで、何もできないままでいるなど。そんなことは許せない。全身を縛いましめられたとしても、指一本でも動く限り、あがくことをやめたくはない。

「……〝韻いんと容ようとで乾けん坤こんを描えがけ〟」

　力を使うわけではないから、かたしろは捧ささげなかったけれど。寝台に横になったまま、雛花は小声で呟つぶやき、腕うでを持ち上げて左手首を目の前にかざしてみた。

「我わが身みに降くだれ女媧娘々」

（はあ。……なんて、ね）

　どうせ今日も女媧には会えない──そう高たかをくくって、ころりと寝台の上で寝返りを打った時だ。

『呼んだぁ？』

　声なき声が夜のしじまを揺らした。

「誰!?」

　驚いて身を起こした雛花だが、扉が開く気配はなく、当然誰の影かげも見当たらない。

（幻げん聴ちよう？）

　──では、なかった。

　寝台の脇わき机づくえの横に、金色の粉がけぶるようにぽつぽつと光の粒つぶが浮かんでいる。雛花が声も出せずにいるうちに、それは人の形を取った。

「……!?」

　そうして寝台のそばに現れたのは、金色の髪の青年。

　まず見入ったのは、恐ろしく整ったその造ぞう作さくだ。線のほっそりした容姿は女性的でもあり、とにかく凄せい烈れつなまでに美しい。

『こうしてちゃんと顔を見て話すのは初めてかな？　こんにちは、僕の天后』

　その声は、耳で聞いているはずなのに、じかに脳に響ひびくようだ。

　淡あわく燐りん光こうを発する白い皮ひ膚ふは闇やみに浮かぶようで、白い深しん衣い──現在主流の男子の装よそおいである袍ほう褲ことは違い、衣きぬと裳もが連なった、大昔の士し太たい夫ふが身に纏まとっていたような前時代的な衣装だ──を着けている。

　女性のように紗しやの披ひ帛はくを肩にかけ、腰こし帯おびといい手足といい、枷かせのように玉や鈴すずを連ねた装そう身しん具ぐが絡からみついているのが印象的だった。

　さらに異質なのは、雛花とそっくりな深い孔く雀じやく緑みどりの虹こう彩さいの中央に、細い瞳が縦に走る眼め。まるで、けだもののようだ。それだけで、人の形をした別の何かだと容よう易いに知れる。

　第一、立っているのかと思いきや、青年は宙に浮いているのだ。伸ばして編んだ稲いな穂ほの色の髪が、風もないのに、ふわふわと闇に踊おどる。
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「……だ、誰なの」

　とっさに寝台の上に身を起こし、かさついた咽の喉どからかろうじてそれだけ絞しぼり出す雛花に、青年はにこりと軽く笑んだ。邪じや気きのない表情である。

『誰って。君が呼んだんじゃないか、僕を』

「は？　どういう……」

　状況が吞み込めない。

（ゆ、夢？　それとも）

　一拍置いて、雛花は青年の顔をまじまじと見つめた。

　白い肌、白い衣きぬ、金の髪──いや、たてがみ？

　まさか。そんなはずは。

「あなた。じょっ、女媧娘々……!?」

『他に誰を呼んだのさ』

　呆あきれたように肩を竦すくめる青年に、雛花はひたすらぱくぱくと口を開け閉めするしかない。

（いやいやいや。あり得ないわよ!?）

　神々が顕現する時に、稀まれに人の姿を取ることもある、とは伝でん承しように聞いていた。しかし、それにしたってこれはおかしい。

　女媧娘々は、読んで字のごとく、創そう世せいの女神なのだ。しかし、目の前の青年は優美でこそあったが、浮うき出でた喉のど仏ぼとけも、それなりにある肩かた幅はばも、中性的だがちゃんと低い声も、どこをどう取っても男性にしか見えない。対する雛花は、よりによって単衣ひとえの夜着姿。

　己おのれの装いをいまさらながら思い出して青くなる。

「やっぱり不ふ審しん者しや！　誰か来っ……むぐっ！」

『はい黙ってー。今ここで僕を厄やつ介かい払ばらいして困っちゃうの、絶対、君のほうだし』

　叫ぼうとした雛花の口を手で押さえた青年の、妙な自信に溢あふれたこの言いように、雛花は目を剝むく。

「だって！　あなた！　男じゃないの!?」

『うん、男だね』

（だったら自動的に不審者でしょうが!?）

　呆気に取られて顎あごを落とす雛花の前で、『あれぇ、信じてくれないの？』と深衣の袖そでをひらひら振っていた青年は、困ったように口を尖とがらせた。

『じゃ、仕方ないなあ。これで信じてくれる？』

　何か言い返す暇もない。

　青年の姿は、見る間に闇に溶とけ崩くずれた。さらに、同じ場所から出現したのは、今度こそ見覚えのあるもの。

　白い鱗うろこの蛇じや身しん、黄金のたてがみ。先ほどの青年と同じ、澄すんだ孔雀緑の瞳。

　見み間ま違ちがいではない。白い龍──女媧娘々が、すぐ枕まくら元もとに顕現している。

「……うそ」

　絶句する雛花の前でくるりと身をくねらせ、白はく龍りゆうは再び青年の姿に変じてみせた。

『百ひやく聞ぶんは一いつ見けんにしかずっていうじゃない。なんかさあ、伝承ってあてにならないよねえ』

「あてにならないっていうか！　だって、伏ふつ羲き真しん君くんの妹の女神ってことは、つまり女性以外にあり得ないはずで、って……ええぇ!?」

　神話はたしかに真しん偽ぎを判じようがないものだけれど、性別まで違うのはいくらなんでもいい加減すぎる。

（誰よ槐かい帝てい国こくの正せい史し編へん纂さんした人!?　ちょっと出てきて説明なさい！　いえ、むしろ妹って男でも妹なの!?　いや、自分で何言ってるのか分からなくなってきたけど。そもそも名前に『女』って入ってるのに詐さ欺ぎでしょ）

　むしろ夢であってほしかった。

（たしかに、前に女媧娘々を召しよう喚かんできた時にも、本当に女性？　なんて思ったけど……けど！）

　まさかの女媧が男性だったという現実を直視できない雛花に、空気を読む気がないのか混乱に気づいて無視しているだけなのか、『やだなあ』と青年──否いな、女媧はのほほんと続ける。

『なんだかなー。君たち人間てさぁ、すぐ目に見えるものばっかり信じたがるよね。ひょっとしたら僕が偽いつわりの姿を取っていたり、趣しゆ味みで男装してるだけだったり、はたまた異常にいかつくて胸の平たい女性だったり、ってのは考えないのかなあ』

「……そうなんですの？」

『さて、どうでしょう。あ、けど最後のはないやゴメン』

　へらりと笑って流すと、彼は『それでさ』と勝手に話題を変えてしまった。

『君が僕を呼んでくれた理由についてなんだけど。何が、知りたかったんだい？　僕の力を、うまく使えないことについて？　それとも、君たちの傍かたわらに潜ひそむ、窮奇について？』

「……」

　性別に関しては納なつ得とくし難がたいまでも、いつまでもこだわっていても話が進まないので、仕方なく雛花が譲じよう歩ほするはめになる。

「どちらもよ」

　諦めて睨にらむ雛花に、『なるほどね』と彼は淡く笑んだ。

『天后の力を使えないのはね。君に問題があるわけじゃない。強しいて言うなら、僕のほうの都合……かな？』

「……あなたの？　何か困ったことがあったの？」

　それは、二十年も不在にしていたことと関係があるのだろうか。首を傾げる雛花に、『ずいぶん優しい訊きき方するんだねえ』と感心したように呟くと、女媧はふわりと宙を蹴って、雛花の周りを泳ぐように回った。まるで水中を舞まう鯉こいのようだ。

『まあ、問題はもう解決したから大だい丈じよう夫ぶさ。これからは、正しく覚かく悟ごを定めて犠にえを捧ささげれば、僕がいつでも力を貸すよ。気が変わらなければね』

　気が変わらなければ。

　それは、気が移ろう可能性を示し唆さした台詞せりふだ。彼の様子を見て雛花は悟さとる。信用できるかどうか見分けるのは、神相手といえど、人間の感情や気配を読む時と同じだと。

（なるほどね。女媧娘々……って、男に娘々ってつけるの変な感じよね……彼は、この件について本心を言うつもりがないんだわ。……どうしてかしら）

　口許に手を当てて思わず考え込みかけた雛花は、くるりと前方に回って顔を覗のぞく女媧に『ほらほら、質問はそれだけでいいの？　力の効果的な使い方も訊ききたいんじゃないっけー？』と急せかされ、思考を中断させられる。

「それは、……聞かせていただけるのなら、是ぜ非ひお願いしたいですわ」

『うん。あ、でもひとつ条件があるなあ』

「……条件？」

　身体を犠牲に捧げろとでもいうのだろうか、と身構える雛花に、『難しいことじゃないよ』と女媧は手をひらめかせた。

『こうして僕と話したこと、話せたこと、そもそも君の前に僕が顕あらわれたこと。誰にも言わないで』

「え？」

『特に皇帝……というか、伏羲には』

　それが守れたら、僕に教えられることはいくらでも教えてあげるよ、と微笑む女媧に、雛花はしばし悩む。

「それがどうしてか、理由を訊いても？」

『会いたくないし知られたくないからだよ』

　なぜ、や、何を、という追及を拒こばむ回答をされた。つまり、何も言いたくないということだ。しばし逡しゆん巡じゆんしたが、雛花はすぐに頷く。

「よろしくてよ。条件を守ります」

　裏事情はおいおい探るにしても、今はちゃんと天后の力をものにするほうが優先だ。交こう渉しよう成立だね、と女媧は嬉うれしげに笑う。

『それじゃあ、効率のいい力の使い方だけど。基本は君が知ってるのとおんなじなんだけどねー、たぶん、君たちは僕らの力を、〝文字で森しん羅ら万ばん象しようを操あやつる〟程度にしか認にん識しきしてないんじゃないかな』

「違うんですの？」

『正確にはね。だってさあ、きみたちが使おうとしている力の仕組みを考えてもごらんよ。伏羲は経たていと、女媧は緯よこいとを紡つむぎ出して織り上げたのが、この世界──桃とう華か源げんなんだよ？　男神と女神は、ふた柱でひとつ。そして糸の縦は容よう、横は韻いん。じゃあ、容と韻って、そもそもなーんだ？　ってところからさぁ』

「容は意味、韻は音、よね」

『そうそう。それが君たちが世界に干かん渉しようする力の原点だ。じゃあ、がむしゃらに行き当たりばったりで文字を書きまくって、効果が出せると思う？』

　視線を落として考え込んでいた雛花は、顔を上げて女媧を見た。

「皇帝の力は容いみ、天后の力は韻おとなんだったら、お互たがいが容と韻を司つかさどるような文字を連れん携けいして使う時が一番強い……ってこと？　たとえば、【問とう】っていう力を使いたければ、【門】を天后、【口】を皇帝が書く、とか」

『あたり。察しがいい生徒だねぇ』

　にっと満足そうに微笑まれ、雛花は戸惑った。

　つまり、真しんに力を使いこなすためには、皇帝である志紅と心を通じ合わせることが必要不可欠になるということ。

（それは、……ずいぶん、難関だわ。以前ならいざ知らず、今のわたくしには）

　苦にがりきった顔をする雛花に、ぷかぷかと夜陰の上をさまよいながら『まあ、それだけが僕らの力の本質じゃないんだけど、とりあえずの基本のキはねー』と女媧がしたり顔で人差し指を立てる。

『ああそうだ、あと、身体の一部を捧げる時、その捧げた部位に関連する字を使うと威い力りよくがもっと大きくなるよ？　たとえば【問】を書くなら、【口】に関しての文字だから、唇や歯を捧げると相そう乗じようするよね。ついでに、失えば命に関わるところであるほど力が増すって法則もそれに上乗せされるから』

　先ほどの【問】ならば、【門】を雛花、【口】を志紅が担当して、各おの々おのが舌や歯──どちらも、人体の急所のひとつだ──などを捧げよ、ということか。

「それじゃ、次の質問。四凶の、窮奇の弱点を教えていただきたいの。今、まさに後宮に潜せん伏ぷくされてしまっているのだけど……渾こん沌とんに囚われてしまった人も含めて、誰も犠牲者を出さずに窮奇を見つけ出して倒したい。うまいやり方はないかしら」

『窮奇かあ、懐なつかしいねぇ。元気してる？』

「懐かしい……？　ええと、知り合いじゃないからなんとも言えませんけれど、はるばる桃とう華か源げんまでわたくしを殺しに来るくらい元気でしょうから困ってるのよ」

　珍ちん妙みような問いに思わず頓とん珍ちん漢かんな応じ方をしてしまう雛花だったが、その後すぐ、女媧はきちんと疑問に答えてくれた。

『あいつの弱点はね。まずは、一度誰かと入れ替わったら、本物が渾沌の中で自然に死なない限り、渾沌に戻れないことかな。当然、改めて他の人間になることもできない』

「それじゃ……渾沌にいるあいだは、姫君は無事だということ？」

『断言はできないけど、あっちとこっちは色々違うし、そうそう死にはしないと思うよ。窮奇を倒して渾沌に送り返せば、同時に本物も還かえってくるはずさ。ついでにあいつはねえ、化けの皮を剝はがされた瞬間に一番隙すきができるんだ。皇帝や天后以外の攻撃でも通用するくらいね。いつわりを好み、真実を見極められるのを最も嫌うけだものだから』

「なるほどね。じゃあ、正体を看かん破ぱさえすれば、倒すことができるってこと？」

『簡単に言うけど、それだけ、ものすっごく変幻の術に長たけているってことでもあるからね。腐っても四凶なんだってば。天后ひとりの力では、どうあっても看破できないね。断言したっていい』

「さっき言ってた、皇帝との協力が、必要不可欠ってわけ……？」

『そういうこと。あと、忘れてるかもだけど、窮奇の目くらましを打ち破るほどの文字を書けば、消しよう耗もうするのは君たちも一緒だから。窮奇も弱るけど、皇帝や天后もヘトヘトだ。あとは楽勝！　なんて思わないほうがいいよ』

（つまり、文字の力を使って窮奇の術を破った後は、兵や令れい牌はい術じゆつ士しとの連携も必ひつ須す、ってこと……うまく彼らを指揮するなんて、わたくしじゃ無理。そんなことができるのは）

　つい最近まで禁きん軍ぐんで儀ぎ同どう将しよう軍ぐんをやっていた、志し紅こうくらいのものだろう。

（本当に、弱ったわ……）

　雛花の頭はさっそく痛くなってきた。

「だいいち、見極めるったって……どうすれば」

（やっぱり【見】ることに繫がる文字が弱点になるのかしら。でも、そんな単純なもの？）

　否、そう単純でもないのかもしれない。なにせ、「みる」という字は多い。観、見、診、看、視……。

（だとすれば、捧げるのは目になるんでしょうね。また、痛いところを……。それに、【見】るだけで大丈夫かといえば……）

　視線を伏せてじっと考え込んでいた雛花は、知らないうちに女媧が己の前に回り、じっと正面からこちらを見つめていることに気づかなかった。

『ね。これからはさ、いつでも呼んでよ。僕の天后。次からは、面倒な呪じゆなんていらないから。一言、名前を呼んでくれれば事足りる』

　すっと顔の前に影が落ち、雛花は一瞬、目を瞠みはった。

　額に、濡れた柔らかい感かん触しよく。

　あまりに自然に口づけられた雛花は、反応することもできず、しばし固まった。

『最後の血のひとしずくまで捧げるといいよ。大事に、してあげるから』

　その言葉を終しまいに、女媧の姿はふっと搔かき消きえる。

　後にはただ、誰もいない薄暗い部屋に、窓から月の光が射さすばかりだった。まるで夢まぼろしの如ごとしだ。

（なんだったの……）

　呆然と、掛け布を握りしめる己の手を見つめていた雛花は、そこで隣の部屋から届いた闇を切きり裂さく大だい音おん声じようにぎょっと肩を竦ませることになった。

「今度はなに!?」

　すわ窮奇かと寝台を飛び下りかけたが、声の正体は「おぎゃあん」という響きで明らかになる。

　一いつ時とき途と切ぎれていた四妃の夜泣きが再開したのだった。
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（い、一いつ睡すいもできなかった……）

　──悪夢のような育いく児じ後こう宮きゆうの開始から一夜が明けた。

　むくりと寝台の上に身を起こした雛すう花かは、続き間からげっそりと肩を落として入ってきた珞らく紫しに、のろのろ顔を向ける。

「ねえ珞紫。一歳児ってなんでしょうね。きっちり三刻ごとに目が醒さめて泣くよう体内にからくりでも仕し掛かけられてるのかしらね。わたくしもそれくらいきっちり時間管理ができるようになりたいものだわ。共鳴する一歳児と三歳児の輪りん唱しようぶりも素晴らしいわよね。お二人とも、よく通るイイ声をしておいでだこと」

「むしろ娘にやん々にやんのその前向きな捉え方が羨うらやましいですよ」

　乳幼児のお世話の壮絶さを舐なめていた。返すがえすも見込みが甘すぎた。蜜みつがけの砂糖菓が子しもびっくりの甘さだ。

　とにかく眠い。ぼんやりしつつ寝台から下りた雛花は、着替えを手にして歩いてきた珞紫と顔を見合わせる。お互い目の下が青黒い。揃そろって見事な隈くまになっているようだ。

「……ねえ、わたくし考えたんだけど。どうせ一いつ時ときも目が離せないなら、もういっそ、昼間は全員一室に集めちゃったらどうかしら」

「わー奇き遇ぐうですねー。私も同じこと考えてました……」

　衣装を着付けてもらいながら、今後どうするかを軽く打ち合わせる。当然、頭は働いていない。しかし、かろうじて残っていた理性で、装よそおいとして飾りの少なく軽い萌もえ黄ぎの襦じゆを選び、汚よごれの目立たない臙えん脂じの裙くんを合わせておく。引っ張られないよう披ひ帛はくも省はぶき、動きやすく紐ひもで袖を縛しばった。髪もできるだけ飾りをつけず簡単に結い、ほぼ肌はだ身み離さず身に着けている、七しつ宝ぽう胡こ蝶ちようの簪かんざしだけが紺こん碧ぺきを帯びた黒髪を彩いろどっている。

（ね、眠い……けど！　なせばなる、っていうか、どうにかしなきゃ！）

　雛花は腕まくりして気合を入れ──かくして、本日も保育後宮が始まった。

　ふらふらしながら、四し妃ひたちを集めにかかる。職務外であるにもかかわらず、見かねた兵たちも手伝ってくれたが、案の定、なかなかうまくいかない。

　やっとのことで全員集め終わると、予想どおりというか、室内はよく言えば賑にぎやか、有あり体ていに言えば大だい音おん声じよう大絶叫の大合唱、阿あ鼻び叫きよう喚かんの間と化した。

「珞紫、悪いけれど桐とう賢けん妃ひさまのお獅し子しおどりに付き合って差し上げて!?　ご本人は楽しそうだけど激しすぎて事故の気配がするのよ、わたくし手が回らなくて！」

「知ってますけど茗めい貴き妃ひさまが扉から脱走を試みてこっちも手が離せないんですー！　あっ転んだ、頭打った、こっちも泣いた、詰んだ」

「きゃー葵き淑しゆく妃ひさま壁に落書きなさらないで！　どこから墨すみなんて持ってらしたの!?」

「もう、うるさいですっ！　みみ、こわれちゃう！」

「李り徳とく妃ひさまごめんなさい！」

　どうにかなると思っていたらとんだ見込み違いだった。

「茗貴妃さま、どうしてお食事召めし上がらないの!?　いやーっ器うつわをひっくり返さないで！　そして顔に向かって噴ふん射しやしないで、匙さじを取らないで投げないで！」

　やわらかく煮に込こんだ粥かゆをひっくり返された雛花は半泣きで呻うめいた。背後では相変わらず、各種破は壊かい活動が続いている。

　一秒たりとも目が離せない乳幼児が四名である。対してお世話をするのは、子供を産んだこともない少女が二名。

（これ本気で、乳う母ばなしでやってけるの!?　っていうか無理でしょう!?）

　乳母たちは、間もなく後宮を辞じす挨あい拶さつに来るはずだ。

　お手上げだった。

　絶望の二文字がまぶたの裏でちかちか明めい滅めつし、だんだん意識が朦もう朧ろうとしてきた。ぴよぴよとひよこが頭の中を駆かけずり回まわっている錯さつ覚かくがする。

「も、限界……誰かたすけて──」

　頭から粥まみれになりつつも、腕に泣なき叫さけぶ茗貴妃を抱え、自分ごとゆらゆら揺ゆらしながら、床にへたり込んだ雛花が呟つぶやいた、瞬間。




「話は聞いたよ!!」




　ばん、と扉が開け放たれ、頼もしい声が室内に響いた。

　聞き覚えのあるそれの持ち主は、他に間違いようもない──

「灰かい英えい!?　じゃ、なくって呉ご昭しよう容よう！」

　突とつ如じよとして現れたその人は、ボロボロの雛花の目に、燦さん然ぜんと後光を放っているようにすら映る。

　さらには、その後ろから、老ろう婆ばの妃ひ嬪ひん軍団がぞろぞろと列をなして入ってくる。雛花は呆然と口を半開きにし、ついでに隣で同じく白い灰と化していた珞紫と顔を見合わせた。

「えっ、なんで……!?」

（っていうか灰英、耄もう碌ろくの演技はどうしたの!?）

　志し紅こうや珞紫の目を欺あざむくため、灰英はとぼけたお芝しば居いをしていたはずだし、他の妃嬪たちも同じだったはずだ。しかし、淡い紫むらさきの双そう眸ぼうにきちんと理性の色を乗せている今の彼女は間違いなく素すに見えるし、他の妃嬪たちもきびきびと動いている。

「ちょっと事情がね。というか、すぐに分かると思うけど。……さて、と。おや、よく泣いてるねえ」

　灰英はおもむろに、泣いてじたばたと暴れていた茗貴妃を、雛花の手からひょいっと取り上げた。

「おおよしよし、この婆ばばぁが来たからにはもう安心だよう。ああ、おしめが濡れているねえ、これは気持ちが悪かったねえ」

　そして、自失していた雛花や珞紫にてきぱきと指示を出すと、他の妃嬪たちとともに、あっという間に手慣れた様子で四妃たちの面倒を見始めたのだ。

　先ほどまで惨さん憺たんたる様相を呈ていしていた室内は、そうこうするうちに──いつの間にか、老女たちがみどりごを朗ほがらかにあやす、なんとものどかな光景に早変わりしていた。

　二人きりで頭を抱え、てんてこまいしていた雛花と珞紫は、あまりの落差についていけず呆然と口を半開きにするばかりだ。ここは洞ごく天らくかと思ってしまった。

「……老婦人ってすごい……知識と貫かん録ろくと経験を兼かね備そなえて、子こ守もりまでできるってなんなの。最強すぎませんこと。でも、仮にわたくしが歳としを取っても、ただの枯かれ枝えだみたいな嫉しつ妬と偏へん屈くつ老ろう害がい婆ばばあになるだけで、ああなれるとはとても思えないんだけども」

「さりげなく自じ虐ぎやくお疲れさまです」

「そうだわ珞紫。ここに、引退された世代の奥さまたちを募つのって、若いお母さまを補ほ佐さしてもらうような制度を作ったらいいような気がしない？」

「……素敵なご提案だと思いますけど、ここが後宮だってお忘れじゃないですかね、娘々。むしろ私、そもそも後宮ってなんだっけ、って概がい念ねんがだんだん崩ほう壊かいしてきました」

「奇遇ね。わたくしもよ」

　こんなふうに無む駄だ口ぐちを叩き合える余裕が素晴らしい。

　しばらくぼんやりしていた雛花だが、「そうだわ」と手を打った。

　慌てて、子供を抱えたままの灰英の袖を引っ張って部屋の隅すみに連れて行き、こそこそと耳打ちする。あからさまに怪しいが仕方ない。

「か、灰英。……さっきは訊ききのがしてしまったけれど、どうしてお芝居をしなくても平気なの？　それに、ここにいたらあなたたちにも危険が……」

　役立たずの姥うば捨すて後宮と見せかけて、そこに集つどった彼女たちが実は有能な職歴集団なのだと志紅に知られてしまっては、雛花の味方を全力で削けずりたい彼がどう出るやら。最悪、解散させられてしまいかねない。もちろん、安全上の問題もある。だからこそ雛花は、子守について妃嬪たちに協力を求めなかったのだ。

（ここに灰英たちが来て、珞紫の前でも素のままで話してるってことは、まさか……）

　おそるおそる尋ねた雛花に、四妃たちをあやす手を止め、「みんな危険は承知の上だよ」と灰英はひょいと肩を竦すくめた。

「そんで、もうバレちまってるってことサ。状況を知って、ここであんたを手伝うよう指示を出したのが、あんたが考えているとおりの御おん方かただからね」

　そう言って少し身体を避よけた灰英の背後から現れた人物に、雛花は今度こそあっと声を上げた。

「紅こう兄にいさ……志紅!?」

　五ご爪そうの龍を金糸で刺繡した、禁きん色じきの黒の龍りゆう袍ほうを身に纏まとった彼は、なんでもないように室内に入ってくる。

「大丈夫？　小しよう花か。昨晩はあまり眠れなかったと報告を受けているけれど」

「あ、いえ……今、平気になりました」

「そう。よかった。それから、呼び方は『紅兄さま』のままでいいのに」

　ごく自然に心配されたので、思わず普通に応じてしまった雛花だが、最後の一言にはっと我われに返る。

「目の下が青いね。だいぶ疲つかれているみたいだ」

　長い指が頰に触ふれようと伸ばされるのを、とっさに雛花は払はらいのけた。

「な、何を企たくらんでいるんですの」

「人聞きが悪いね。特に何も」

「噓だわ。あなたが、なんの裏もなく、灰英たちのことを知って放っておくわけがないもの。ましてや、彼女たちに声をかけてわたくしを助けてくれるなんて……」

　灰英や他の妃嬪たちがここに来てくれたのは、志紅の意を受けてのことだという。

　うろたえつつも、救われたのは本当だ。

　反応に困っておろおろする雛花に軽く息をつくと、志紅は「そうしたいところなんだけどね」と静かに笑んだ。

「精神的に逃げ道を塞ふさいでも、肉体的に追い詰めたいわけじゃないから」

「前半まったく聞き捨てなりませんけど!?」

「助けないほうがよかった？」

「……ありがとうございます感謝はしています」

「感謝は、ね」

　志紅は微笑ほほえんだ。雛花を見つめる緋ひ色いろのまなざしは柔らかく、どうにも居い心ごこ地ちが悪くなる。油断ならない相手に借りを作ってしまった、と憮ぶ然ぜんとする雛花に、志紅はしれっと追い打ちをかけてきた。

「それに、きみが懇こん意いにしている者を複数名、手元に置いておくのは、俺にとってもそう利のない話じゃないんだよ。そう言えば納得してくれる？」

「え？　……ああ」

　そういうことか。

　声こわ音ねこそ変わらず穏やかな志紅の言葉に、雛花はすっと表情を凍こおらせた。

（わたくしが女じよ媧かの力を自由に使えるようになったら、物理的には後宮に閉じ込めていられないものね。つまり、逃げ出せば灰英たちをどうするか分からないぞ、と。……わたくしに対する人ひと質じち、ってことね）

　相変わらず、嫌な手を使ってくるものだ。

「あら、そう。では遠えん慮りよなく、お力をお借りしますわね」

　視線を逸そらした雛花に、「そうしたらいい」と志紅も短く返した。ひょっとしたら、今この場でその話をしたのは、雛花が遠慮なく差し出された救いの手を取れるように配はい慮りよしてくれたのかもしれない……とちらりと思ったが、それこそ甘すぎる考えだと振り払う。

　不意に、ふわりと髪を撫でられ、雛花ははっと隣を見上げた。

「今の俺が、きみにとって信の置ける存在じゃなくなったのも、きみが人一倍、頑張り屋なのもよく知っているけれど。それでも、困っている時に助けてあげられないほど、冷血でもないつもりだよ」

「……」

「頼たよらなくても信じなくてもいいから、せめて利用するくらいはしてほしいな」

　頰を滑る手は優しく、けれど低い体温の指先はひやりと冷たい。

　その言葉は噓か真実か。いや、仮に噓だとしても。

（……そうやって自然に気き遣づかってくれるところは、昔から変わらないのね。紅兄さま）

　孔く雀じやく緑みどりの眼で睨にらみつけると、見返してくる緋色の双そう眸ぼうは笑みの色を濃くした。
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「確かく認にんですけれど、本当にここで寝ね泊とまりするおつもり……？」

「何度確認しても同じだから繰くり言ごとになるけど、本当にそのつもりだよ」

　格こう子し細ざい工くの漏ろう窓そうから、すっかり紺こん色いろになった空を見上げていた雛すう花かは、おもむろに振り返り、背後にたたずむ年上の幼おさな馴な染じみに探さぐるようなまなざしを投げる。

（まあ、『白はく澤たく図ず』によれば、幻げん惑わくを得意とする窮きゆう奇きは、四し凶きようの中でもことさら夜の闇やみを好むというし。警けい戒かいを強化すべきって理り屈くつは分かるのよ。分かるんだけど……）

　なお、お互たがいに身を清めた後だったので、今は当然のこと夜着姿だ。頼たよりない単衣ひとえだけで異性の前に姿を曝さらすわけにはいかないので、雛花のほうは上から厚手の肩かた掛かけを羽織っているが、まったくもって落ち着かない。

　訝いぶかしげな深緑のまなざしを受けた志し紅こうは、つゆほども動じずに、にっこりと微笑ほほえんだ。

「本当は昨日から来たかったんだけど、政務が立て込んで難しかったから。そもそもここは、俺がいてもなんの問題もないはずの場所だしね」

「……まあ、そうなんですけれど！」

　ここは後こう宮きゆうで、つまりは皇こう帝ていのための花はな園ぞの。簒さん奪だつ者しやとはいえ、彼は現在間ま違ちがいなく後宮の主ぬしなのだ。ここにいることになんの不思議もない。それはそうなのだが。

「そうよ、その、お仕事がお忙いそがしくていらっしゃるんでしょ？　今晩だって、わざわざお運びになることもなかったのに。誰だれに歓かん迎げいされるわけでもなし。昼間あなたがどれだけ醜しゆう態たいを演じたかもうお忘れになったの」

「それを指し摘てきされると痛いな」

　さほど痛くもなさそうな顔で頷うなずく志紅の真意は知れない。

　なお、昼間の醜態とは、「突っ立ってるだけなら短時間でも手伝ったらどうなんだい」という旨むねの灰かい英えいの文句を受けて、一応子こ守もりに参加しようとしたこの男が、四し妃ひすべてに身も世もない大だい絶ぜつ叫きようを以もつて拒きよ絶ぜつされた件である。

　泣きわめく乳幼児たちに珍めずらしく困り果てた様子の志紅を眺ながめ、雛花は、そっと日ひ頃ごろの鬱うつ憤ぷんを晴らしたのだった。今も、狼ろう狽ばいしたあの顔を思い出すだに愉ゆ快かいな心ここ地ちになれる。

「子供は気配に聡さといというから、何か察するところがあったのかもしれませんわね。嫌いやだこの人危ない怖こわい、みたいな」

「それはどうも。子供に泣かれるだけで、きみがそうやって楽しい気分になってくれるなら、あの時間も無む駄だじゃなかったかもしれない」

「なにそれ」

　いやに前向きな志紅の台詞せりふに、雛花は思わずぷっと噴ふき出してしまってから、我われに返って口くち許もとを押おさえる。不覚を取った。

（しまった）

　ここは、翠すい帳ちよう紅こう閨けいで彩いろどった、あの皇こう貴き妃ひの室へやでこそないけれど。それでも同じ後宮の、泰たい坤こん宮きゆうの一室で。かつて暮らしていたあばら家やのような小しよう離り宮きゆうとはほど遠い、貴重な灯ひを惜おしげもなく点ともし、豪ごう奢しやな絹張りの寝しん台だいや、螺ら鈿でん細ざい工くの小しよう卓たくが並ぶ光景だけれど。

　少しだけ。

　昔のような、空気が流れた気がして。

（……油断したわ）

　これ以上は、いけない。彼に気を許してはならない。雛花はため息をつくと、「とにかく。この室に泊とまるのは間違いありませんのね？」と念を押した。

　警戒心剝むき出しの雛花の様子に、志紅はわずかに首を傾かしげる。

「何もするつもりはないよ。……信用できない？」

「そ、れは」

　彼の緋ひ色いろの瞳ひとみは凪ないでいて、窮奇に狙ねらわれているという雛花の身の安全のため以外に、本気で含ふくみがなさそうだ。その点は、信じられるのだが。

「この間は、きみから大だい胆たんに誘さそってくれたのに？」

「その件は可か及きゆう的てき速すみやかに記き憶おくから抹まつ消しようしてくださいませ」

　心のうちを言葉にしあぐねて黙だまっているうちに、からかうように告げられ、雛花はまた真っ赤になった。

（だって。灰英の口車に乗せられて……うっかりお酒を吞のんで、あの時）

　酒に弱い雛花は、訪ねた先の志紅に壮そう絶ぜつな絡からみ方をしたあげく──褥しとねに押し倒され、唇くちびるを奪われた時の甘あまい感かん触しよくを思い出し、たちまちぼっと鬼灯ほおずきのように頰ほおが染まった。

　間近に見た彼の、熱を孕はらんだ緋色のまなざしや、影かげを落とす長い睫まつ毛げ、整った白はく皙せきのおもざし。小しよう花か、と呼ぶかすかに掠かすれた声。

　すべてが雛花にとっては未知のもので、けれどたしかに、秘めた艶つやがあった。意識してこなかっただけの、彼の、男の顔が。

（もしそういうつもりがなくて、そういうことではないんだとしても！　だからってそんなの、嫌でも、……思い出すじゃない！）

　熟うれた頰の色を彼に知られたくなくて、雛花はわざとらしく志紅から顔を背そむける。

　そしてふと、あの夜のことを話題にするのは、お互いに初めてだなと気づいた。特に申し合わせたわけでもないのに、雛花からも志紅からも、言葉に乗せたことはない。

　──あの口づけが示すところの意味を。

　その後、もしかしたらこの身に起きていたかもしれないことを。

　雛花はいまだ、彼に訊きけずにいる。

「大だい丈じよう夫ぶ。さすがに同じ寝台で眠ねむる気はないよ。俺はあっちの長なが椅い子すを使うから」

　二の句が継つげず黙り込んだままの雛花に苦く笑しようし、志紅が先手を打ってきた。彼が示した先にあるのは、少し小ぶりな紫し檀たんの長椅子だ。

「えっ。……でも」

　長椅子にも綿の入った絹の敷しき物ものはあるが、それでも寝台に比べればずいぶんと堅かたいし、寝苦しいだろう。

「それは申し訳ないもの。あなたは寝台で寝て。わたくしが長椅子を使いますから。わたくしのほうが身体からだが小さいから楽なはずですし」

「気き遣づかってくれるの？　嬉うれしいね」

「あなたじゃなくて、あなたが体調を崩くずした時に割を食うだろう官かん吏りたちを心配していますの」

　からかうような口調の志紅を、雛花は強しいてぴしゃりとはねつけた。彼は静かに笑えんで、「平気だよ」ときっぱり断る。

「俺はこれでも鍛きたえているから。なんなら床ゆかで寝ても別に問題ない」

「……それは、そうなのでしょうけど」

　雛花は、しばし悩なやんだ。

　志紅の口調は柔やわらかい。だが、彼がこんな風にはっきりと意志を示す場合、絶対に何があろうと頑がんとして引かないことを、雛花は経験上よく知っていた。

（そもそも、こんなふうに同じ部屋で過ごさないといけないこと自体不本意なわけだし。ここはありがたく気遣いを頂ちよう戴だいして……っていうのが、妥だ当とうなのでしょうけれど）

　──どうしようか。

　しばらく悩むはずだったのに、その言葉は、ぽんと口から転がり出ていた。

「じゃあ、この寝台で一いつ緒しよに寝ればいいじゃない」

「……は？」

　その申し出を受けた志紅は、たっぷり数十秒は固まっていただろう。

　やがて、額に大きな手を当てられる。

「熱はないんだ」

「失礼ね。乱らん心しんじゃありませんわよ。ついでに妙みような意味もなくてよ」

　節くれだった指の感触に、少し心臓が跳はねたのに気づかないふりをして、雛花はその手を乱暴に払はらいのけた。

「昔は同じ寝台で、布ふ団とんで、一緒に転がって眠ったこともあるじゃない。いまさらわたくしが、あなたに何を意識するというの？　そうでしょう、〝紅こう兄にいさま〟？」

　あえて使わないようにしていた呼こ称しようをつければ、志紅は軽く瞠どう目もくした。

（そ、そうよ。せっかく昔のことを思い出したなら、ついでにそこも昔に戻ったと思って割り切っちゃえばいいんだわ！　今は幼い頃ころ、おさないころおさないころ……で、ここはお母さまの宮で、この人は昔の紅兄さま紅兄さまこうにいさま……）

　雛花としては、必死に自己暗示をかけながらの決死の発言だったのだが、そんなことは知りようもない志紅は、たっぷり間を置いてから視線を床に落とした。

「……ああ。そうだったね。いまさら男として意識しようがない、か」

　なぜか、返事にわずかな落らく胆たんの色が見え、雛花は目を瞬まばたいた。

（？　そんなに長椅子で寝たかったのかしら？　まさかね）

　とにもかくにも同意を得たのだからと、雛花は「それじゃあ、そういうことで」と一言断って、先に寝台にもぐり込んだ。できるだけ奥おくのほうに寄ってから、ころんと転がって壁かべに向き合う。仰あお向むけになれば、寝ね顔がおを見られてしまうかもしれないし、それ以前に自分こそが彼の顔を見られない。

　寝台がわずかに軋きしみ、彼が自分の後に続いたのが分かった。背中に、同じ布団の中に、志紅がいる。急に耳が熱くなり、雛花は身を丸めてぎゅっと目を瞑つぶる。

「こっちを向いてもらってもいい？」

　身体の上に影が落ち、そっと耳みみ許もとで囁ささやかれる。吐と息いきまじりの声が頰に触ふれ、雛花は上げかけた悲鳴を吞み込んだ。

「……お断りですわ！　ちょ、ちょっと、こっちに寄ってこないでくださいませ！　なな、何もしないんじゃなかったんですの!?」

「そのつもりだよ。きみこそ、多少近づいたくらいで何を気にしているの？　昔はよく、寝台の上で俺に抱だきついてきただろう。雷かみなりが鳴った時とか、怖い話を聞いた時とか。そうだったね、〝小花〟？」

　意い趣しゆ返がえしのように、強調して愛あい称しようを呼ばれた。その声が笑い含みで、どこか皮肉っぽく感じられて、雛花はかちんとくる。

「ああはいはいそうでしたわね！　嫌だ、意識なんて全っ然してませんわよ!?　そちらこそ何を勘かん違ちがいしていらっしゃるのか存じ上げませんけれど！」

（寝台で抱きついて……って、まあ、そうだったけど！　そうなんだけれども！）

　幼い頃に飛んで戻って、当時の自分を彼からひっぺがしたい衝しよう動どうに駆かられるが、無論できるわけがない。苛いら立だちのままに、雛花はことさら勢いをつけてぐるんと彼を振り返り、憎にくたらしいことを言ってくるその顔を睨にらみ上げる。

　──あっという間に、非常に後こう悔かいするはめになった。

　濃のう灰かいの単衣の夜着を着付けただけの彼は、半身を起こし、すぐ上からこちらの顔を覗のぞき込んでいるところだった。

　湯ゆ浴あみをした後だからか、赤みがかった黒くろ髪かみはわずかに湿しめり、浮うき出でた喉のど仏ぼとけや袷あわせから覗く鎖さ骨こつに絡んでいる。見慣れたはずの、切れ長の緋色の眼め。薄うすい唇が刻む、淡あわい笑み。──天てん蓋がいの下で陰いん影えいを濃こくした、整ったその顔かたち。

　すべてがこの距きよ離りからだとあまりに近く。雛花は慌あわてて視線を逸そらす。

（ああもう、だから！　な、なんなの、この色気は……!?）

　早く灯を消しておくんだった。熱を持った頰の色を見られてしまっているかもしれない。もし指摘されれば、部屋が暑いせいだと言い訳をしようと、いらない気を回してしまう。

　しかし、ここで目を逸らせば「意識しています」と宣言するようなもので、負けた気がして、雛花は努つとめて彼を見つめ続けた。

（うう……し、心臓が持たない……。目の毒ってこういう人のことを言うのね……どうしましょう……）

　困り果てた雛花は、気遣うふりで彼を追い払おうとする。

「ほ、ほら、くだらない言い合いはおしまいにして、明日に備えて早く寝てはいかが？　わたくしももう眠りますし」

　とはいえ、ぎんぎんに冴さえてしまった目では、心地よい夢の世界は遠そうだ。

　ふと、動どう揺ようを必死に隠かくす雛花の頰を、志紅の長い指が辿たどる。くすぐったさと羞しゆう恥ちで固まる雛花にくすりと笑みを漏もらすと、彼はもうひとつ、さらにどきりとする誘いをかけた。




「小花、手を繫つなごうよ」

「は？」




　今度は雛花が間ま抜ぬけな声を出すはめになった。

「い、いきなり、なな、何を言っているのか意味が分からなくてよ!?　不ふ埒らちなことをおっしゃらないで！」

「そう？　いきなりでもないと思うな。昔のことを思い出していたら懐なつかしくなっただけだから。不埒なのはきみの思考回路じゃないか？」

「ああ言えばこう言う!!　……って、昔のこと？」

「こうやって一緒に休む時は、いつも手を繫いでいたよね。もう忘れてしまった？」

「そんなの……」

（忘れるわけがないわ）

　低い声で紡つむがれる言葉で、まるでさやかな風のように、記憶がふわりと頭の中を吹き抜ける。そう、かつて、何心なくただの幼馴染であった頃は。それこそ兄きよう妹だいのように、同じ褥しとねで眠ったし、手も繫いで微笑み合っていた。

　当時、三つ年上の少年の手は、雛花よりもずっと大きくて頼たのもしかった。

　時には、おばけや雷に怯おびえて縋すがる雛花の背を撫なでながら、その子供っぽさを笑うこともなく、志紅はずっとそばについていてくれたものだ。

　──忘れられるわけが、ない。

　差し出された右手を見つめる。月の光が、しらじらと照らすそれを。

　長く形のいい指は、剣けんだこがあり、骨ばっている。記憶に残るものよりずっと成長し、いつの間にか、すっかり大人の男性のものになった、彼の。

　あの簒さん奪だつの晩──雛花の目の前で、異母兄あにを貫つらぬき殺した、手。

「……っ」

　生々しく甦よみがえる記憶に、とっさに青ざめて身を引きかける雛花に、「俺が怖い？」と志紅は静かに微笑んだ。

「……怖いだろうね。きみの夢を奪い、翼つばさをもいで鳥かごに閉じ込める男だ」

　彼の声には、わずかに自じ嘲ちようが滲にじんでいた。今顔を見れば、その整ったおもざしを寂さびしげに沈しずませているのだろうか。

（だからって、なんだというの）

　不自然な状じよう況きようで、昨日はよく眠れていないから、あまり頭も働かない。そんな時に、彼と二人で夜を過ごすことになって。

　志紅を労いたわる理由も慰なぐさめる理由もないはず。不必要に感かん傷しよう的てきになり、昔のことを思い出した。それだけだ。

　それだけなのに。

「こ、怖くなんてないわ」

　気づけば雛花は、自らその手を摑つかみ取っていた。

（……どうして）

　己の不可解な行動に、後付けの理由を必死に考える。

「もともと……怖いわけじゃなくてよ。──許せない、だけ」

　そう。からかわれて、むきになっただけ。

　懐かしくなんて。あのぬくもりが慕したわしくなったなんて。

　断じて、あり得ない。

　雛花は、彼の眼を見上げる勇気がなくて、つっけんどんに言い置くと、視線を逸らして布団を被り直した。

　離す機を逸いつした大きな手は、昔と変わらず少しひやりとして、それでも皮ひ膚ふ一枚の下にある熱をたしかに感じさせて。

「……そう。ありがとう」

　志紅は苦笑すると、何気なく指と指を絡ませてきた。

（ひぃっふぅっほ!?）
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　まるで、夫ふう婦ふや恋人同士がするような仕草に、雛花は奇き天て烈れつな悲鳴を上げかける。声に出すのはかろうじて堪こらえた。しかし、彼のほうは、どうも本気で無意識だったらしく、びくりと大きく身をのけぞらせた雛花に涼しい声で尋たずねてくる。

「どうかした？」

　不思議そうに問われ、雛花は上ずった声で「べっつに!?」と叫さけんだ。どうも、今度こそ意識しているのは自分だけらしい。

（こ、……この男は、もう！　これ以上いいように振り回されてたまるもんですか）

「わたくし、これから三秒で寝ますわね！　本当ですからね！　おやすみなさい！」

　これ以上余計な事態に発展する前に寝てしまおう。雛花は無理やり言い放つと、やけっぱちで布団を引き上げて顔を隠し、ついでに精せいいっぱい首をひねって壁のほうに向ける。

　ぎゅっと目を瞑り、狸たぬき寝ね入いりを決め込むことにした。

「……小花？　もう寝たの」

　やがて、志紅の問う声が耳に届いたが、もう何があっても返事はすまいと誓ちかった雛花は、断固無視を貫つらぬいた。

　自分のわざとらしい寝ね息いきが闇色のしじまをかすかに震ふるわせて、妙に気き恥はずかしい気持ちになる。

　──と。

　くすり、と彼が小さく笑う気配がした。

　続けて、指先に、次いで手ての甲こうに。ひやりと冷たい感触。

（え……）

　くちづけられたのだと気づいた雛花は、寝息の演技が乱れそうになるのを必死に押おし隠かくした。

「おやすみ、〝雛花〟」

（……っ!?）

　呼ばれたのは、子供の頃の呼び名ではなく、本当の名前。

　その、意図するところは──？

（な、……っから、それは反則だって言ってるじゃない!!　……言ってはいないけど！）

　また妙な悲鳴を上げかけるのを必死に隠し、雛花は頭の中でひたすらに「早く寝てしまえ」と自分に言い聞かせた。

（あ、でも。……ちょっと、本当に、眠くなってきたかも……手が、あったかくて）

　昨晩は、四妃の夜泣きで一いつ睡すいもできなかったせいかな、と考えかけた頃には、坂を転がり落ちるように、雛花はすっかり深い眠りに引き込まれていた。
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（今度こそ眠ったのか。……それにしても、狸寝入りが下へ手たすぎるよ、小しよう花か）

　隣となりで眠る雛すう花かの寝顔を、上体を起こしたまま、志し紅こうは飽あきることなく見つめていた。

（男と同どう衾きんして、ここまで無防備に眠られるのも、少し思うところがないでもないけど）

　手を繫つなごうと誘いかければ、照れらしきものが垣かい間ま見みえたのは最初だけで、鵞が鳥ちようの羽でも毟むしるがごとく無造作に摑つかみ返され。ならばとさりげなく指を絡ませてみると、それすらきれいにかわされるとは。なかなか、この想おもい人は手ごわい。

（……そんなに、安全な男をやっていたつもりはないんだけどね。幼おさな馴な染じみなんて、役得かと思いきやそうでもない……）

　はあ、と深くため息をつく。

　正直、年上の矜きよう持じもあって余よ裕ゆう綽しやく綽しやくを装よそおっていたが、志紅は志紅で「これは幼い頃ころの小花」と自己暗示をかけ続けていた。まさか相手も同じことをしているとは思いも寄らない。

　なにせ夜着の袷あわせから覗のぞく真しん珠じゆの肌はだは匂におい立たつようで、ほどかれた長い黒くろ髪かみとのくっきりとした対比がどきりとするほどなまめかしい。その身体が柔らかいこと、驚おどろくほど脆もろいことは、一度唇を重ねた時に知っている。

「……他の男の前ではやらないでほしいな。させるつもりもないけど」

　目の毒にもほどがある。雑念を振ふり払はらい、志紅はため息をつく。

　繫いだ手は、ほどかれる気配がない。起こさないよう、もう一方の手で彼女の髪を撫なでる。伏ふせられた長い睫まつ毛げが震え、珊さん瑚ごの唇がほにゃりと微笑ほほえんだ。幸せな夢を見ているのかもしれない。志紅も思わずつられて口くち許もとをほころばせる。

（昔に、戻ったみたいだ）

　都合のいい幻げん想そうだと分かっていながら、そう思わずにいられない。優やさしい過去や、築き上げた彼女との関係を壊したのは、他でもない志紅自身だというのに。

　握にぎった雛花の手は、白く小さく、滑なめらかだ。剣など持ったこともない手しゆ指し。美しく整えられた、桜貝の爪つめ。手首から伝わる脈みやく動どうとほのかなぬくもりが、それがたしかに命を持っていると伝えてくる。

　窮きゆう奇きに命を狙われ、神々に少しずつ自じ我がを食はまれ。そんな自分たちを取り巻く現実など噓うそのように、夜の闇はとろりと優しく、過ぎる時間は無限のようにただ、穏おだやかだ。

　白い手を額に押し当てて目を閉じ、志紅は長く息を吐はく。

「小花。……信じてくれなくてもいいよ。恐おそれても、嫌きらっても、憎んでもいい。ただ、生きていてくれさえすれば……」

　ふと。

　奇き妙みような気配を感じ、志紅は瞼まぶたを開け、雛花の寝顔を見た。

（……？）

　眠っていると思っていたのに、いつの間にか、彼女の孔く雀じやく緑みどりの眼まなこはぱっちりと開いてこちらを捉とらえている。

「小花。いつの間に起きていたんだ？」

　あまりに気配がなかったため、志紅はぎくりとしつつ苦笑した。

　そして、さらに違い和わに気づく。

　己おのれは武人だ。それも、誰よりも飛び抜けて人の気配に聡さとい。だというのに、雛花が目覚め、あまつさえこちらを見つめていることに、まったく気づかなかった。

（あり得ない）

　それは、己の精しよう進じん不ぶ足そくを嘆なげくのではなく、単なる事実だった。自分の技量など自分が一番よく知っている。雛花の視線に気づかないことなど、あり得ないはずなのだ。

　雛花は一言も発さず、ただ、じっと濡れた瞳でこちらを見上げている。ざわ、と胸が騒さわいだ。

　今の彼女が放つのと、よく似た空気を知っていた。簒さん奪だつの前。己を呼び出し、宗そう室しつの真実を話した黒こく煉れんの身に降くだったものに──

「かわいそうな桃とう華か源げんの贄にえたち」

　不意に小さな唇が紡つむいだ声に、先ほどとは違う意味で心臓を摑まれる。氷を背に滑すべり込まされた心地がした。

「小、花」

　呼びかけて、そのまま後が続かない志紅に、雛花はふふっと笑みをこぼした。およそ彼女らしからぬ、しどけなく艶つやめいた表情で。

　声も出せずに瞠どう目もくする彼の手を引き寄せて弄もてあそぶと、雛花は詠うたうように続けた。

「この天てん后こうの雛ひなが大切？　新たな皇こう帝てい。では、もがいて、取り戻してみせるがいいよ。この雛は、もうすぐ命を終える。その前にね」

　そして、そのまますうっと瞼まぶたを伏せ、再び静かな眠りに落ちていく。

　月明かりの下、何事もなかったかのように穏やかな寝息を聞きながら、志紅は凍こおりついたまま動けなかった。
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（はあ、一日ぶりによく寝たわ……！）

　翌朝すっきりと雛すう花かが起き出した時には、志し紅こうの姿は室へやになかった。代わりに珞らく紫しが控ひかえていて、「寝ね坊ぼうですよ」と半はん眼がんを向けてくる。

「あら？　紅こう兄にいさ……志紅は」

「とっくの昔に朝ちよう議ぎに向かわれましたよ。夜に比べればまだ安心とはいえ、あなたをこちらに置いていくことに、ずいぶん後うしろ髪がみを引かれているようでしたけどね。で、どうでした？　熱い一夜は……まあ過ごせてないんでしょうねえ、そのご様子じゃあ」

「当たり前でしょう」

　過ごしてたまるか。顔をしかめる雛花に、「同じ布ふ団とんで寝て何もないって。うまくいかないもんですねえ」と珞紫は呆あきれたように大おお仰ぎように肩かたを竦すくめてみせた。

「四し妃ひたちの様子はどう？」

「皆さまお変わりないですよ」

「……そうなの」

　それは朗ろう報ほうでもあるし、悲ひ報ほうでもある。老ろう妃ひ嬪ひんたちのお世話がうまくいって、快適に過ごせているようだという意味ではいいことだが、窮きゆう奇きがいまだ尻しつ尾ぽを出さないということでもあるからだ。

（窮奇は、真実を嫌い、いつわりを好むけだもの……）

　女じよ媧かの言葉を思い出す。

（そして窮奇の術を退しりぞけるには、皇こう帝ていと天てん后こうで協力が必要不可欠だって、紅兄さまに話しそびれてしまったわ。後で伝えなくちゃ）

　なんにせよ、誰が窮奇かあらかじめ当たりをつけるのは必ひつ須す事じ項こうだ。絶対に失敗できないし、正体を顕あらわした渾こん沌とんの魔まから他の妃たちを守らなければならない。

（噓を看かん破ぱできるようなことを、何か四妃たちに持ちかけられたらいいんだけど……）

　軽くこめかみを押さえ、雛花は目を伏せた。

「とにかく、もう一度、皆さまと会ってみましょう。それで、思いつく限り、いろいろ試ためしてみればいいわ」

　本日も動きやすい簡素な綿の襦じゆ裙くんに着替え、紐ひもで袖そでを絞しぼった雛花は、めげずに四妃たちの待つ部屋へ向かっていった。

　そして、泣き叫ぶ茗めい貴き妃ひから顔面狙いで手当たり次第におもちゃを投げつけられ、新しい言葉を覚えた葵き淑しゆく妃ひに指さしつきで「おにババア」呼ばわりされ、桐とう賢けん妃ひのせがむまま『お獅し子しおどり』と『麒き麟りんさんごっこ』と『白はく澤たくさまのうた』に時間無制限で付き合い、李り徳とく妃ひに「おじさんくさい小姐おねえさまなんて、だいっきらい！　気持ち悪い、あっち行って！」と情け容よう赦しやない罵ば声せいを浴びせられつつ、今日も今日とて保育に専念することになる。

「あ、でも、楽だわ……。灰かい英えいたちが来てくれたお蔭で、前に比べて圧倒的に楽……！」

「そんなこと言って、目が死んでますけど娘にやん々にやん」

「わたくしを多くの老ろう婆ば助ける従って子供飼育の容よう易いになり健康です……」

「なんか台詞せりふも珍ちん妙みような翻ほん訳やくみたいになってますし。……ん？　何書いてるんですか？」

　乏とぼしい体力が限界を迎えたので、老妃嬪たちにしばし四妃のお世話を任せ、部屋の隅でぐったりと机に懐なつきながら書き物をしていた雛花は、珞紫の質問に顔を上げた。

「ああ、四妃のご両親にお手紙を書いていたの。今日の皆さまのご様子をね」

　彼らの心中は察さつして余りある。娘が窮奇に殺されてしまうかもという恐怖に始まり、年とし端はもいかない我が子をたった一人で後こう宮きゆうに送り出す不安まで。そう考えた雛花は、託たく児じ責任者として、彼女らの様子を逐ちく一いち伝える手紙を出すことにしたのだ。

「半日経たないうちに、長文のお返事が一斉に届いたの。皆さまの癖くせや好みなど事細かに書き報しらせていただけたし、ほんの思いつきだったけど、結果的によかったわ。もう帳面化して毎日やりとりすることにしたから、名付けて『後宮連絡帳』ってところね」

　それを聞くと、珞紫は軽く目を瞠みはった。

「なるほど、考えつきもしませんでした。そういうとこ気づくの、さすがですよね」

「そうかしら、ありがとう。でも、子供を預かる施設としては充実しても、後宮としては健全さからどんどん遠ざかってる気がしないでもないけど、まあいいわ……」

　葵淑妃の両親宛あての帳面に『今日は新しい言葉を覚えました。毎日の成長が楽しみです』と当あたり障さわりのない変換済みの内容を書きつけながら、雛花はふと手を止めて考える。

（ここに来る前の、皆さまの普段のご様子を知れるのもありがたいわ。葵淑妃さまは、お母さまにべったりの甘えんぼうで、お饅まん頭じゆうと桃とふかしたお芋いもが大好物だとか。桐賢妃さまは神しん獣じゆうが大好きで、将来の夢は獅子になって麒麟の友達を作って白澤に弟子入りして獬かい[image: 〓]ちの背中に乗ることって……なんとも盛りだくさんっていうか、あの不思議なお遊びの数々の理由が分かったわね……）

　また、彼女たちと接するうちに、それぞれの個性が摑めてきたところもある。

　最年少の茗貴妃は、まだほとんど言葉も通じないが、人見知りが激しく、近づくと激しく怖がって泣く。癇かん癪しやく持ちで、よく暴れてはものを壊した。ときどき、母親や乳う母ばの姿を捜しているのが胸に迫せまる。

　葵淑妃は、口くち癖ぐせからして「媽マ媽マはどこ？　おうちにかえる」だ。普ふ段だんは頑がん張ばって我が慢まんしていることもあるが、ふとした瞬しゆん間かんに泣き出し、そうすると誰も手をつけられないほどの大だい絶ぜつ叫きようになる。ついでに茗貴妃も共鳴するので、惨さん劇げきに発展する。主に聴ちよう覚かく的てきな意味で。

（その点、桐賢妃さまは朗ほがらかで明るくてあやしやすいけど、活発すぎるっていうか、あのお獅子おどりに毎回付き合うのはちょっと体力が……。問題は、李徳妃さま）

　彼女自身は、五歳という年ねん齢れいに似合わず落ち着いていて、泣いているのを見たことはないし、一見聞き分けもよさそうである。しかし、他の妃の暴言やご乱行を、たびたび李徳妃が煽あおっているようなのだ。たとえば葵淑妃に『おにババア』と教えたのは、どうも李徳妃のしわざらしい。

　そして、もうひとつ。

（李徳妃さま、……虚きよ言げん癖へきがあるのよね）

「あそこを、おっきい、にゃあにゃがとおったのよ。ほうっておいて、いいの？」

「にゃあにゃ？　猫ねこなんてどこにも……？　って、大きい猫ですって……!?」

　先ほども、部屋の隅すみを指さして袖を引いてくる李徳妃に、雛花はぎくりとしたものだ。窮奇の真の姿は、翼のある虎とらである。慌てて示されたほうを見るが、何もいない。

「噓ついたんですの!?　どうして」

「しーらない」

　雛花が振り返って李徳妃を咎とがめると、ぷい、と彼女は頰を膨ふくらませて知らんぷりする。

（どうしてそんな噓を……それに、わざとわたくしたちを困らせている様子なのが怪あやしいわ。他の人の意見も訊いてみたいけれど）

　無論、乳幼児を追いかけて駆かけずり回っているのは、雛花や珞紫ばかりではない。

「はあ、元気だねえ、ガキんちょってのは。大人を好き放題振り回して、いい気なもんサ。まったく、この歳としになって子こ守もりに精を出すことになろうたぁ思わなかったねえ」

　いくら雛花たちより手慣れているとはいえ、年齢的な限界もあり、やはりへとへとに疲つかれきっている妃嬪軍団の肩を揉もんだりお茶を淹いれて労ねぎらいつつ、雛花はふと額の汗あせを拭ぬぐう灰かい英えいに尋たずねてみた。

「お疲れさま、灰英。ねえ、……噓つきっていう条件から見れば、この中で一番怪しいのは李徳妃さまなのかしら……」

「うーん……残念だけど、そんなこたァないだろうねえ」

　しかし、返答は無情だ。

「そもそも茗貴妃は赤あかん坊ぼうの域で、まともに話が通じないだろ。かといって、李徳妃以外の妃たちも、今までまったく噓をつかなかったわけじゃないんだよ」

「じゃあ……ひとりひとりとじっくりお話をして、手がかりを探す……なんてことは」

「無理無理。この子らが、今までジッと黙ってあんたの話を聞いてくれたことがあったかい？　ま、画え巻まきの読み聞かせや人形遊び、おままごとなんかなら全員一緒に楽しんでくれちゃいるが、みんな同時に参加できることは稀まれ。途と中ちゆうで絶対に誰かが飽あきて、泣いたり、脱だつ走そうを試みちまう。そうは思わなかったかい？」

　乳幼児の気はかくも移ろいやすい。灰英の言葉に、雛花はぐっと唇を嚙かんだ。四妃と接するようになって、嫌いやというほど実感していたからだ。

「雛花さま。第一、子供ってのは噓をつこうと思ってついてるわけじゃないんだよ」

　最後に、灰英はそう付け足した。

「あの子たちと大人じゃ、見ているものが全然違う。目線はもちろん、常識も経験も言葉も何もかもね。アタシらが噓だと思っても、それはあの子たちにとっては真実なのかもしれないよ。子供ってな、虚きよ実じつがない交ざった世界の住人なのサ。そういうもんだよ」

「それは……そうかもしれないわね」

　たとえば先ほども、雛花には視みえなかった〝猫〟が、李徳妃には視えていたのかもしれない。桐賢妃だって、将来の夢は〝獅子になること〟なのだ。彼女たちの中では、魚が空を飛べたり、人間が建物と同じくらいの背せ丈たけになれたり、願うだけで一日千里を駆けることもできるのかもしれない。

　けれどいつしか、幼い頃に当たり前に夢見たことが少しずつ形を変え、虚きよ構こうを現実という壁で隔へだてて世界から取り除いていく。子供の成長とは、そんなものなのだろう。
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　そうして、陽がすっかり暮れた後。

（……手て詰づまりだわ）

　珞らく紫しを下がらせた室内で、いつ終わるともなく響ひびく夜泣きを聞きながら、雛すう花かは額を押さえた。子供は泣くものだというが、いくらなんでも毎晩ここまで絶叫するものだろうか。

（それに、一いつ瞬しゆんたりとも目が離せないから、子供のお世話に一度巻き込まれるとそもそもお世話以外のことが何もできない……！）

　不慣れなこともあるが、とりあえず厳げん然ぜんたる事実だと思う。世のお母さまがたの苦労をしのび、騒そう動どうが落ち着いたら、亡なき母の宗そう廟びように参ろうとひそかに決意した。

　ぽす、と寝台に腰こしかけ、雛花は深くため息をつく。志し紅こうは政務が立て込んで遅おそくなるらしい、と珞紫から伝言を聞いていた。

（作戦を変えたほうがいい、ってことよね）

　今までずっと、受動的に四し妃ひたちに対応し観察することで、何がしかの糸口を摑つかもうとしてきた。

　では、次に打てる手を考えるとすれば。

「……女じよ媧か。いらっしゃる？」

『はいはーい、いるよー。どうしたの？　僕の天てん后こう』

　宙ちゆうに向かって低く呼びかけると、ふわりと目の前に金色の光が散る。

　白い衣きぬを揺ゆらめかせ、すぐ傍かたわらに青年姿の女媧が浮うかんでいた。

「なんだか寝しん室しつに見た目だけでも若い男がいるって妙な感じですわ……。できれば、龍りゆうか、伝でん承しようどおり蜥蜴とかげの姿になっていただけると嬉うれしいんですけども」

『え、やだよ僕こっちのほうが趣しゆ味みだもん。で、なんの用だって？』

　とりあえず伝えた要望は却きやつ下かされてしまう。仕方なしに、雛花は本題に入った。

「窮きゆう奇きをいぶり出したいの。何かいい手はない？　そろそろ、待つだけじゃ限界だわ」

『んー、なるほど？　ちょっと待ってね』

　宙をさまよいながら、人差し指を口許に当てて思案を巡めぐらせていた女媧だが、やがて面おも白しろいことを思いついたように舞まい降おりてきた。紗しやの披ひ帛はくがふわりと遊んで、気まぐれな胡こ蝶ちようのようだ。

『いいこと教えてあげる。窮奇の狙いはきみだってのは知ってるよね、天后の雛ひな』

「ええ。……饕とう餮てつといい、四凶の侵入を立て続けに許すほど、韻いん容よう五ご彩さいの布目が緩ゆるんでいることがまず問題だけれど」

『まあ、それは今は置いとこうよ。じゃあ、どうして一度も奴はきみのことを狙って来なかったんだと思う？　せっかく同じ後こう宮きゆうで、ごく近くで生活しているのに、喰い殺す機会なんてごまんとありそうなものじゃないか』

「それは……そうなのよね」

　実は、せっかく囮おとりになるからにはと、わざと姫君と二人きりになる時間を作ってみたり、ふらふら一人で出歩いてみたりと、雛花も工夫をしてみたのだ。結果はすべて空振り。窮奇が出現することはなかった。

（すぐそばに標的のわたくしがいるのに、窮奇が襲って来ない理由……？）

　口許に手を当てて思案していた雛花は、はっと思い当たって息を吞んだ。

「兵士がいるから……だわ。いいえ、正確には、兵士の目があるから」

　窮奇の最大の武器は変へん幻げんだ。正体を見誤った相手とその周囲を、窮奇は無条件に渾こん沌とんに引きずり込んで喰らうことができる。天后や皇帝もその例外ではない。

　そして、窮奇は狡こう知ちのけだものでもある。

「わたくしに襲いかかった瞬間に不在にしている四妃が、すなわち窮奇。それを踏まえたうえで、正体を暴いて叩く作戦だったのだけれど……隠れて監視する兵の気配を察さつ知ちされていた。あっちのほうが一枚上手だったってこと……？」

『大正解。もちろん、窮奇なら見張りの兵を殺すなんて簡単だろうけど、そんなことをすれば墓穴を掘るだけだしさ。もし、うまいこときみだけ殺せたとしても、すぐに皇帝にボコボコにされちゃうわけだから』

　女媧はふわふわと雛花の周囲を回りながら、うんうん頷いている。

「つまり、志紅や兵がわたくしの安全に目を光らせている限り、窮奇は絶対に尻しつ尾ぽを出さない……囮作戦を成功させたいなら、どうあってもわたくし一人だけで窮奇を退治しなくてはならない、と。そういうこと？」

『そーゆーこと。で？　どうしよっか。まあね、窮奇の力で一番厄やつ介かいなのは変幻だから、向こうからそれを解いて襲って来てくれるとしたら、なんとか天き后みだけでも対抗できるかもしんないけど……相手は腐くさっても四凶だしねえ。誰も助けてくれない状況を自分から作り出すなんて、結構、危ない橋じゃないかなあ』

「いいえ、やるわ。協力して」

　きっぱり断言する雛花に、『決断はやっ！』と女媧は目を剝むいた。

『僕の話聞いてた？　殺されるかもしれないんだよ？』

「そうね、桃とう華か源げんの支柱なのだし、わたくしに巻き込まれて女媧あなたまで消しよう滅めつするのは避けたいわ。いざとなったら、あなただけでもどうにか逃げることはできる？」

『あー、うん。窮奇にやられる前に、心臓とか脳を捧げてくれたらどうにか……えっ、心配するとこ、そこじゃなくない？』

「もちろん死ぬ気なんてなくてよ。危険だっていうのも分かってる、けど……」

（わたくしがなぜ、天后になりたいと思ったのか）

　──この目に映る人々の、何気ない日常を守りたい。そのためなのだ。

「特に四妃の皆さまなんて、家柄と容姿と若さで輝かしい将来を約束された最強の嫉しつ妬と物件なの。ちゃんと幸せを摑んでもらわなくては困るのよ。窮奇の犠牲になんてさせてたまるものですか」

『うわ、独特の感性だね。ドン引き』

「ちょっとは包つつみなさいよ!?　でも、……助けたいんだもの」

　彼女たちをどうにかして救いたい。救うには窮奇を倒さなくてはならない。窮奇を倒すには単身で戦うしかないというなら、出すべき結論はおのずと決まってくる。

「だから、必要なら仕方ないんじゃないかしら」

『ふーん。まあ、いいんだけどさ。自分のことなのに、ずいぶん割り切ってるんだね』

「？　そういうものではないの？」

　雛花が首を傾げると、女媧は少し意外そうに片かた眉まゆを上げた。

『ひょっとして、きみさぁ……。あ、いや、やっぱりいいや』

　何か言いかけたが途中でやめてしまう女媧から視線を外し、雛花は周囲を見回した。

（珞紫は隣の部屋。外に立っている見張りは、四妃たちの部屋についている兵も含めてそれぞれ扉とびらの両りよう脇わきに二人。あとは、回かい廊ろうの要所に一人か二人ずつ……。紅こう兄にいさまが部屋に来るまでが勝負ね）

　漏ろう窓そうからそっと外を窺うかがい見る。

　月はすでに高い。窮奇をおびき出すなら、狭せまくて夜間でも人通りの多い後宮の里なか院にわよりも、広くて閑かん散さんとしている外がい廷ていの園林のほうが都合がいいだろう。

「また後宮を脱ぬけ出すことになるけど……この時間に人が少ない場所っていえば、やっぱり城門近くの前庭かしらね」

（しばらく誰にも見つからないように時間を作るためには……）

　問うでもなく呟つぶやき、雛花は女媧をまっすぐに見た。

「さっそく教えて、女媧。向かう先誰もを眠らせるために、【眠みん】の字を使うには、わたくしはどこをあなたに捧ささげればいいの？」
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　さて。

　時は少し遡さかのぼり、雛すう花かが保ほ育いく後こう宮きゆうで奮ふん闘とうしながら頭を悩ませているのとほぼ時を同じくして、政務の傍かたわら、志し紅こうもまた、禁きん城じよう外がい廷ていでもの思いに沈んでいた。

　黒こく檀たんの大きな執しつ務む机づくえには、竹ちく簡かんが山と積み上がっているが、いずれも処理済みだ。そのうち文官が機を見て取りに来るだろう。仕事に没ぼつ頭とうしている間は考え事をしなくてすむのに、こんな日に限って順調に片付いてしまう。

（悩む暇があったら早く後宮に戻って、小しよう花かの護衛を……いや）

　ふと右手を目の前にかざし、双そう龍りゆう戯ぎ珠じゆの吉きつ祥しよう紋もんが施ほどこされた黒い手て甲こうを外すと、その下から、くっきりとした黒い紋もん様ようが現れた。

　蓮はすの中央には〝容よう〟の蓮れん華か龍りゆう鱗りん紋もん。──この身に伏ふつ羲きを宿す証あかし。

「そこにいるんだろう。伏羲」

　志紅が短く呼びかけると、やがて、椅い子すの背もたれに落ちた己おのれの影から滑り出るように、小さな黒い蜥蜴とかげが現れた。

『真しん君くんをつけよ、無礼な奴やつめ』

「ばけものに礼を尽つくす必要を感じない」

　ちろりと赤い舌を出して不満を述べるのは、創そう世せいの二神の片割れ、伏羲だ。志紅が賭かけに負ければ、その身は伏羲のくぐつとなる。だが、己の身命について、志紅は特に気にかけたことはない。

『珍しいな。お前から我われを喚よぶとは。いつも、そうやって可愛かわいくないことを言っては邪じや険けんにするのに。宗しゆう旨し替がえか？』

「無む駄だ口ぐちに付き合う気はないから、端たん的てきに答えろ。……昨夜のあれは、どういうことだ」

『昨夜のあれ、とは？』

「とぼけるな」

　四六時中、伏羲に見張られていると考えていた志紅は、間の抜けた伏羲の答えに気け色しきばむ。お前は意外に単純で気が短い、と黒こく煉れんに評されたことを、ふと思い出した。

「一瞬、小花に女じよ媧かが乗り移っただろう。……彼女はまだ覚醒しきっていない。あんなふうに、身体を奪われる段階にはなっていないはずだ」

　神々は、力を与あたえる代わりに、生いけ贄にえの魂たましいをゆっくりと食はんでいく。つまり、まだ女媧の力をうまく使えない雛花であれば、これ以上の女神の降臨を避ければ、どうにか引きはがす手立てがあるかもしれない。それが志紅の見立てだった。

　──けれど、もし。

　雛花が、今にも女媧の餌え食じきになろうとしているならば。

『記憶にないな。我のあずかり知らぬことだ』

　しかしこれは、伏羲にけんもほろろに切り捨てられた。

「知らないことはないだろう。……見ていたんじゃないのか？」

『いいや。我が眠っておった時のことやもしれぬ。そうか、女媧が……。それは間が悪かったものだ。久方ぶりに、愛いとしい妹と語らえたものを。残念、無念』

　己と同じ緋ひ色いろの眼に非難の色を乗せ、呼んでくれればいいのに、と言わんばかりの伏羲に、志紅は顔をしかめる。予想外だった。

「神々も眠る時があるのか」

『なに、お前たち人間の眠りとは似て非ひなるものよ。眠るより、沈む、と表したほうが正しいような類たぐいのな』

「？　沈むって、どこに」

『強しいて言うなら渾こん沌とんだ』

「……」

　神々の営いとなみはよく分からない。話題が逸それたことに気づいた志紅は、それきり伏羲に興味を失った。

「……用は終わりだ。失うせろ」

『こら。神に向けて、野の良ら犬いぬでも追い払うような仕草をするな。覚えておくがいい。いずれお前の身体を得た時には、志紅陛へい下かご乱心と臣下どもに慄おののかれるようなとんちきな振ふる舞まいをしてやるからな。素すっ裸ぱだかで歌って踊おどりながら禁きん城じよう縦じゆう断だんなど序じよの口くちだぞ』

「……好きにしろ。黙って乗っ取られる予定はない」

『本当に可愛かわいくない子供だ。全ぜん裸らで徘はい徊かいする時に、下着が残っていると思うなよ』

　幼よう稚ちな捨すて台詞ぜりふを笑い含みに残し、伏羲は再び志紅の影に身を浸ひたした。

　──が。思い出すことがあったのか、不意についと顔だけ出してこちらを見てくる。

『ひとつ、言い忘れた。所しよ詮せんは、遅いか早いかなのだとな』

「……なんだと？」

『女媧が雛花公こう主しゆを選んだ以上、あの娘が妹のものになるのは必ひつ定じようなのだ。それが遅いか早いか。それは器うつわの資質に依よるところが大きい』

　つまり、力を使おうが使うまいが、天てん后こうとして覚かく醒せいした以上、自じ我がが数年持つこともあれば、あっという間に喰い尽つくされてしまうこともある。

『しかし、我が妹がそんなに早くな。そうか。きょうだいでひときわ美しく、意思が強く。見込みどおり、あれはよい器のようだ』

　けらけらと笑って、伏羲は赤い瞳で志紅を捉える。彼の双そう眸ぼうを模したそのまなざしを受け、志紅はぬるい汗が滲にじむ手のひらを握り込んだ。

（見込みどおり、だと）

　──それではまるで。

（そもそも、小花が女媧に選ばれることを想定していた、ような……）

『せいぜいあがけ。あの天后の雛ひなも、お前も。宿命からは決して逃のがれられはしない。儚はかなく愚おろかな人の子──志し青せいの倅せがれよ』

「な、っ……待て！　伏羲！」

　笑い声だけをその場に残し、伏羲は今度こそその場から消えた。あとはもう、幾いく度ど呼びかけても顕あらわれず。

　昨晩に火のついた焦しよう燥そうが、いよいよ激しい炎ほのおとなって胸を焦こがす。

　──このままでは、雛花が危ない。

　窮きゆう奇きに殺される以前に、心を女媧に喰い荒あらされて、彼女ではなくなってしまう。

（……どうすればいい！）

「くそっ……！」

　短く吐はき捨すて、志紅は苛いら立だつまま竹簡を手で払った。がしゃん、と音を立て、それらは床石の上で弾はずむと同時に綴とじ紐ひもが外れ、ばらばらになる。その拍ひよう子しに、忌いま々いましい紋様の浮かんだ己の手の甲が目に入り、いっそ皮膚を引ひき裂さき焼いてしまいたい衝動に駆られた。

　──とうとう、最も恐れていた事態が起きてしまったのか。彼女を救う、なんの手立ても見つからないままに……。

「……小花」

　ぐしゃぐしゃと前まえ髪がみを指で搔かき回して呻うめく志紅の前に、すっとひとつの影が落ちた。

「失礼いたします、陛下」

「……彗すい縹ひようどの」

　鮮あざやかな緋ひ袍ほうに白い羽う扇せんをひらりと合わせ、気づけばすぐそばに彗縹が立っていた。

　人の気配は少し前から感じ取っていたが、頓とん着ちやくする気になれなかった。憔しよう悴すいしきった志紅の様子に、彗縹はわずかに笑みを引き、眉まゆをひそめる。

「いかがなされた？　先日、お疲つかれのご様子とお見受けいたしましたので、無ぶ聊りようをお慰なぐさめするためにこちらをお持ちしたのですが……」

　彼が手に持っていたのは、菓か子しや茶の類たぐいかと思いきや、小ぶりな木製の鳥かごだった。

　中に、白い羽う毛もうの交じった金茶色の小鳥が入っている。詳くわしくはないが、手のひらに収まるほどの大きさや太いくちばしからして腰白金腹じゆうしまつだろう。

「妻のお気に入りの飼い鳥でして、頼んで一羽譲ゆずってもらったのです。よく馴なれていますよ。手に乗せると至し極ごく癒いやされます。こう、ぺったりと白いお腹なかをくっつけて休まれると、ぬくもりに昇しよう天てんしそうになりますね。どれ、おひとつ。そうれ、もふもふ」

「結構です」

　かごから取り出した小鳥を無理やり手のひらに乗せてくる彗縹に、とっさに押し返しつつ、志紅はどうしたものか迷う。そんな場合ではないが、居ても立ってもいられないほどの焦あせりが殺そがれたのは事実だ。

　しばらく彗縹は、「それは残念」と眉まゆ尻じりを下げながら、ぴるぴると囀さえずる小鳥を眺めていたが、「ところで」と不意に声をひそめた。

「また悩み事でいらっしゃいますか。私でよろしければ、ご相談に乗りますよ」

「……いえ、……」

　言葉にして伝えるわけにはいかないし、そもそもこれは、志紅が己で解決すべき問題だ。伏羲の賭けに乗ったのは、志紅自身なのだから。

　結果、眉まゆ根ねを寄せて「……なんでも、ありません」と掠れた声でかぶりを振る志紅に、彗縹は首を傾かしげつつ、何かを察したようだった。

「それでは、お気が晴れるように雑談でも少し。時に陛下。私は軍人でございますが、令れい牌はい術じゆつも能よくしております」

「？」

　そんなことはよく知っている。

　急にどうしたのだろうと訝いぶかしむ志紅の前で、「おひとつご覧に入れましょう」と前置くと、おもむろに彗縹は己の冠かんむりに手をやり、その下の髪を貫つらぬく簪しんを引き抜く。

「この簪は、お恥はずかしい身の上話で恐きよう縮しゆくですが、若い頃に私の妻が贈おくってくれたものでございまして。この小鳥が、よく止まり木のようにして遊んでいたものです」

　つらつらと口上を述べると、彗縹は手のひらの上の小鳥を撫でる。同じく妻から贈られたというそれを。

　──次の瞬間。

　彼はなんのためらいもなく、鳥の喉のど首くびを摑み、簪の先で貫いた。

「……!?」

　まるで手すさびのような気軽さだったので、志紅は一瞬反応できず、呆あつ気けに取られたままその凶きよう行こうを見守るしかない。

　彗縹の手の上にぐったりとした小鳥の身体から、赤い血が流れ出す。薄うす目めは開いたままで、その命が無む惨ざんに散らされたことを示している。

「損そん傷しようは小さいほどいいのですが。……さて」

　彗縹は懐ふところから灰色のものを取り出すと、串くし刺ざしになった小鳥にそっと添そえる。小さな石せつ剣けん。令牌だ、と察したところで、ぼんやりと手の中の小鳥が燐りん光こうを放つ。

「──〝易えきに太たい極きよくあり、これ両りよう儀ぎを生ず。両儀未いまだ分かれず、その気渾こん沌とんたり。清せい濁だく既すでに分かれ、仰たかき者は天となり、偃ひくき者は地となる〟」

　崑こん崙ろんの石せき碑ひから読み取っただろう呪じゆを唱えると、彗縹は手の上の小鳥から簪を引き抜く。

（……な、……）

　一瞬ののち、小鳥はむくりと彗縹の手の上に身を起こすと、何事もなかったかのように囀り始めた。おそらく、己が一度死んだことにも気づいていない様子で。

　ただ、簪や術士の手に残る血けつ痕こんのみが、その場で小さな凶行があったことを示している。

「彗縹どの。……この術は」

　尋ねてはいるが、志紅は一種確信していた。

　間違いない。

　他でもない志紅が、黒煉に行ったこと。

　抜き取った三さん魂こんを、七しち魄はくを留とどめた屍しかばねに戻す。──よみがえりの禁きん術じゆつだ。

　志紅は、彼に下か賜しされた宝ほう剣けん〝緋ひ霄しよう〟を以て主君の命を奪った。奪う者、奪われる者の間を繫つなぐ絆きずなとなる品が、術の行使に最適とされていたからだ。妻の思い出の品云うん々ぬんは、やはり同じ術なのだと知らせるためだろう。

（命を弄もてあそぶなんて絶対禁きん忌き、伏羲にしか使えないと思っていた。まさか、他にできる者がいたなんて……）

　声を失う志紅に、彗縹はとつとつと説明をくれる。

「我が李り家けでは、数ある崑崙の石碑の中でも最強とされる、経けい書しよや緯い書しよの令牌をいくつか所持しております。先ほど使ったのは、緯書『河か図と括かつ地ち象しよう』の、韻いん容よう五ご彩さいの理ことわりの発ほつ端たんを謳うたう文もん言ごんですよ。……『河か図と』は伏羲真しん君くんの司つかさどられるもの。つまり、令牌に込められた真君のお力を搔かき集めて、お借りしたようなものですね」

「……伏羲の残ざん滓しを使って、その術を使った、と？」

「もちろん皇帝陛下と違って森しん羅ら万ばん象しように直じかに触れられはしませんし、真君と同等にはほど遠いですが、それでもこのくらいは。私もまあ、術士としてそれなりの自じ負ふはございますから。結果はご覧のとおりです」

　さすがに皇帝や天后でも、自然の摂せつ理りを無理やり捻じ曲げ反転させることは叶わない。もはやただの令牌術とは呼べないほどの作さ用ように驚く志紅に、彗縹は囁くように告げた。

「どうぞご留りゆう意いを。……神々の力など、所しよ詮せんはいかようにも代用が可能なのですよ」

「……？　それは、どういう……」

　その言葉の裏に潜むほの暗い何かを志紅が探ろうとする前に、彗縹はにっこりと微笑み、頭こうべを垂れる。

「失礼ながら。陛下には、一刻も早く刻ときを止めてしまいたいものがあるのでは？」

「……彗縹どの」

「そしてそれは、陛下にとっては命に等しい存在。であれば、……何をためらう必要が？」

　ふと、志紅は疑問を抱く。なぜこの男は、自分のことをこんなにも分かっている──分かりすぎているのか、と。だが今は、目の前に示された可能性を摑み取るほうが先決だ。

「たとえば、剣のような大振りな武器で傷つけては、伏羲真君の力がなければ死者となったかたを呼び戻すのは難しいでしょう。ですが、こうした小さな外傷であれば、人の術でも案外どうにかなるものです」

　──この、力があれば。

（彼女の、時間を）

　かつて、黒煉の時間を止めた時。

　雛花にだけは、刃やいばを振り下ろすことなどできないと、思ったはずだった。

　それを決意することがあるのなら、おそらく、この心が壊れてしまった時だと。

（今の俺は、壊れているんだろうか）

　自問は、心のうちで虚うつろに響ひびいた。その答えを、たしかめるすべはない。否いな、歪ゆがんでいようが一向に構わない。おぞましい妄もう執しゆうと謗そしられても、それでも。

（きみを守るためなら、俺は──）

　逡しゆん巡じゆんはわずか。拳こぶしを握りしめ、視線を床に落としていた志紅は、やがて顔を上げて彗縹を見る。

「その術。命を奪う役目は、令牌術士でなくても構いませんか」

「ええ。屍しかばねが新しく、損傷が少なければ、術は後から施ほどこせます。命が失われゆくさなかなら、さらに確実でしょうが」

　決意を秘めた紅くれないのまなざしを受け、手のひらの上で小鳥を撫でながら、亡き父にいまだに忠誠を尽くしているという男の薄い唇が、弧こを描えがく。

「申し上げましたでしょう。私は誰よりも陛下のお味方ですと」
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（志し紅こうの奴やつ、すーぐ思おもい詰つめるからな。また変なこと考えてねえといいけど。というか思い詰めた結果が今のオレなんだけどな）

　月はもう高い。晴せい乾けん宮きゆうの志紅の室へや──むしろかつては自分の部屋だったわけだが──にある、大きな鳥かごの中。暇にあかせてとりとめもない考え事をしながら羽づくろい中だった黒こく煉れんは、扉の開く音にふと頭を上げた。

『おかえり、志紅。久しぶりじゃねえの。しばらく戻らねえのかと思ってたぞ』

「……ひょっとして心配かけてたかな、黒煉」

『いや、雛すう花かんとこに護衛に行ってるってのは聞いてたし……って』

　顔も見ないままつらつらと会話を続けようとして、黒煉は一度言葉を切った。緞どん帳ちようを取りのけて現れた相手は予想どおりのものだったが、その様子にわずかに違和を覚える。

『お前、なんかあった？』

「いや？　別に」

『ホントか？　……なんか、晴れやかですっきりしたような、逆に人生のどん詰づまりに行き当たったような、複雑怪かい奇きな表情してるぞ』

　訝いぶかる黒煉に、「何もないよ」と言い置いてから、志紅は唐とう突とつに尋たずねてきた。

「小しよう花かのことで、黒煉にちょっと訊きたいことがあるんだけど、いい？」

『……おう。なんでも訊けよ』

「俺が贈ったもので、彼女が大切にしている品を知らないかな。装そう身しん具ぐでも着物でもなんでもいいから」

　奇妙な質問だなと思う。意図を尋ねれば、「ああいうことがあって距離ができているから。ご機き嫌げん取りがしたいだけ」だと言う。

　一いち抹まつの不安を覚えつつ、「まあいいか」と黒煉は問われたことについて思案を巡らす。

『お前がらみで、大切にしてるもの……っていうと、雛花に直接聞いたことがあるのはあれだな。極東の琺フアー瑯ラン──七しつ宝ぽう胡こ蝶ちようの簪かんざし』

「あの、五色の？　いつも身に着けている？　あれは俺があげたものじゃなくて、彼女の母ぎみの形見だけど」

　案の定、首をひねる志紅に、『そうなんだけどさ』と黒煉は続けた。

『いや、だいぶ昔の話だけど、オレの弟てい妹まいが連れだって、雛花からあの簪を奪ったことがあっただろ。それをお前が取り返してやったじゃんか。覚えてねえの？』

　その一件をきっかけに、雛花の志紅を見るまなざしが、〝幼おさな馴な染じみの兄さま〟から、〝憧あこがれの人〟に変わっていったのは、そばで見ていた黒煉のみが知ることである。そこまで口にしては雛花がかわいそうなので、一応伏せておいたが。

　顎あごに手をやり、しばらく記憶をさらっていたらしい志紅は、「ああ」と途中で思い当たったように声を上げた。

「そういえばたしかに。彼らへの報復と再発防止のことばかり考えていたから、肝かん心じんの一件を忘れていた」

　嘯うそぶく志紅に『あぶねえ発言だな！』と若じやつ干かん引きつつ、黒煉は志紅の顔を覗き込む。

『で、それがどうしたんだ？　お前が今、なんか変てこな面つらしてんのと関係あるのか』

「あるよ。……ごめん、黒煉」

　かごの位置からは、志紅の表情は、陰になって見えづらい。

『……なんで謝あやまった？』

　膨らんだ不安が、ひときわ大きく警けい鐘しようを鳴らした。

『おい、待て志紅。お前、雛花に何をするつもりだ……!?　志紅、おいっ、どこへ行く！』

　質問に答えず踵きびすを返すその背を引き留めようと、黒煉は体当たりしてがしゃがしゃと銀の格子を鳴らす。けれど、頑がん丈じようなそれはびくともしない。

（雛花……！）

　やがて扉の静かに閉まる音がし、人ひと影かげのなくなった皇帝の私室に、非難めいた鷹たかの鳴き声が短く響いた。
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　──闇やみの深い夜は、窮きゆう奇きが蠢うごめきだす刻とき。

　春が深まっているとはいえ、日が落ちればぐっと冷ひえ込む。

　動きやすい簡素な襦じゆ裙くんに着替えてきた雛すう花かは、髪かみを巻き上げる向かい風に、思わず防寒用の比はん甲てんの前を搔かき合あわせた。雲のない空にはぽっかりと半月が浮うかび、冴さえ冴ざえと青白い光を地表に投げかけている。

「驚おどろいたわ。【眠みん】って、便利な割にずいぶんと安上がりな文字なのね。指先が痛む程度のわずかな血だけで、行き合う誰だれにでも使えるなんて」

『それは、相手を選ばず、一定の効果だけを与えられるように力を使ってるからってだけさ。たとえば皇こう帝ていや魔まを向こうに深く泥どろのような眠ねむりに落とそうと思ったら、やっぱり臓ぞう物もつのひとつも欲ほしいところだけどね？』

「皇帝と魔って。そこふたつは並べられるものなのね、あなたの中じゃ」

　思わず呆あきれる雛花に、やはり青年姿で顕けん現げんした女じよ媧かは、『だって、どこに向けて君が力を使おうが、僕がもらえる対価は同じだからね！』と、明るく笑った。

　油断ならない発言だな、と改めて背筋が冷える。隣となりでぷかぷかとのんきに宙ちゆうを漂ただよう金きん髪ぱつの青年は、当然のことやはり、人間とは本質を異ことにする生き物なのだ。

　現在雛花たちは、後こう宮きゆうを抜ぬけ、禁きん城じよう外がい廷ていの、それも城門のすぐそばにある影えい壁へきの前にたたずんでいた。

　影壁とは、禁城の大だい門もんと相対するように設けられた衝つい立たての機能を果たす一枚石のことで、表面に天てん后こうを示す鳳ほう凰おう、裏うら面めんに皇帝を示す座ざ龍りゆうを彫ほり込こんで鮮あざやかに彩さい色しよくした、いわゆる鳳ほう引いん龍りゆう追ついの紋もん様ようが刻まれている。

　男だん女じよ神しんに守護されるこの国のありようを示す、見上げるほど巨きよ大だいな影壁は、間もなく禁城の果てであることを示していた。閉ざされた門の前に衛え士じがいないのは、すでに眠らせてあるからだ。隙さえあれば脱走を目もく論ろむ日々を送ってきた雛花としては、多少拍子抜けでもある。

　懐ふところにありったけ入れてきた、先日灰かい英えいから受け取った令れい牌はいの残りを握にぎりしめ、雛花は気を落ち着けた。

（紅こう兄にいさまが知ったら怒おこるでしょうね）

　不思議と雛花は、あれほど恐おそろしい目に遭あわされながらも、彼が己おのれのことを大切だと、護まもりたいのだと口にするその言葉に、おそらく偽いつわりはないのだろうと感じていた。

　そして、そのためなら彼が何をするか分からないことも。

（どこにどんな犠ぎ牲せいが出ても、……たとえば四し妃ひの一人や二人が亡なくなってしまうことすら、いざとなればやむなしと判断するかも。紅兄さまに、そんなことをしてほしくない）

　その点において、雛花は彼と永えい劫ごうに相あい容いれない気がしている。──避さけうる犠牲は、仕方がないですまされてはならないのだ。

（……なんて言っても、きっと理解はしてもらえないのでしょうけれど）

　はあ、とため息をつき、とりとめもない考え事に終しゆう止し符ふを打とうとした。その、瞬しゆん間かんだった。

『来たね』

　隣で空中散歩を楽しんでいたはずの女媧が、いつの間にかすぐそばにいる。短く伝えられた言葉に、緊きん張ちようで腹の奥おくがすうっと冷えた。

『ほら、後ろだ』

　端たん的てきに告げられた言葉に続き、背後の影壁がドンと落らく雷らいのような衝撃にたわむ。

「きゃあ!?」

　思わず悲鳴を上げた雛花の前で、敷しき石いしが弾はじけ飛ぶ。まるで礫つぶてのように襲おそい来る石の雨は、しかし雛花に傷一つつけることはない。

（あらかじめ【御ぎよ】を書いておいてよかった……！）

　その文字の成り立ちは、道に呪じゆ物ぶつとなる糸束や杵きねを敷しき、邪じや悪あくの者が入り込まない結界としたことに由来する。

　己の周りを覆おおうように【御】という不ふ可か視しの障しよう壁へきを築いたお蔭かげで、すべての攻こう撃げきは雛花のもとには届かない。犠牲に捧ささげた右みぎ腕うでがじわりと熱を持って痛みを訴うつたえるが、贄にえに関連する文字を書けば術の威い力りよくが増すという触ふれ込こみは、ちゃんと真実のようだ。

（よし。後は、【縛ばく】で窮奇を捕ほ獲かくするか、【斬ざん】で切り捨てるか……！）

　わずかな昂こう揚ようとともに、雛花は窮奇と相対しようと、闇にひそむその姿に目を凝こらした。

（──あ）

　その途と端たん。

　足が、竦すくんだ。

　すぐ間近にいるばけものは、想像の何倍も、大きかった。その昔、志紅の邸やしきで見せてもらった巨大な羆ひぐまの毛皮の、さらに倍はあるだろうか。

　縞しま模も様ようの毛並みは風もないのにざわめき、鷲わしの如ごとき翼が巻き起こした旋せん風ぷうが頰ほおを打つ。開かれたあぎとに並ぶ鋭えい利りな牙きば、ことに下か顎がくから天に向け突き出たそれは偃えん月げつ刀とうにも似て、敷石に痕あとを残す巨大な爪つめとともに威い容ようを誇ほこっていた。

　しゅう、と。生なま臭ぐさい息が、顔にかかる。

（だ、大だい丈じよう夫ぶよ。最初に、猙そうだって倒たおせたじゃない。今回だって……！）

「韻いんと容ようとで……、っ！」

　しかし、お決まりの呪じゆを唱えようとした瞬間、くらり、と眩暈めまいが襲ってきて、雛花はその場にへたりと膝ひざをついた。

（えっ!?　な、なに……これ）

　頭がぐらぐらする。急激な吐はき気けが込み上げ、声を発することはおろか、まともに頭を支えることすら難しい。額を押おさえて混乱する雛花に、女媧が思い出したように告げる。

『あ、言い忘れてたけど。さっき使った【眠】の対価の血液ね。相手は有う象ぞう無む象ぞうだったけど、ちゃんと、行き合った人数分もらってるからね』

「は!?」

『あーらら……気づいてなかったんだ。ためらいもせずバンバン使うから大丈夫かなと思ってたんだけど、やっぱりかぁ。あ、ついでにもうひとつ。気を失ったらその時点で鉄てつ壁ぺきの【御】もおしまいだからね！』

　よろしくねえ、と朗ほがらかに笑う女媧を、雛花は信じられない気持ちで見つめる。

（そ、そういう大事なことは早く言って!?）

　罵ののしろうにも声が出ない。それ以前に、悠ゆう長ちように女媧に構っている暇ひまなどなかった。

「うっ……く！」

　ガギン、と耳みみ障ざわりな音とともに、雛花を守る【御】の障壁が大きくたわみ、防ぎきれなかった攻撃の余波が全身を叩たたく。地べたから伝わる振しん動どうに脳が揺ゆさぶられ、かろうじて保っていた意識が途と切ぎれそうになる。

『うーん、箱入りのお姫様にいきなり窮奇退治は荷が重かったか。さすがにこれは一いち時じ撤てつ退たいかなあ。ま、逃げられればの話だけど』

「……難しい、でしょうね」

　女媧の提案を、一言のもと雛花は退けた。

（この状況で、窮奇がわたくしを逃がしてくれるわけがないわ。それじゃあ、……いっそ相あい討うちになろうがここで倒すしかない！）

　震える足を気力で立たせ、左手で印を結ぶ。

「……いっ、……〝韻と容とで乾けん坤こんを描け、我が右耳をかたしろに我が身に降くだれ女媧娘にやん々にやん〟！」

　絶え間ない攻撃に耐えながら、かろうじて宙に【破は】を書く雛花に、『この期に及んで犠にえを追加するの？　きみって割と向こう見ずだねえ』と女媧が呆れながら力を貸してくれる。

　石を以もつて獣の皮を剝はぐさまを表した一字は、どうにか窮奇を弾き飛ばしはしたが、その巨体を砕くには至らない。

（だめか……！）

　右耳にも激痛が走り、ブツリと音が消えた。頭が朦もう朧ろうとする。次の呪を唱えようとして、声が出ないことに気づいた。もはや、口を開くだけでえずきそうになる。

　そうして雛花が後手に回る間にも、窮奇の牙が、爪が、着々と【御】の障壁を削りつつあった。

（このまま攻撃を受けていたら、とても持ちこたえられない）

　死ぬ。こんなところで。

　天后としてすべきことを、まだ何ひとつ果たしていないのに！

　冗談ではない、と雛花は歯を食いしばる。今まで舐なめた辛しん酸さんや日ごろの嫉しつ妬とと自虐でためた負の力は、こういう時に発散してこそではないか。そう思うのに身体は言うことを聞いてくれず、眼前に迫せまる絶望の影を呆ぼう然ぜんと見つめるしかない。

（呪は、唱えられてあと一度くらいかしら……だったら、いっそ）

　再び地に膝を突き、荒い呼吸を繰り返す雛花の傍かたわらに舞い降りた女媧が尋ねてくる。

『そろそろ死んじゃいそうだね。僕は君と心中したくはないんだけど。ねえ、どうする？』

　どうするもこうするも。やることは決まっている。

　覚悟とともに浮かんだ顔は、なぜか、亡き母でも異母兄あにでもなく、緋ひ色いろのまなざしを持つ幼おさな馴な染じみの顔だった。

（紅兄さま。……本当に、怒られそうだわ）

　大嫌いになったはずなのに。

　こんな時に思い出すのが彼のことで。あと一度だけ、会いたかった、なんて。

「我が心臓をかたしろに──」

　ぎゅっと目を閉じ、絞り出すように、雛花が最後の呪を口にしようとした刹せつ那な。




「──小しよう花か！」




　この場に響くはずもない声が鼓こ膜まくを打って、雛花ははっと顔を上げた。

「こ、紅兄さ、……ま？」

　地面に跪ひざまずいたまま、雛花は声のするほうを見つめる。

　相当に急いで来たのだろう。幼馴染の息は、常にないほど上がっていたが、それに頓とん着ちやくすることもなく窮奇を見み据すえて右手で印を結ぶ。

「〝容と韻とで乾けん坤こんを抱いだけ、我わが左手をかたしろに我わが身みに降くだれ、伏ふつ羲き真しん君くん〟！」

　呪を早口に唱え、立てた人差し指と中指で素す早ばやく宙空に認したためた文字は──【刀とう】。

　すんでのところで避けられたのか、真っ二つとまではいかなかったが、それでも肩かたに大きな傷を負った窮奇は、闇をつんざく咆ほう哮こうを上げると、するりと闇に融とけ消えた。

「……逃にがしたか」

　呼吸を整えながら、窮奇が去った暗がりを志紅が睨にらむ。

（うそ）

　助かった。でも、どうして彼がここに。

「小花！」

　ただ呆然としていた雛花は、次の瞬間、駆かけ寄よってきた彼にきつく抱きしめられていた。

（！）

「小花、小花。よかった。……怪け我が、は」

「し、て、……ませんわ」

　答えた途と端たん、いっそう腕うでに力を込められた。少し息が苦しいけれど、それ以上に、腰こしから下が溶とけてなくなってしまいそうなほどの安あん堵どが押し寄せてきて。

「心臓、止まるかと思った。きみが、……きみを失ったら、どうしようかと、俺は」

　耳みみ許もとに落とされる掠かすれた呟きに、じわりと目め頭がしらが熱くなった。大きな手のひらが、雛花の無事をたしかめるように、身体からだの線を辿たどっていく。肩に、背に、腰に、そして少し身を離して最後に両の頰を包み込む。

「どうして、一人で出てきたりしたんだ。こんな危険なことを……」

　額を、こつんと軽く合わされる。それは幼い頃ころ、雛花が辛つらいことがあって泣くたび、無茶をして怪我をするたびに、慰なぐさめるため、優やさしく叱しかるために彼がしてくれていた仕草のひとつ。

「……紅兄さま」

　ぽろ、とまなじりから雫しずくをこぼす雛花に、志紅ははあっと長い息をつくと、「……いいよ、無事でいてくれたから」と付け加えてもう一度強く抱きしめ直した。涙なみだの伝う頰に、彼の冷えたそれが押しつけられる。次いで、濡ぬれた感かん触しよくも。

　──頰に、くちづけられた。

「ひあっ……!?」

　びっくりして変な悲鳴を漏らし、とっさに彼を押しのけようとする雛花に、「これぐらい許して」と志紅はにべもない。

（ううっ……死にかけたのはたしかだけど。ちょっと心配しすぎ！　どうせこの人は、わたくしが小花こどもだから、これぐらい近づいたってどうってことないって考えてらっしゃるのかもだけど！）

　動どう揺ようで俯うつむいたままの雛花の乱れた髪に指を差し込んで、志紅は梳すくように撫でてくれる。小さな子供をあやすような触ふれ合あいに、雛花はますます赤くなった。

「こ、紅兄さま……離してください。き、窮奇が……」

「……俺たちの足では追いつけない。もう四妃の姿に戻ってしまっていると思う」

「たしかに、……そ、そうですけれど！」

　血の対価を払はらったせいで最悪だった体調も、気づけばどうにか動けるようにまで回復してきている。彼の腕からもぞもぞと抜ぬけ出だした雛花が、顔を上げようとした時だ。

　するり、と。髪を撫でていた志紅の手が滑すべり、雛花の耳の脇わきに挿さしてあった簪かんざしを一本、抜き去った。雛花にとって大切な思い出の品、母の形見の七しつ宝ぽう胡こ蝶ちようの簪だ。

「？　紅兄さま……？」

　留とめられていた髪が、その拍ひよう子しに、ひと筋ぱらりと落ちてしまう。

「部屋にいないから、まさかとは思ったけど。一人で窮奇と戦おうとするだなんて思いも寄らなかったよ。本当に、きみは無茶ばかりする」

　彼はくすっと笑うと、雛花を助け起こすように立たせてくれた。「ありがとうございます」とお礼を言って、雛花はその顔をじっと見つめる。

　雛花よりずっと高い上うわ背ぜい。こちらを見下ろす紅こう玉ぎよくのまなざしは相変わらず優しいけれど、雛花はなぜか、ぞくりと肌が粟あわ立だつのを感じた。

「ところで小花。……女媧の力、使えるようになったんだ？」

　唐突に問われ、雛花は目を瞠みはる。なぜと尋ねる前に「蓮れん華か龍りゆう鱗りん紋もん」と右耳を示された。

「それに、聞き違いじゃなければ。さっき、女神に心臓を捧げようとしてなかった？」

　とっさに「いいえ勘違いです」と答えたい衝しよう動どうに駆られつつ、雛花はおずおずと頷く。

「ええと……身体が言うことをきかなくて、女媧を呼ぶのはあと一度きりが限界でしたから。それならもう心臓しかないかなと……。でも、窮奇を倒すのが天后であるわたくしの役目ですもの。それに、次は紅兄さまが一緒に戦ってくださるなら心強くて……」

「──そう」

（紅兄さま、様子がおかしい……ような……？）

　背筋を怖おぞ気けが這はい、言いようのない不安を覚える。先ほどまで、たしかに『紅兄さま』と会えたと感じていたのに。青白い月を背せ負おって立つその姿が、まるで、あの簒奪の晩──黒こく煉れんの命を奪った時の彼と、重なって見えて。

「小花。やっぱり……きみは、どこまでもきみなんだね。お蔭で迷いが晴れたよ」

　我われ知しらず、雛花は一歩下がろうとした。その手首を彼の指がすかさず摑んだのは同時だった。




「だから、きみの時間を止めてしまうことにしたんだ」




「な……っ!?」

　がきん、と耳のすぐ横で鳴った音に、雛花は何が起こったか分からずただ瞠どう目もくした。

　視線をずらすと、己の首筋ぎりぎりに突き立った、七宝胡蝶の簪の柄え。

　おそらく、【御】の守りがなければ。
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　それは紛まぎれもなく、今頃雛花の頸けい動どう脈みやくを刺さし、首を貫かん通つうしていただろう──。

「……？　小花、きみ、何か護ご身しんの術をかけた？」

「紅兄さま、あ、なた……！」

　どくどくと心臓が早はや鐘がねを打つ。雛花は背に冷たい汗あせが伝うのを感じながら、志紅の手を振ふり払はらいよろよろと距離を取った。

「逃げないで」

　対する志紅の声は、どこまでも穏おだやかだ。

　鮮せん血けつの如きその緋ひ色いろの双そう眸ぼうだけが、炯けい々けいとした輝かがやきを宿している。

「ま、前に、わたくしのことは殺さないっておっしゃったじゃありませんの……!?」

「事情が変わった」

　かろうじて掠れ声で反はん駁ばくすると、あっさりと前言を翻ひるがえされる。

「きみを、あまり傷つけたくないんだ。屍しかばねを損そこないすぎるわけにはいかないから」

　口ではそう言いながら、同時に、彼がすらりと腰から剣けんを抜ぬき放はなつのを、雛花は呆然と見ているしかなかった。
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　──かくして。

（凶きよう器きを持った狂きよう気きの幼おさな馴な染じみに追われています……！）

　何が「逃げないで」だ。ここで逃げない人間がいてたまるか。

　では、どうやって彼の前から逃げ出せたかといえば。ひとえに、所持していた令れい牌はいのひとつを投げつけて目くらましをしたからに他ならない。

「〝噫吁戲ああ危あやうい乎かな高い哉、蜀しよく道どうの難かたきこと青天に上るよりも難し！〟」

　詠えい仙せん『李り白はく』を吟ぎんじた途端、雛すう花かと志し紅こうの間に、めりめりと人の背せ丈たけほどもある土柱が幾いく本ほんも立ち上がって壁を築いた。彼ひ我がを隔へだてる峻しゆん嶮けんな道に、舌打ちした志紅が飛とび退すさった隙すきを狙ねらい、雛花はまろぶように影えい壁へきの裏側に回る。

（か、間かん一いつ髪ぱつ助かった……！　我われながら普ふ段だんのとろくささからは想像もできない反射だったわ……！）

　おそらく、窮きゆう奇きと志紅の襲しゆう撃げきを立て続けに受け、恐怖の閾いき値ちが許容の上限を振り切って、逆に冷静になったのだろう。自分のことなのに、まるで他ひ人と事ごとのように感じられるのがいい証しよう拠こだ。

「抵てい抗こう、するんだ？　──仕方ないね。〝容ようと韻いんとで乾けん坤こんを抱け〟」

　優しげな声で唱える呪じゆが追いかけてくると思ったら、影壁から一いつ斉せいに生えるように、針のような氷柱つららが無数に飛び出してくる。

「っ……!?」

　衝しよう撃げきが波となって叩きつけられ、地べたに転がった雛花の身体は、毬まりのように数度跳はねた。したたかに全身を打ち、悲鳴すら上げられない。

（ふ、伏ふつ羲きの力まで使う……!?）

　彼はおそらく、大きな代だい償しようを以もつて【氷ひよう】を書いたのだ。【御ぎよ】がなければ、今度こそ横ざまに串くし刺ざしだっただろう。

　さらに立て続けに、上からも驟しゆう雨うのように無数の氷ひよう柱ちゆうが降り注いでくる。巨大な玻璃ガラス板いたを地べたにぶつけて叩たたき壊こわすような盛せい大だいな音とともに、【御】の結界を円まるく弾はじきながら、周囲に氷でできた槍やりの林が築かれた。吹きつける冷気で、心臓まで凍いてつきそうだ。

（紅こう兄にいさま……ほ、本気で、わたくしを殺す気なの……！）

　顔からは血の気が引ききり、その場にへたり込んでしまいたくなるのを、雛花は気力だけで耐える。生まれたての小こ鹿じかの脚もここまでは震ふるえまい。

（お、落ち着かなきゃ……考えないと、かないっこ、ない）

　志紅がどうしてこのような凶きよう行こうに走ったのか。きっかけは〝天后〟のような気もするが、考えている間に殺されるので今は後回しにする。

　まずは彼我の装備の差を確かく認にんしたい。彼は剣を持った歴戦の勇者。対して雛花は丸まる腰ごしで、ちょっと走ればすぐへばる弱小落ちこぼれ公こう主しゆ。ついでに、女じよ媧かに血の対価を払って若じやつ干かん体調も悪いときた。戦せん闘とう力りよくが狼おおかみと仔こ猫ねこくらい違う。

（紅兄さまは、わたくしが【御】で身を守っているのを見ていた。死体を傷つけたくないとも言っていたから、今のはたぶん、わたくしの位置を摑つかんで、ついでに結界の障壁を削るための攻撃。剣で斬りかかってくるとしても目的は同じ……）

　──死体。

　自分で彼の言葉を思い返しておいてなんだが、つまりはごく当たり前に雛花を殺す前提だということだ。実感してみると、恐怖で妙みような笑いがこぼれかける。

　しかし攻撃のお蔭で、影壁に身を潜めているのが知られてしまった。とにかくここから離れて次に隠かくれる場所をと、震える足を引きずるようにすぐそばにある園林に駆かけ込む雛花の視界の端はしを、不意に、金の光がちらつく。

『や。無事だったぁ？　僕の天てん后こう』

「女媧！　ちょっと黙って、あと不用意に飛び回らないで！　場所がばれてしまいますわ」

　人の形を取ったそれに、雛花は小声で告げる。彼はにこりと笑って手を振った。

『大丈夫だよ、わざと聞かせようとしない限り、このままじゃ僕の声は彼には聞こえないし、姿も視みえないから』

「……そうなの？」

『うん。でもあの皇こう帝ていの子、可愛かわいらしくていいね』

（可愛らしい!?　さわやかな笑顔で刃は物ものを持って追いかけてくる殺人者が!?）

　場ば違ちがいな形容に、雛花は状況も忘れてのけぞりかけた。

『うん。この間、伏ふつ羲きが眠っているようだったからちょうどいいかなって、少しだけ彼にちょっかいかけてみたんだよねぇ。存外素す直なおな反応が返ってきて、ほんのり嬉うれしい』

（って、この状況まさかあなたのせいなの!?）

　大声になりそうだったので口には出さなかったが、目は口ほどにものを言うを地で体現する雛花に、『やだなあ。僕がしゃしゃり出なくても、遅かれ早かれこうなってたってぇ』と女媧はひらひら手を振ってみせる。

　そうこうするうちに、「小しよう花か、どこにいるの？」と志紅の声が追いかけてくる。──なかなか近い。

（落ち着け、落ち着くの。わたくしの武器は何？　まずは令れい牌はい術じゆつ。天后の力は、体力的に使えてもあと一回が限界だわ）

　次に、何を以もつて勝利とするか。

（わたくしは紅兄さまを殺したいわけじゃない、それは絶対に嫌！　だから、彼をどうにか無力化して、ちょっと膝づめで何がどうなっているのか問とい質ただす状況を作り出せたらいいんだわ。あっちのほうは、容よう赦しやなくわたくしを殺す気でいるのだけど！）

　殺すつもり。──本当に？

　そこで雛花は、ふと疑問を覚えた。

（紅兄さまが……まったく微み塵じんのためらいもなく、わたくしを殺せるものかしら）

　この期に及んで、正気を疑うほど楽らつ観かん的てきな見通しだ。現に殺されかけたばかりだというのに、それでも信じてみようなど。いざという時、彼がわずかでも逡しゆん巡じゆんしてくれることを。

（そして彼が、わたくしが天后の力を使うことを嫌がっていることも踏まえれば……。読み違えかもしれない。単に自分でそう思い込みたいだけかも。でも……いちか、ばちか）

　武人の彼に速度で対たい抗こうできる画数の少ない文字、手持ちの令牌で駆く使しできる術を頭の中に並べ、素早く策を組み立てる。

　緊張で手が震える。心臓が、今にも破は裂れつしそうだ。

（失敗したら、殺される……）

　でも、やらなければもとより死ぬ。やるしかない。

　雛花は大きく息をつくと、足元の小石を拾い、わざと志紅がいるほうに投げつける。

　かん、と音を立てて地面にぶつかったそれに志紅の視線が向く。その瞬間、雛花は短く崑こん崙ろんの詩を唱えた。

「月げつ暈うん天てん風ぷう、霧きり開かず！」

　あたりに突とつ風ぷうが吹き、濃のう霧むが立ち込める。志紅の視界を軽く奪った後に、息もつかせず立て続けに「誰か知らん、明めい鏡きようの裏うち」と叫さけんで次の令牌を放つ。

「見つけた、小花」

　やがて雛花の姿を捉とらえた志紅が、微笑ほほえんで剣を振りかぶる。

　志紅の方は、当然、雛花が身を引くなり目を瞑つむるなりすると踏んでいたのだろう。だが実際は、己を狙う凶きよう刃じんに、魅み入いられたように立ちつくすのみだ。

　戸惑いが彼の剣けん閃せんを鈍にぶらせる。だが、白はく刃じんを受けた瞬間、【御】の障壁で守られているはずの雛花の姿は、すぱんと真っ二つに断たち割わられた。

「っ……!?」

　さすがの志紅も軽く瞠どう目もくするが、すぐに彼は、それがただの虚きよ像ぞうにすぎないと知ることになる。

　誰か知らん、明鏡の裏うち、形けい影えい自みずから相あい憐あわれまんとは──鏡の中の写し身を眺めながら、そのざまを己で憐れむことになろうなどと、いったい誰が知るものか。本来は、志こころざしを果たせぬまま老いさらばえた我が身を憂うれえたものである詠仙『張ちよう九きゆう齢れい』の詩をわざと区切り、「鏡の中にすぎないと誰が知るものか」と意味を読み替えて己の変わり身を作り出していた雛花は、彼が偽にせの〝雛花〟に剣を振り下ろすためにこちらに背を向ける瞬間を狙っていた。

「〝韻と容とで乾けん坤こんを描け、我が左手をかたしろに我が身に降くだれ女媧娘にやん々にやん〟！」

「小花!?　駄目だ、使うな……!!」

　志紅が顔色を変えて制止する寸前、雛花はすばやく指の筆を【拘こう】と滑らせていた。

　逃のがれゆくものを押さえつけて屈くつ伏ぷくさせ、捕とらえることを示す、【拘】の一字。

　宙に書かれた文字はたちまちに光の帯と化し、志紅の胴どうに巻きついて強く縛しばり上あげた。
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「割り切ったはずだったんだけど、ままならないものだね。……完敗だよ、小しよう花か」

「なに普ふ通つうに話してますのよ!?　一体何がどうしてこうなったのか、一から十まで説明してもらわないことには、この呪じゆは解きませんからね!?　本当に死ぬかと思ったんだから！」

「本当に殺すつもりだったから、それは当然じゃないかな」

「だから何を冷静に怖いことをおっしゃってますのよ！　図ず太ぶとすぎていっそ羨うらやましいわ!!」

　接戦ののち、辛からくも術によって志し紅こうを押さえ込んだ雛すう花かは、【拘】の光に囚とらわれて動けない彼におそるおそる近づき、詰きつ問もんしていた。気分的には膝づめで談だん判ぱんしたいところだが、さっきの今でちょっと勇気が出ない。

（窮きゆう奇きに、紅こう兄にいさまに……もう、打ち止めよね？）

　今夜はこれ以上、いくらなんでも恐ろしい目には遭あわないだろう。踏ふんだり蹴けったり、盛りだくさんにも程ほどがある。次からは是ぜ非ひ、小出しでお願いしたい。もちろんないに越したことはないが。

　実感するとなんだか気が抜けてしまって、術に縛しばられて敷石に片かた膝ひざをついた彼の前に、雛花はぺたんとへたり込んでしまった。

「もうね。……いきなり簒さん奪だつとかいきなり殺そうとするとか、いきなりはやめてくださいませ、いきなりは。心臓が止まりそう」

「予告したら、いいんだ？」

「いいわけないでしょ!?」

　さっきまで殺すの殺さないの、命がけのやりとりをしていたとは思えない。間ま抜ぬけな問答に、雛花は天を仰あおぐ。

「……確認だけど、ここまでしておいて、あなたはわたくしに、理由を話す気はないのね」

「ないよ。きみも、俺の言うとおりおとなしく死んでくれる気は」

「あるわけないでしょ!?」

「そう、残念」

（この男は！）

　しれっと嫌な要求をはさんでくる志紅に、雛花はとっさに嚙かみついたが。

「きみは、俺が噓うそだらけだと言ったけど。俺はきみに噓はつきたくないし、実際ついていない。隠かくし事ごとはたくさんあるけど、そのせいできみを悲しませているから、余計に」

　頑かたくなな志紅に、雛花はとっさに言葉に詰つまる。

（何よ、その子供じみた言い分！）

　かちんときて、同時に雛花は開き直った。ならば、こっちもせいぜい、言いたいことを言わせてもらうだけだ。

「あのね、それじゃあわたくしも、この際だから好きに言わせていただくわ。いい加減にしなさいよ。わたくしは何がなんでも天后になるって決めてるの。死んでも諦めてなんてやらない。あなたがどれだけ邪魔したって無駄なんだから」

「言葉を返すようだけど。俺もそれだけは絶対に認めるわけにはいかな……」




「お黙りなさい！　この──万能野郎!!」

「…………は？」




「いやだ、〝野郎〟なんて汚きたない言葉を使ってごめんあそばせ。でもね、そうなのよ。見てくれが良くて体格も身長も恵めぐまれていて頭まで良くて剣が使えてよく気がついて人望があって、優しくて穏やかで声が甘あまくて、一いつ緒しよにいるだけで胸が切なくて。昔から、そんなあなたが、心っ底、本っ当、心臓がどきどきするくらい妬ねたましかったの！」

　雛花の文句に、志紅は、たっぷり数十秒は固まっていた。

「ええと、ありがとう？　じゃなくて、……ごめん小花。いちおう罵ば倒とうってことでいいのかな。この流れでその言葉が選ばれるのが割と本気で分からないんだけど、解説してもらっていい？」

　しばらく経たって、おずおずといった風ふ情ぜいで問いかけられ、雛花はますます眉まゆを吊つり上げた。

「そんなの自分で分かりなさいよ！　言わせないでよ！」

「いや、それ、けっこう理り不ふ尽じんじゃないかな？」

「言い草が理不尽なのは百も承知ですけれど、こっちはずーっと、その数千倍は理不尽な目に遭っているのよ。我が慢まんなさい」

「それもそうだね？　……いや、どうだろう」

　なおも解げせない様子で首をひねる彼に、雛花は仕方なく補足を加える。

「だから、ええと……つまり、わたくしに憧あこがれられるあなたでいてくださいな、ってこと。あなたがどうしてわたくしと道を違たがえたのか……その理由は、理解できないけど。でも、いつでも泰たい然ぜん自じ若じやくな紅兄さまでいてよ。そうじゃなきゃ、わたくしの嫉しつ妬とはどこへやればいいの」

　ひと呼吸のあいだに言い切ってしまうと、雛花はぜえぜえと肩で息をした。

「……小花？」

　一方の志紅は、呆あつ気けに取られた顔でこちらを見つめ、紡つむがれる言葉に聞き入っている。

「第一、あなた簒さん奪だつ帝ていでしょう!?　煉れん兄にいさまから無理やり奪ってまで帝位についたからには、曲がりなりにも果たすべき責せき務むってものがあるのじゃなくて。少なくとも今のあなたにとっての最優先事項は、天后のわたくしとのくっだらない喧嘩で力の無駄遣いすることではなく、わたくしと協力して窮奇を倒して四妃を救うこと！　違う!?」

　何も話してくれないなら、せめてこれくらいは言わせてほしい。

　涙の滲にじむ孔く雀じやく緑みどりの眼めに、精せいいっぱいの非ひ難なんを込めて睨みつけてやると、志紅は、こくりと唾つばを吞のみ。

「ふ、……」

　それから、耐えきれないように、噴ふき出だした。

　肩を揺らし、身を折って笑う彼に、ついていけずに雛花は目をしばたたく。

「はい？　あの、紅兄さま、じゃなくて、志紅……？」

「あはは、……そっか。ふっ、はは」

（……？　なんなの。わたくし、何か変なこと、言った？）

　──時おり咳せき込んで苦しげな呼吸を整える彼に、わけが分からず雛花は天を仰ぐ。

　気づかなかった。

　そこにはまるで、一面の黒布に宝石の粒つぶを撒まき散ちらしたような星空が広がっていた。

「はー、久しぶりにこんなに笑った……」

「あらそう、わたくしは気味が悪かったわ」

　やがて、落ち着いたらしい志紅を、口をひん曲げて雛花は見つめる。そして、彼に向かってそんな言葉が出る日が来るなんて思ってもみなかったな、と唐とう突とつに感じた。

（憧れで、大好きだった〝紅兄さま〟と、これまで築いてきた関係は、もうぐちゃぐちゃに壊こわれてしまった。変わったのは彼だけじゃない。わたくしだって、彼への態度はもう、……今までどおりではないもの）

　俺に任せて、小花。そう言って、幾度も笑顔で手を差さし伸のべてくれた人は、もう、過去のまぼろしでしかない。

　──失われた優しい関係を惜おしむのは当たり前だ。

　でも、感かん傷しようは後回し。壊れてしまったからには、創り直すしかない。

（わたくしは天后で、この人は皇こう帝てい。……互いに桃とう華か源げんの支柱なのだもの）

　それが今までのように、手を取り合い、寄より添そい合うようなあたたかなものではなくても。これからも自分は、彼と対たい峙じしていかねばならない。

　それからしばらくの沈ちん黙もくの後、雛花はおもむろに口を開いた。

「紅兄さま。結局わたくし、……なんだかんだ、諦あきらめたくなかったの。あなたが何を考えているのか知って、わたくしの気持ちも理解してもらって。いつかまた、……昔みたいに一緒に手を取り合って、同じ道を歩める日が来るかもって、夢を捨てきれなかった」

「……小花」

「甘ったれにもほどがありますわよね。だから金こん輪りん際ざい、そんな幻想は捨てます」

　志紅が何か言う前に、腹に力を込め、雛花はきっぱりと宣言した。

「あなたがわたくしを殺そうとする限りは、毎日四六時中、女じよ媧か娘にやん々にやんの力を使って身を守るための文字を纏まとうわ。協力してもらえないなら、今日みたいに無茶だってする。わたくしは四し妃ひを助けたい。窮奇を見み逃のがせない。たとえ討ち死にすることになってもね。自分の希望とあなたの希望がすれ違うなら、あなたとだって戦うわ。志紅」

　苦しい。彼の、雛花を守ってくれようとするその心が分かっているからこそ──心臓に錐きりを食い込ませるような痛みが襲ってくる。

（でも、これは言わなくちゃいけないこと）

　桃華源は言葉が力を持つ。だからこそ、雛花は強く言い切った。

「わたくしの手を取るか、わたくしが窮奇に無む惨ざんに殺されるのを黙って見ているか、今、ここで選んで」

　白い手をその額の前に差し出し、雛花は、【拘】を解いてなお跪ひざまずいたままの志紅を見下ろした。

　お互たがいに過去を、思い出を壊しながら、行き着く先はどこになるのか。

　彼は言葉もなく雛花のまなざしを受けとめていたが、やがて、深いため息をつく。こぼれたのは、諦めたような苦く笑しようだ。

「……いや。幻想に囚とらわれていたのは、むしろ俺の方かもしれない」

「えっ？」

　また議論が平行線を辿るのかと身構えていた雛花にとって、次の彼の言葉は、予想外のもので。

「俺は。……目的のために今まで築いてきた関係を壊すことも、きみを傷つけることも、必要なら仕方がない、って思っていた。思おうとしていた。でも」

　やがて立ち上がった彼と、雛花は戸惑いつつも対たい峙じした。その鮮やかな緋の瞳に滲む、哀しげな色を見上げながら。

「きみに──そんなことを言わせてしまうくらい、俺はきみを追いつめていたんだね」

　彼は眉根を寄せ、「さっきの策も」と言い添える。

「俺がきみを害するのをためらうことを前ぜん提ていに、その隙を突いて裏をかく。きみはそれができても、平気でできる人間じゃない。って、……ちゃんと知っていたはずなのに」

「！　紅兄さま？」

「きみが俺のせいで、そんな風に自分で自分を歪ゆがめて傷つけることが。俺には、……存外、平気じゃなかったみたいだ。それなら、俺が出方を変えればいい」

　そう呟く志紅の表情は、真しん摯しで。吹っ切れたように晴れやかでもあった。

「今回は俺が折れる。協力して窮奇を倒そう。あと、これから毎日命を狙ったりもしないから、術で身を守らなくても大丈夫」

「……本当ですわね？」

「うん。さっきも言ったけど、きみがきみらしくいられるままで、徹底的に道を阻むやりかたを考えることにするよ」

（それはそれで怖い宣言よね！）

　ついでに、「だから当然、後宮に拘束して、他の妃ひ嬪ひんを人ひと質じちにするのはそのままだけどね」とも続けられて眉み間けんを揉もむ。

　──彼との新しい関係における主導権争いは、五ご分ぶと五ご分ぶのようだ。
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　志し紅こうと作戦会議をしていたら、いつの間にか東の空が紅くれないを帯びつつある。いい加減、兵たちにかけた【眠みん】も解けてきているだろうし、起きたら皇帝、皇こう貴き妃ひ共に不在にしているしで、きっと後こう宮きゆうは大おお騒さわぎになっているだろう。

（珞らく紫しも目を覚まして心配しているでしょうね。帰ったら大目玉を覚かく悟ごしないと）

「そろそろ、戻ろうか」

　ぼんやりと暁あかつきの空を眺ながめる雛すう花かの心を読んだように、志し紅こうが促うながしてくれる。頷うなずいた雛花は、彼の顔を見ずに立ち上がった。

　園林の中を歩きながら、お互たがい無言のままだった。ただ、静かな息いき遣づかいや鳥の声、枯かれ葉はや土を踏ふみしめる音だけが、薄はく明めいのしじまに密ひそやかに落ちていく。それでも気まずさはないのが、不思議だ。

（本音をぶつけ合えたからかしら。……なんだかちょっと、気が軽い）

　そうこうするうちに、つい先ほどまで派手に大暴れを繰くり広ひろげた影えい壁へきのそばに戻ってくる。てっきり誰だれもいないかと思いきや──前方を睨にらむ座ざ龍りゆうの浮うき彫ぼりに背を預けるように、先客が一人いた。

「おはようございます。いい朝ですな。実にさわやかです」

「……彗すい縹ひようさま？　どうしてこちらに」

　いつからここにいたのだろうか。

　澄すんだ朝の光を吸う緋ひ色いろの袍ほうは目に鮮あざやかだが、うっすら朝あさ露つゆに濡ぬれているように見えなくもない。しかし疲れなど微み塵じんも感じさせない様子で、こちらに向けて武ぶ官かんの拱きよう手しゆを以もつて礼を示すと、彗縹はにこにこ微笑ほほえんで尋たずねてきた。

「それで、ご両名は無事に話ができましたかな」

「え」

　問いかけにぎょっとしたのは雛花はもちろんだが、隣となりで志紅もわずかに瞠どう目もくしている。

「おや。雛花公こう主しゆがご無事でいらっしゃるということは、おふたりで腹をかっさばいたお話がすんだということかと解かい釈しやくしておりましたが……勘かん違ちがいでございましたら、耄もう碌ろくジジイの世よ迷まい言ごととでもお聞き流しください」

　細い眼めを眇すがめて片かた眉まゆを上げる彗縹に、雛花は「ああ……」と納なつ得とくする。

「灰かい英えいといい……なんか最近、自じ称しよう耄碌ほにゃららが周囲に湧わきまくりですこと。よくおっしゃいますわ。わたくしよりよっぽど長生きしそうなかたばっかりで羨うらやましい限りなのに」

「雛花公主、何か？」

「いいえなんでも」

　適当に誤ご魔ま化かす雛花に、「まあ、長生きはさせていただくつもりですよ」と彗縹は朗ほがらかに笑ってみせた。しっかり聞こえているんじゃないか、と雛花は呆れる。

「それで、いかがです。落とし所は見つかりましたか。しかしまあ、語らう前にまずは拳こぶしで分かり合おうとするあたりが、当世風の夫ふう婦ふ像なのですかなあ」

「……彗縹どのは、最初から俺たちに話をするように示してくださっていたのですか？」

　眉まゆをひそめて問いかけたのは志紅だが、彗縹はからりと笑って否定した。

「いえ。雛花公主が亡なくなられれば予定どおり禁きん術じゆつを施ほどこしましたし、生きていらっしゃればそれはお二人で当座の意見のすり合わせができたということですから、どちらにせよ陛へい下かに不都合はないと考えておりました。不ふ敬けいとお思いですかな？」

　羽う扇せんをひらひらさせながら、いけしゃあしゃあと、つまり雛花がどうなっても構わなかったのだと言外に断じてみせる彗縹に、雛花はふらりと背後によろめきかける。

（こ、この狸たぬきジジ……じゃなくて、なんって食えないお人かしら……！）

　雛花が睨みつけても、彗縹は意に介する様子もない。その余裕がなおいっそう腹立たしいが、同時に、ふと彼の顔を覗き込んで気づいてしまう。

　──薄青の眼が、まったく笑っていないことに。

　もっとも、冷たいその色にぞっとした雛花の怯おびえを察したのか、それはごく一瞬のことで、すぐにごく穏やかないつもの表情へと戻ってしまったのだが。

（……どこか信頼できないって思っていたけど。この人も、何かを抱えているのかしら）

　とはいえ、今はそれを探るべき時ではない。気持ちを切り替え、雛花は悪あく態たいをついた。

「不敬というより、それで殺されるほうはたまったものじゃないというか！　むくつけき野や郎ろうに追われて困っている女性を助けるのは世の男の務つとめじゃなかったんですの!?」

「そんな。見目涼やかでいらっしゃる陛下を、むくつけき野郎などとは呼べますまい」

（ほんっと口先が達たつ者しやですこと！）

　額を押さえる雛花に、彗縹は肩を竦すくめた。

「務めといえば、迷える若人わこうどの背中を押すのは年配者の務めですからね」

「……？」

　なんのことだ、と目を瞬しばたたく雛花の横で、一方の志紅は何か感じるところがあったらしい。彼は深々と頭こうべを垂れ、かつての父の副官に礼を捧ささげた。
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「ひどいじゃないですか娘にやん々にやん。私にまで術をかけるなんて。目が醒さめた後、どんだけ焦あせったと思ってるんです？　え？」

　ちなみに、やはりというか、──後こう宮きゆうに帰った後、珞らく紫しにはぶちぶちとしつこく責められることになった。

　臥しん室しつの扉とびらの前で立ちん坊ぼうし、極限まで不ふ機き嫌げんになった仏ぶつ頂ちよう面づらをひっさげ待ちかまえていた彼女に、雛すう花かは「あちゃあ」と額を押おさえた。志し紅こうは政務があるので、外がい廷ていで別れてしまったが、無理やり連行してきて文句の半分を負担させればよかった。

　説明しようにも、へとへとに疲つかれていた雛花は、お願いだから少しだけでも眠ねむらせてと頼たのみ込み、しぶしぶといった風ふ情ぜいの珞紫の前をすり抜ぬけて寝しん台だいに沈ちん没ぼつしたのである。

　そのまま意識が飛んで、気づいたら昼前だった。

「無断で夜に出かけて朝帰りなんて、どこ行ってたんです？　……泥どろだらけで、陛へい下かとよろしくやってた、って格好でもないですよね。それに、七しつ宝ぽう胡こ蝶ちようの簪かんざしもないし」

「ええっと、……ちょっとね？」

（い、言えない。夜のうちに、各方面から殺されかけてたなんて。というかそもそも、紅こう兄にいさまがわたくしの命を狙ねらったことって、珞紫は知らされていたのかしら）

　今日も今日とて保育後宮に精を出しつつ、珞紫の出方が読めないこともあり、雛花は適当に誤ご魔ま化かしていたのだが、相手のほうは業ごうを煮にやしたらしい。

　午後に少し出かけて、それからふっつりと何も尋たずねてこなくなった。

（どこに行ってたのかしら）

　首を傾かしげつつ、雛花は珞紫から視線を外して四し妃ひたちを見る。

　今の雛花たちがいるのは、泰たい坤こん宮きゆうを出たところにある、後宮敷しき地ち内の園林である。いい天気なので、今日は四妃たちを連れて外にお散歩に出かけることにしたのだ。

　春の陽気は、少し汗あせばむほどにぽかぽかとあたたかい。先ほどまで池で水遊びをしていた妃たちは、今度は灰かい英えいたちと一いつ緒しよに地べたに座すわり込み、花か冠かんの作り方を教わっているようである。

　池に浮うかぶ真ま鴨がもや鴛鴦おしどりを指さして笑ったり、きれいな石ころや葉っぱを集めたり、彼女たちは実に自由気ままだ。

（あー、平和だわ……表面だけは）

　この中に窮きゆう奇きがいるなんて噓うそのようだと思うが、今も少し離はなれたところから、兵や令れい牌はい術じゆつ士しが物々しく様子を窺うかがっており、穏おだやかな光景に現実の刃やいばを突きつけている。

（……といっても。紅兄さまが言っていたことだけれど。今は、窮奇の変幻にまったく隙がないわけじゃないはずなのよ）

　昨晩、志紅の【刀とう】を浴び、窮奇は肩に深ふか手でを負っている。さすがに傷がそのまま残っていたり、あからさまに肩を庇かばうような仕草を見せたりはなくても、従前に比せば、術に綻びが生じるはずだ、と。

（それに。以前と〝まったく同じ〟ではない子がいるのもたしかなのよ……ね？）

　四阿あずまやの椅い子すに腰こしかけて四妃たちを見つめる雛花のそばで、同じほうを見ながら「和なごやかですねぇ」と呟つぶやいていた珞紫は、ごく何げない調子で、唐突に核心に迫ってきた。

「殺されかけたそうですね、娘々。あいつに」

「……え」

「なんで黙だまってたんです？」

　四阿の柱に背を預けた珞紫は、いつの間にか険けわしい顔でこちらを見み据すえていた。琥こ珀はく色いろの瞳ひとみには、はっきりと怒いかりが宿っている。こくりと唾つばを吞み、雛花は控ひかえめに反論した。

「それは、……おまえは志紅側の人間なわけだし、当然、知っているのかと思ったのよ」

「知るわきゃないでしょうが。んなもん、いくらなんでも、刺さし違ちがえても止めますよ」

（こ、これは、相当頭に来てるわね……？）

　雛花は冷や汗を拭う。滅めつ多たにないことだが、珞紫の口調は雑に荒あれている。彼女がこうなるのは、我われを忘れるほど感情を制せい御ぎよできていない証あかしだ。

「じゃあ、今はどうやって知ったの」

「さっき本人に訊いてきました。ついでに一発ブン殴なぐってきました。避よけやがらなかったのが、余計苛いらついてしゃーないですよ。わざとでしょうからね」

　しばらく外していたのは、志紅のところに直接尋ねに行っていたから、らしい。

「おまえ……その現場、誰かに見られてないわよね？」

「見られてませんよ。そのへん、あの野や郎ろうも抜かりねえですから」

　びくついた雛花は念のため確認しておく。簒さん奪だつ帝ていだろうと皇こう帝ていの玉ぎよく体たいを殴なぐり倒たおすなど、思いきったことをしたものである。

「私は、……あの男が、あなたを守ることに関しては絶対に私を裏切らんだろうと思ったから、従っていたんです」

　やがて珞紫は、腹の内に渦うず巻まく感情を逃がすように、押おし殺ころした声で漏もらした。

（わたくしを、守る？）

　きょとんとした雛花だが、すぐに、とある可能性に気づいて表情を改める。

（ひょっとして、今の珞紫なら……答えてくれるかもしれないわ）

「いい加減、ちゃんと聞かせてもらうわよ。おまえ、どうしてわたくしを裏切って、志紅につくことにしたの？　煉れん兄にいさまに叛ほん意いがあったわけでもないんでしょう」

　意を決し、雛花は口を開く。もっとも、今まで珞紫には何度も同じ質問をぶつけてきた。しかし、そのたびに「何も知りませんよ？」とそらっとぼけられてきたのだ。

　ついでに、やたら志紅とくっつけたがる件に関しては、「他意はないです」で一いつ貫かんして押し切られている。

「……教えて。お前は何を知っているの？」

「特に何も」

「とぼけないで」

「本当に、何も知らないんですよ」

　思わず「この期ごに及およんで……！」と気け色しきばんだ雛花は、ふと長年の侍じ女じよのまなざしを見て、追つい及きゆうの手を緩ゆるめた。

「まさか。本当に、……何も知らないの？」

「本当に、何も知らないんです」

　彼女と雛花の付き合いは長い。そして、日頃から接し続けていた雛花は、珞紫の真意に関しては誰よりも正確に読み取る自信がある。しかしここで、彼女はふと話題を変えた。

「娘々って、私の武術の師がもともと誰かご存じですっけ？」

　珞紫の唐とう突とつな振ふりに首を傾かしげつつ、雛花はいちおう記き憶おくを探さぐる。

「え？　荊けい家けのどなたかに師し事じしていたって話は聞いていたけど……」

「実はね、荊志し青せいさまなんです」

「……！」

　もっとも『荊けいの乱らん』の前にはすっかり疎そ遠えんでしたけどね、と続ける珞紫に、雛花は戸と惑まどう。珞紫は懐なつかしそうに目を細めた。

「ので、陛下とは腐くされ縁えんというか、師し匠しようのおまけのクソ嫌いや味みなあん畜ちく生しようというか、何から何まで癪しやくに障さわって大変嫌きらいでした」

「……道理で妙みように仲がいいと思ってたのよね、昔から」

「やめてください、よくもなんともないです。あんな偏へん執しゆう野郎、怖おぞ気けが走る」

　本気で嫌いやそうなので、雛花は「そんなこと言って実は」と茶化すのをやめた。本題から逸それるし、次の反応が予想できるので。

（あ、でも、言われてみれば納得するかも）

　珞紫は、荊家が没ぼつ落らくする前から、家格がずっと上の志紅に対して雑な態度だったし、それは彼が出世して儀ぎ同どう将しよう軍ぐんになった後も同じだった。ついでに志紅も、珞紫に対し、妙に慇いん懃ぎんな態度だったのだ。

　そうした距きよ離り感かんの不思議に気づいてはいたが、二人が恋人同士なのかもしれない──と邪じや推すいしていた雛花は、真実を知るのが怖こわくて訊くに訊けなかった。まさか、こんなところで判明しようとは。

　雛花が首を傾げていると、不意に珞紫は表情を改め、「簒奪の前に」と続けた。

「陛下は私に、『小しよう花かを決して天てん后こうにするわけにはいかないから、協力してくれ』と頼たのんでみえました」

「……志紅が？」

「事情を尋ねたら、『貴女あなたの身にも危険が及ぶから言えない』だとか。ものすごく、かつてないほど真しん剣けんな顔つきでしたので。ああ、こりゃなんかあるなと思って協力したんです。あなたとあの野郎を近づけようとしてきたのも、天后の条件を満たせなくなるようにするためってだけ。ですので、実は詳くわしいことは何も知らないんですよ」

　あっはは、と軽かろやかに笑う珞紫に、「そんな馬ば鹿かな……」と雛花は呆ぼう然ぜんとしていたが、珞紫の瞳を見てそれが真実なのだと悟さとる。

　だが、彼女の発言には、十分に価値があった。

（……やっぱり、紅兄さまにはわたくしを天后にするわけにはいかない事情があって──なるほどね）

　志紅が、執しつ拗ようなまでに簒奪の真実を隠かくすのはそのためなのだろう。

「……でも、私の見込み違ちがいだったみたいです」

　考え事に耽ふけって視線を床ゆかに投げていた雛花は、不意の珞紫の言葉に面おもてを上げた。

　彼女は束ねた栗くり色いろの髪かみを揺ゆらし、雛花より少し高い背を曲げて、視線を合わせてくる。にっこり笑った顔は、昔から面白がりの彼女が、悪戯いたずらを思いついた時のそれだった。

「だから、何かをお知りになりたいなら。これからは、あなたに協力しようかなあって思います、娘々。まあ、天后になるのはよろしくないってのは真実っぽいんで、これからも不本意ながら陛下との仲は応おう援えんしますけどね」

　淡あわく笑む珞紫に、雛花は「まだ訊きたいことは終わってないのよ」と眉をひそめる。

「何も知らなかったのなら、どうして最初からそう言わなかったの？　お蔭かげでわたくしは余計な気を揉もんだわ」

「うーん、それはですね」

　予想外に、侍女は少し困ったような顔をした。その表情がひどく無防備に見え、雛花は戸惑う。

「あの野郎……じゃなくて陛下があなたに執しゆう着ちやくする半分でも、あなたがご自身を大事にしてくれていたら、たぶん私は徹てつ頭とう徹てつ尾びあなただけの味方だったと思います」

「は？　なにそれ、どういう意味……っ！」

　突つき詰つめて尋ねようと身を乗り出したところで、どさりと何かが倒れるような音と、子供たちの叫さけび声ごえが聞こえ、雛花は珞紫と同時に振り向いた。

「なにごと!?」

　話は後回しだ。慌あわてて四阿を飛び出して駆かけつけると、二人の妃が取っ組み合いの喧けん嘩かをしており、そこに兵士や老ろう婆ばたちが割って入るところだった。

　妃たちはやがて落ち着いたのか手を離したが、途と端たんに片方は火がついたように泣きだし、もう片方は唇を嚙かんで黙ったまま俯うつむいている。

　泣いているのは葵き淑しゆく妃ひ。地面を睨にらんでいるのは李り徳とく妃ひだ。ついでに、ただならぬ雰ふん囲い気きに吞のまれたのか、茗めい貴き妃ひまでもらい泣き喚わめいていた。桐とう賢けん妃ひだけが、我が道を行く風で花冠を作成続行中である。

（また、李徳妃さま？　でも、これは……）

「……いったいどうしたんですの」

　子供たちを押さえていた灰英の袖そでを雛花が引くと、彼女は「どうしたもこうしたもないサ」と乱れた髪を搔かき上あげる。よく見れば彼女の装よそおいは、簪は抜けかけ、上衣に鉤かぎ裂ざきまでできていた。まったく、子供の暴れ方は容よう赦しやがない。

「さっきまで仲良く花を編んでたんだけどねえ、いきなり葵淑妃さまが李徳妃さまに摑つかみかかったんだよ。肝きもが冷えるったらない。……あんたたちもご苦労だったね、単なる子供の喧けん嘩かだよ。ばけものの仕し業わざじゃなさそうだ」

　灰英の言葉に、緊張していた兵たちも戸惑いながらも距離を取ってくれる。もっとも、常に動けるように警けい戒かいは怠おこたらずになので、お仕事お疲れさまですと言う他ない。

「さっきまでどんな話をしていたんですの？」

「たしか、将来はなんになりたい、みたいな他た愛わい無ない話だったように思うんだけどねえ……」

　灰英と雛花のやりとりを、甲かん高だかい声が遮さえぎった。

「あ、あたくち、わるくないもん！」

　不意に、目に涙なみだをいっぱい溜ためたまま叫さけんだのは葵淑妃だ。

「りとくひさま、いじわるだもん！　わるくないもん！」

「……李徳妃さまが？」

「あたくち、いつか金魚になるんだもん！　おさかなになって、うみをおよぐんだもん」

「きんぎょ」

　葵淑妃の言葉を復唱し、雛花の目が点になった。

（金魚は海じゃなくて池にいるんじゃ……いや、この場合の問題はそこじゃない）

　この年とし頃ごろの子供って、突とつ拍ぴよう子しもない夢を見たりするものね、とどうにか平静に戻る雛花に、葵淑妃はなおも言いい募つのった。

「なのに、いっしょう、うみにはゼッタイ行けないって。お、おかあしゃまにも、会えないなんて、ウソつくの。あたくち、わるくないっ！」

　しゃくり上げながら言うだけ言い切ると、葵淑妃はまた大声で泣きだした。そのたどたどしい釈しやく明めいに、雛花は不覚にも感動する。

（すごい。あの何言ってるか全然分からなかった葵淑妃さまが、きちんと物事を説明できるようになってる……。この保育後宮で、たしかな成長が……！　って、そうじゃなくて）

「李徳妃さま。葵淑妃さまのおっしゃることは、本当ですの？」

　しゃがみ込んで子供の目線に合わせると、雛花は李徳妃の顔を覗のぞいた。

「う、……ウソじゃないもん」

　返ってきたのは、蚊かの鳴くような声である。

「どうしてそんな意地悪を？」

「いじわるじゃない！　おしえて、あげただけっ！　あたくしたち、おとうさまとおかあさまに捨てられたの！　もう二度と、ここから出られないんだもん！」

「え……」

「ほ、ほんとだもん！　おうちで使用人が言ってたもの！　小さい子ばっかり集めるなんて、今のヘイカはきっとヘンタイで、ええと……ショウニ、アイコウカ？　だって！　こ、後宮に入ったら、二度と、生きて出られないんだって！」

　その口こう上じように、雛花はびしりと凍こおりついた。

（……しょ、小しよう児に愛あい好こう家かの変態……紅兄さまが……）

　同時にすぐ背後で、珞紫がぶべふっと盛せい大だいに噴ふいたので、軽く肘ひじを入れておく。別に彼を擁よう護ごする気はないが、気き遣づかいがとんだ裏目に出ていることには多少同情しなくもない。

（まあ、窮奇の件は公おおやけには伏ふせられてるから、使用人たちにそう思われても無理ないけれど！　そういえば、李徳妃さまにも出合い頭にむっちゃくちゃ泣かれて逃げられてたわよね、あの人……うわあ、道理で）

「す、すいひょうおじさまだって……あたくしのこと、だいすきだって。しょうらいは、およめさんにしてくれるんだって、いったのにっ。ヘンタイのヘイカの後宮に入れるなんて。ウソつき、だいきらいっ……」

　そして、李徳妃が彗すい縹ひようを嫌っていた理由も同時に判明して、得とく心しんがいく。

（窮奇を退治するために、後宮に李徳妃さまたちを入れる算さん段だんをつけたのは、彗縹さまだものね。それを知ってしまったから、ご両親から自分を引き離した上、あまつさえ他の男に嫁がせようとするんだと思って、嫌っていたんだわ）

　この年齢にありがちな、将来はお父さまならぬ「おじさまと結婚する！」というアレだ。愛妻のいる身で姪っ子の幼女まで籠ろう絡らくする、彗縹のタラシっぷりの是ぜ非ひはさておき。

「おかあさまぁ、おとうさまぁ」

　静かに納得する雛花の前で、とうとう李徳妃も一緒になって声を上げて泣きだした。

「なんで、おいてったの。あいたいよう。もうわがまま言わないから。いい子にするから」

　わあわあ、と子供たちの泣き声がその場に満ちる。

（わたくしも小さい頃ころは、お母さまの姿が見えなくなるだけで不安で泣いていたもの。何日も引き離されて、さぞ心細かったでしょうね）

　泣なき腫はらして赤くなった目は、かわいそうだけれど、愛いとおしい。

（それに、他のお妃さまたちがわがまま言ったり、暴れていたのも、同じ理由だったとしたら……）

　ここにいるのが嫌で、帰りたくて、母や父が恋しくて仕方なくて。まだ言葉も十分に分からない稚いとけなさでも、必死にそれを訴うつたえていたのだとしたら。

「どうするかねえ、これ。収しゆう拾しゆうつかなくなってきたよ」

　ため息をつく灰英に「ちょっとだけ任せて」と目くばせし、彼女たちが少し落ち着くまで待つと、雛花は改めて李徳妃と視線を合わせた。

「あのね、李徳妃さま。二度と会えないっていうのは、お母さまやお父さまが直接おっしゃったことなの？」

「……ううん」

「ご両親は、あなたになんて？」

「おぎょうぎを、ならうだけって。すぐむかえにくるからって。でも、あたくしをここに連れてきたの、おじさまだし……」

「なるほどね。それじゃ、その彗縹さまに直接尋ねてみましょうか」

　雛花はおもむろに珞紫を振り返り、「お願いがあるんだけど」と声をかけた。

「李将軍を呼んできてもらえないかしら。たしかそろそろ巡回に来てくださる予定だから、この辺りにいらっしゃると思うの」

　──やがて珞紫に伴われて駆けつけてくれた彗縹は、喧嘩のために髪や服を乱した李徳妃を見て目を丸くした。

「小しよう莉り！　大丈夫かい。どうしたんだ、お姫さまが泥だらけになって、ひっかき傷までつけて。可愛い顔が台なしじゃないか。きみのお母さまとお父さまが見たら悲しむよ」

　李徳妃の愛称を呼びながら、膝をついて銀色の髪を撫でる彗縹に、雛花は「姪めいっ子この五歳児相手でも自然に口く説どき文もん句くが……!?」とほんのり慄おののく。これはたしかに純粋な子供などいちころだろう。

　一方、あんなに彗縹を疎うとんで「おじさま嫌い！」と罵ののしっていたはずの李徳妃は、その彼がいざ目の前に現れると、どう反応したらいいのか分からないらしく、戸惑っている風だ。

「ねえ、おじさま……。おとうさまとおかあさまは、あたくしのこと、いらなくなったから、……おじさまにたのんで、後宮に入れたんじゃないの？」

「そんなわけがないだろう」

　少し怒ったような様子で、彗縹は李徳妃の両頰を包む。

「姉上も義兄上あにうえも、大切な大切な小莉を進んで手放すわけがない。二人とも、小莉が心配でずっと夜も眠れていないし、早く会いたくて毎日泣いているのに」

「ほ、ほんと？」

「本当だとも。おじさまが今まで小莉に噓をついたことがあったかい」

「それじゃあ、おじさまも、あたくしをキライになって後宮に入れたんじゃ……？」

「こんなに素敵なお姫様を嫌いになる男なんて、桃とう華か源げんじゅう探してもいるものか」

　その言葉を聞いた途端、李徳妃の眼に新たな涙が盛り上がり、彼女はそのまま叔父の胸に飛び込んだ。

「わぁん、おじさまぁ！　ごめんなさい！　だいすきよ、きらいなんてウソなの！」

「ああ、おじさまも小莉が大好きだよ」

　大粒の涙をこぼしながらしがみつく李徳妃の小さな体を軽々抱き上げ、彗縹はぽんぽんとその背を叩いている。

（あ、よかった。……なんだか誤解も解けて、叔父と姪の確かく執しつも一緒に解消されたみたい？　っていうか李徳妃さま、とりあえずその男ひとはやめた方がいいから……）

　なんにせよ、この場はどうにか収まったようだ。そして彼女の言動は、重要な手掛かりを雛花に与えてくれた。

「李徳妃さま。皆さまも。ご安心くださいな。必ずもうすぐ、ご両親に会えますから」

　雛花が呼びかけると、彗縹の腕の中から、李徳妃が鼻声で嚙みついてくる。

「すぐって、いつ？」

「そうね。今までだったら、いつになるやら、としか言えなかったものだけれど……」

　唇に人差し指を当て、雛花は悪戯っぽく微笑む。

「李徳妃さまのお蔭で、明日にはもうおうちに帰れるかもしれないわ」

　そう。

　彼女のお蔭で、窮奇が誰なのか、大体の当たりがついた。後は、念のためもうひとつ確認するだけでいい。

　頭の中で策を講じると、雛花は「陛下に取り次ぎを」と兵の一人に頼んだ。
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　翌日、雛すう花かは昨日に引き続き、後こう宮きゆうの園林に四し妃ひたちを集めていた。

　のどかな晩春の空にチチチ……と鶸ひわの鳴き声が響ひびき、鮮やかな瑠る璃り色いろの鶲ひたきが盛さかりを過ぎた梅の枝を飛とび渡わたる。

　造園は槐かい帝てい国こくの誇ほこる文化のひとつで、広大な敷地に築つき山やまや曲きよく水すい、巨きよ大だいな池をいくつも設けて自然の景色を再現し、さらに榭しやと呼ばれる展望の良いい高たか殿どのを水辺に建てて、風ふう光こう明めい美びな人工の山さん河がを楽しむ。

　雛花が四妃を呼ぶことにしたのは、園内の大きな湖にある人工の中なか洲すだ。人工といえど、ちょっとした散策ができるほどの広さがある。

　他から独立し、かつ開けた場所を選び、普ふ段だんよりも見張りの兵の数を増やしているのは、当然のこと、窮奇が正体を顕あらわすという目算のもとである。

　もっとも、現在雛花が彼女らといるのは、中洲を遥はるか向こうに望む、湖の岸辺。にっこりと優やさしく微笑み、雛花は四妃たちに呼びかけた。

「皆さま、よく集まってくださいました。今日も、昨日と同じく、とってもお日ひ柄がらがいいですもの。お運びいただいたのは他でもない、皆さまとゆっくり、舟ふな遊あそびなど楽しみたかったからですわ」

「風流な遊びを楽しめる年ねん齢れいには誰も達してないですけどね」

　隣でぼそりと呟つぶやく珞紫の突っ込みを聞き流し、雛花は「えー、ですので！」と重ねた。

「ゆっくりお話しする機会に恵めぐまれなかったので、ここはぜひ、おひとりずつという趣しゆ向こうにしましょう。順番にお呼びしますから、あちらの中洲の榭しやに来てくださいな」

　乳幼児たちは、雛花の言葉を首を傾かしげつつ聞く者、そもそも眠り込んで聞いていない者、「かえりたーい」と椅子で足をぶらぶらさせる者、そもそも聞く気がなくて一人で画え巻まき物ものを読んでいる者と反応はさまざまだ。誰がどれに当たるのかは想像にお任せしたい。

「それでは、こちらの岸辺でお茶をしながらお待ちになっていて」

　すぐそばに着岸している、群ぐん仙せん祝しゆく寿じゆなどの伝統的な吉きつ祥しよう紋もんで見るも華はなやかに装そう飾しよくされた画が舫ぼう──庭園の水路や湖を巡めぐるための遊覧船に乗り込むと、雛花は先に中洲に渡わたる。

　とん、と画舫を下りて地面に降り立つと、雛花は、瑠る璃り瓦がわらの屋根に走そう獣じゆうの飾かざりが施ほどこされた榭しやに歩いて行く。

「とりあえず、下準備は完かん了りようですわ」

　柱にもたれかかり、龍りゆう武ぶ軍ぐんの精せい鋭えい兵へいたちを率ひきいて、姿を隠すように静かに様子を窺うかがっていた志紅に、雛花はそっと報告した。軽い首しゆ肯こうが返される。

「窮奇を顕けん現げんさせたら、まずは安全を確保すること。倒すのは俺の役目だと思っていて」

　息をするように紡つむがれた心配の言葉は、嬉うれしいようで複雑だ。

「余計なお世話よ。窮奇の術を破った後は、わたくしも当然討とう伐ばつに参加するわ」

「難しいと思う。……捧げる予定の犠ぎ牲せいは、きみには負担が大きすぎるんだ」

「それは、あなただって同じでしょ。女のほうが痛みには強いっていうじゃありませんの。それともまさか、なんだかんだ理由をつけてわたくしに引っ込んでいろって言うつもり？」

「そんなわけない」

　気け色しきばむ雛花に、志紅はきっぱりと否定した。

「今回の件で俺はきみに協力するって約束したし、その選択には納得している。……だから俺の役目は、全力できみを援護すること」

「え……？」

「後ろは気にしなくていい、無茶はしないで。必ず守るから」

　ずっと雛花の前に立ちふさがり、容よう赦しやなく道を阻はばんできた彼から。──そんな言葉をもらえるなんて、思わなかった。

（そういう不意打ち、やめてってば……！）

　頰に上る熱を誤ご魔ま化かすように、雛花は荒あら業わざで会話に終しゆう止し符ふを打つことにした。

「頰ほお、少しだけ腫はれてるわね。お大事に」

　珞紫に殴られたであろうその痣あざを指し摘てきする。なお、優ゆう秀しゆうな侍じ女じよも、雛花のすぐそばで護衛をしてくれる手はずだ。彼はわずかに苦く笑しようした。




　まずは、茗めい貴き妃ひ。

　兵に守られながら画舫に揺られてきた彼女を、やっと危なげなくなった手つきで膝ひざに抱だき上げると、雛花は「さ、遊びましょうね」と、つぶらな瞳の前にあるものをかざした。

「今日は、絵札を見ながら遊びましょう。ここにある神しん獣じゆうの札の中で、好きなものを探してくださいな」

　高殿にあらかじめ用意してあったのは、彩り鮮やかな幾枚もの小さな絵札だ。

　それぞれに、黒と白の龍──伏ふつ羲きと女媧を筆頭に、吉祥を示す鳳ほう凰おう、麒き麟りん、獅し子し、神じん亀きなどが、見事な筆ひつ致ちで描えがき込まれている。

「あう、ぶうぁ」

　まだ十分に言葉を話せない茗貴妃だが、画巻物の読み聞かせは好きだった。実は、話せないだけで大人の言葉も少しずつ理解しつつあるのだとは、茗めい家けの両親の手紙にもあった。

　小さな手でちまちまと絵札をいじったり、指さして次をねだる茗貴妃に、雛花は順番に札をめくりながら、その説明を加えていった。

「あら、獅子がお好き？　獅子はね、砂さ海かいと樹じゆ海かいを越こえた先に棲すむけだものよ。とっても強きよう靭じんで勇ゆう壮そうだけど、お腹なかの中で虫が暴れるのが弱点で、いつも牡ぼ丹たんの露つゆを飲んでそれを鎮しずめているのですって」

　何気なく遊ぶふりをしながら、雛花はじっと茗貴妃の反応を窺う。まんべんなくすべて読み聞かせたが、どの札に対しても、茗貴妃の反応は同じに見えた。気ままにむずかり、気ままに笑う。

（……この子は違うわね？）

「それじゃあ、また遊びましょうね」

　兵に茗貴妃を返し、また次の妃へ。ちなみに対岸に残った他の姫君たちには、彗すい縹ひようがついて守ってくれている。

　それぞれ年齢ごとの差はあるものの、続く二人の妃たちにも不ふ審しんな反応は見られない。

（これで何の反応もなければ、今回の作戦は失敗なんだけど……）

　危なっかしいながら兵に抱き上げられてやってきた最後の妃を、雛花は「ようこそいらっしゃいました」と微笑ほほえんで迎むかえた。

「ごきげんようですっ」

　元気よく答えたのは、──四歳の桐とう賢けん妃ひだ。

　いつも朗ほがらかな桐賢妃は、にこにこして雛花に礼を取った。編あみ込こみのある黒くろ髪かみがさらりと揺れる。

「ごきげんよう、桐賢妃さま。後宮の暮らしは、楽しい？」

「はいっ！」

「でも、お母さまやお父さまに会えなくて、さびしかったでしょう？」

「うーん。平気ですの！　小姐おねえさまもおばあさまたちもいてくださるもの！」

　兵士の手を離れた後は、恒こう例れいのお獅子おどりをねだり、しきりに楽しそうにおしゃべりする桐賢妃は、見れば見るほどただの愛らしい四歳の子供そのものだ。

（……窮奇は、これまでの姫君の過去を写し取る。だから、当たりをつけるためには、今までにないこれからの彼女たちの行動から読み取るしかない。たとえば、後宮に突とつ然ぜん連れて来られたら、どういう反応をするか？　って）

　当たり前だが、基本的に子供たちは泣なき叫さけんで嫌がるはずだ。両親を恋しがり、一刻も早く帰してほしいと、言葉で表現できなければ、行動で示すはず。

（桐賢妃さまだけなのよ。ほとんど暴れたり泣いたり叫んだりせずに、ずっと最初からごきげんなままで、『帰りたい』ってそぶりを見せなかったのは）

　にこにこと朗らかでいつも楽しそうで、里心がついて泣く気配もない。李徳妃と葵淑妃は昨日の騒そう動どうもそうだが、普段からわざと雛花たちを困らせるような言動を繰くり返かえしていたし、茗貴妃はひどく暴れて夜泣きもしていた。

　この場から、帰りたがらない者がいるとすれば。

　それは、後宮に用がある──つまり、新しい天后を喰い殺したい、窮奇だけ。

（そしてもうひとつ。……この子だけは、『後宮連絡帳』でご両親が教えてくれた普段の様子と、ちょっと違う行動を取るのよ）

「さあ、遊びましょう。ほら、神獣の絵札ですわ。お好きでしょう？」

「わぁい！　お獅子はありますか？」

　神獣が大好きな彼女は、今回の絵札遊びもお気に召したようで、声を上げて喜んでいる。ここまでは行動そのものにおかしな点はない。

「そういえば桐賢妃さまの夢は、お獅子になって、麒き麟りんの友達を作って、白はく澤たくに弟子入りして、獬かい[image: 〓]ちの背中に乗せてもらうこと、でしたわね。その四つは特にお好きなのね？」

「はいっ、そうですの！　だって、かっこいいもの」

「ふふ、おうちから持って来られた画え巻まきでもおもちゃでも、お好きな神獣の意い匠しようばかり選んでおいでだったものね。……でもわたくし、知っていますの。ひとつだけ、ご自分から手を伸ばさないものがありましたわよね？」

　そう。いつも、一緒に遊びながら奇妙だと思っていた。お気に入りの神獣は四種あるのに、彼女が手に取るのもごっこ遊びをねだるのも、基本的に三種だけ。

（だいたい巧こう妙みように隠していたし、わたくしが見ている前では『その一種』にも笑顔で触れていたけれど……肩の傷のせいで、今はうまくその綻びを誤ご魔ま化かせないとしたら？）

　たたみかけられる言葉の数々に、「小姐おねえさま、なんのこと？」と無邪気に首を傾げる桐賢妃の眼前に、雛花は一枚の絵札を突きつけた。

「ほら、こちらの図案ですわ」

　小さな鼻先に示したのは、──獬かい[image: 〓]ちの札。

　それは、律りつ令りようのもと罪人を裁く法官の証あかしとして、佩はい玉ぎよくの意い匠しようにも用いられる神獣。偽いつわりある者を嫌い、罪ある者をその額の鋭えい利りな一角を以て貫つらぬき殺し、貪むさぼり食くうという、公明正大の象しよう徴ちよう。

（だからこそ、噓を好み、真実を嫌う窮奇にとって、これ以上ないほどの天敵のはず）

　札をかざされた桐賢妃は、最初はそれが何か分からないようだった。

　しかし、描かれた図案を見た瞬しゆん間かん、顔がすうっと凍りつく。それこそ、子供らしからぬほどの、刺とげ々とげしい表情の変化だった。

「ううっ、うう、う」

　桐賢妃は、札から逃のがれようともがき始める。低く唸うなる声は、とても、幼い女の子とは思えないほどの獰どう猛もうな響きを持っていた。

（これは）

　──決まりだ。

「小花！　離れて」

　同時に、志紅も判じていたらしい。その声を受けて雛花は飛とび退すさる。

　すばやく身体からだの位置を入いれ替かえた志紅に庇かばわれた途端、周囲を囲んでいた龍武軍の兵たちが桐賢妃を囲むように散開した。

「〝韻いんと容ようとで乾けん坤こんを描け〟」

「〝容と韻とで乾坤を抱け〟」

　呪じゆを唱える声がぴったりと重なる。
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　犠牲と捧げるべき部位は、あらかじめ打ち合わせてある。雛花は左、志紅は右の眼球をそれぞれに。

「──〝我わが身みに降くだれ、女じよ媧か娘にやん々にやん〟！」

　一息に言いきった瞬間、銀のたてがみの黒こく龍りゆう、金のたてがみの白はく龍りゆうが現れ、二人の背を飛とび越こし、互いに絡からみ合あうように窮奇に向かう。その姿をなぞるように宙に描いた文字は。

　天后は【頁】、皇こう帝ていは【日】をひとつ、そして【糸】ふたつ。

　──それらを合わせて示す文字、すなわち【顯あらわれる】と。

　糸飾りを垂らした玉ぎよくの神じん器ぎを拝み、目に視えぬものに降臨を希こいねがうさまを示した一字。転じて、隠れたものを引き出し、明らかにする意味をも併あわせ持つ。

「さあ、これでおまえの噓はすべて暴いたわ。正体を顯あらわしなさい──窮奇!!」

　その途と端たん。

　左目を焼けつくような衝しよう撃げきが襲う。まるで、火ひ箸ばしを突っ込まれて搔かき出だされるような、壮そう絶ぜつな激痛。

「……っ、……！」

　呼吸が、咽の喉どに詰つまる。

　視野の半分が暗黒に塗ぬりつぶされる寸前、桐賢妃の姿がぬるりと宙空に溶とけ、次の瞬間には、巨大な有ゆう翼よくの虎とらがその場に姿を顕すのを確認できた。

「……っ！」

　──そこまでが、限界だ。

　眼球と頭とを繫つなぐ神経を焼き切るような激痛は、雛花にまともな呼吸すら許してくれない。ここからが本番なのに。

（気張りなさいわたくし！　痛みなんて、覚悟、してたでしょ……！）

　悲鳴も出せず、息の塊かたまりを吐はいてその場にくずおれかける雛花を、同じく歯を食いしばって右目を押さえた志紅がとっさに腕うでに抱きとめた。




「あとは、任せて」




「え……」

　響いたのは、場ば違ちがいなほど甘あまやかな声。雛花を支えたまま、志紅は、窮奇を囲む兵たちに視線を滑すべらせた。

「右う翼よく、左さ翼よくともに距離を取りつつ退路を塞ふさげ。令れい牌はい術じゆつ士しは後方より『度ど関かん山ざん』で押さえ込め」

　打って変わった鋭するどさの、志紅の指示には迷いがなく、部下たちへの信しん頼らいが見て取れた。それを受けた兵たちもまた、その命令に従うことに寸分の揺れもなく、かつての上官とのたしかな絆きずなが感じられる。

　龍武兵が即そく座ざに動き、術士の声が中洲に朗ろう々ろうと満ちる。

「〝天あめ地つちの間人を貴とうとしとなす。君を立て民たみを牧おさめ、之これ軌の則りを為なす。車の轍わだち馬の迹あしあと、経けい緯いは四極にあり。幽くらきを黜しりぞけ明あかるきを陟のぼし、黎れい庶しよ繁はん息そくす〟……」

　窮奇を追い込むために用いられたその詩は、名だたる群ぐん仙せんのうち、『曹そう操そう』による作──彼は著名な詠えい仙せんにして、崑こん崙ろんの覇は者しやの如ごとき軍ぐん仙せんでもあったという。

　天地の間に人ほど尊いものはなく、君主を立てて民を治めて法制を正しく整え。人や物の流れを示す車の轍や馬の足あし跡あとは、縦じゆう横おう無む尽じん、東西南北の果てまであって。人事は公明正大にして世を繁はん栄えいに導く。

「於ああ鑠かがやく賢けん聖せいは、邦ほう域いきを総統す。……丹たん書しよを燔やくことあるも、普あまねく赦ゆるすこと贖あがなわすこと無し──」

　一いつ時ときは崑こん崙ろんにおいて〝治世の能のう臣しん、乱世の奸かん雄ゆう〟と呼ばれた『曹操』の、義を詠うたう力強い詩によって、窮奇はもがいて地に伏せた。

　瞬しゆん時じに最も的確な令牌を選定し、窮奇を追い込む志紅の判断力に、雛花は内心舌を巻く。

（す、ごい）

　窮奇の脅きよう威いは眼前のもので、まだ、すぐそこにあるのに。志紅のあたたかな腕に支えられて、不思議と雛花は、もう大だい丈じよう夫ぶだという安あん堵どに包まれていた。

　──後ろは気にしなくていい。必ず守るからと、そう告げた彼の声が耳の奥に甦よみがえる。

　彼の命令により、兵が、術士が動く。

　突き出された槍やりが、窮奇の剛ごう毛もうを貫くと、大気を震わせる絶ぜつ叫きようが上がった。

　やがて、流れ出た赤い血から、さらさらと黒い塵ちりと化して消えていく窮奇を、雛花は固かた唾ずを吞んで見守る。

　──と。

「うっ、……」

　聞き漏らしそうなほど小さな呻うめきがその場に響き、雛花は目を瞠みはった。

　すっかりと窮奇の姿が溶けてしまったその後に。薄うす桃もも色いろの衣きぬに包まれた小さな子供が倒れ伏している。

「本物の桐賢妃さま……！」

　雛花は慌てて駆かけ寄よって膝に抱える。

　意識はなく、衰すい弱じやくしてもいるようだが、呼吸は落ち着いていて命に別条はなさそうだ。飲まず食わずで数すう日じつ経たっているので最悪の事態も覚悟していたが、渾こん沌とんとこちらでは時間の流れ方が違うのかもしれない。

（よかった……）

　ほっとした雛花が抱きしめると、長い睫まつ毛げを震わせ、桐賢妃は不意にぱちりと目を開いた。

「あっ」

（まずい）

　間もなく中洲に響いた大だい音おん声じようの泣き声に、その場にいた誰もが「あ、やっぱり」と額を押さえることになる。




　そして──雛花は、昨日交わした約束を守ることができたのだ。早馬を出して数刻も経たないうちに、四妃全員の親たちが、皇宮まで我が子を迎えに駆けつけてくれたのである。

　見送りを終えた雛花は、閑かん散さんとした室内を眺め、しみじみ実感するのだった。

（後宮の平均年齢、戻ったわね……）
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（何日ぶりに戻ったのかしら）

　皇こう貴き妃ひのための翠すい帳ちよう紅こう閨けいの室へやは、懐なつかしいとまではいわないが、それでもずいぶん長いこと空あけていたような気がする。

　竹や牡ぼ丹たんの格こう子し細ざい工くが見事な漏ろう窓そうから外がい廷ていを透すかし見、紫し檀たんの長なが椅い子すに腰こしかけて、湯気を立てる白はく磁じの茶器を両手で包んでぼうっとしていた雛すう花かは、「お邪じや魔まするよ」と後ろから声をかけられて振り向いた。

「どう？　久しぶりの自室は」

　禁きん色じきの黒い袍ほうを翻ひるがえし、緋ひ毛もう氈せんを踏ふんで音もなく歩いてきた志し紅こうは、雛花と並んで長椅子に腰を下ろす。「自室じゃなくてよ」と憎まれ口を叩きつつ、不思議と雛花は逃げる気にならなかった。

「ところで小しよう花か。今回の件について、四し妃ひの実家からお礼状が届いているよ」

　何を言うかと思えば、ふと志紅はそんな話題を出す。雛花は頷うなずいた。

「なんだか不思議な感じですわ。数日だけだったのに、ずいぶん長いことあの子たちと一いつ緒しよにいたみたいな……もう、あのふにふにしたほっぺを触さわり放題触ることも、抱っこして子こ守もり唄うたを歌ってあげることもないんですのね」

　彼女たちのことを思い出すうちに、雛花は少しだけ切なくなっている自分に気づいた。

「なんだかんだ、やっぱり結局可愛かわいいのよね……あれだけいろいろやらかしてなお可愛く見えるって、羨うらやましい……」

「小花。ひょっとして、寂さびしい？」

「ええ、まあね」

　図星を指され、雛花は素す直なおに同意した。

　生命力に満ちあふれる彼女たちとの触ふれ合あいは、渦か中ちゆうではそれどころではなかったが、終わってみると懐かしい。

「他の妃ひ嬪ひんたちも、四妃たちのお世話が終わってしまった……って、ちょっとしんみりした雰ふん囲い気きになってるみたいですの。まあ、過ぎ去ってみれば楽しかったもの」

「そう」

　大変だったけれどね、と思い返してため息をつく雛花に、志紅は少し苦く笑しようを漏もらす。それから、「それじゃ」と言葉を継ついだ。

「この先は、きみには割と朗ろう報ほうかもしれないな」

「朗報？」

「うん。きみたちが一いつ生しよう懸けん命めい、四妃たちのお世話をして、しかも両親に日々の報告をしたりと手厚い対応をしていたのが、どうも貴族たちのあいだで評判になっているらしい。おまけに四妃たちは、集団生活のお蔭かげか、戻って来てから聞き分けが良かったり言葉の習得が早かったり、まあ、色々といい効果が生まれているとも噂うわさが広ひろがっていてね」

「えっ。……そ、それは身に余る光栄ですわ……ね？」

　有あり難がたいことのはずなのに、なんとなく、よろしくない予感がする。にこにこと曇くもりのない志紅の笑顔がそうさせるのだろうか。

「それでね、自分のところの小さな娘を、とりあえずの期間だけ後宮に放ほうり込こんで短期集団生活をさせたいっていう貴族から、今、申し込みが殺さつ到とうしていて」

「へ」

「即そつ決けつもできないから、みんな後宮待たい機き児童になっているんだけど」

「こうきゅうたいきじどう」

　前後で非常に不調和を醸かもしている単語を復唱する雛花に、志紅は「うん」と顎を引く。

「それで、なんとしても娘を後宮にっていう熱心な親たちの間で、熾し烈れつな後宮入り活動──略してコウカツって呼ばれてるらしい、が繰くり広ひろげられているみたいで」

「こうかつ」

　雛花はまた復唱した。

「どうしようか？　きみさえよければ、また新しい子供を四妃として迎むかえ……」

「冗じようっ談だんじゃなくてよ!?」

　朗ほがらかに珍ちん妙みよう奇き天て烈れつな提案をする志紅に、雛花はみなまで言わさず即そく否定した。

「なに馬鹿なことおっしゃってるの!?　わたくしたちがどれだけ大変だったか、……っていうか、むしろ、よくないのはそちらのほうではなくて!?　一時的でも、幼おさなすぎる四妃を娶めとったせいで、あなたが世間でどう噂されているかご存じですの!?」

「ああ、『二代続けて皇帝陛下が異常性せい癖へき』、『老女趣しゆ味みに次ぐ幼女趣味』、『この宗そう室しつがヤバい』っていう？　割と宮きゆう廷ていをざわつかせていたみたいだけど、もう鎮ちん火かしたよ」

「ご存じでしたの!?　しかも噂が悪化してるし！」

　げっそりとして額を覆おおう雛花を不思議そうに見やり、「興味がないなら断ることにしようか」と志紅は言げんをあっさり翻ひるがえした。

「まったく、もう……まともな妃を娶めとらないんですの？」

「まともな妃？　別にいらないな」

　さっくりと切り捨てられ、雛花は顔を上げる。




「俺が欲ほしいのは、小花だけだから」




「え」

「だから、子供でも老人でも同じだ。きみ以外の女性なんて、何人いても変わらない」

「……っ！」

　思わず、雛花は声を失う。

　鮮やかな緋のまなざしが孕はらむ熱に──気づくのが、怖くて。

「小花、俺は」

「……わたくし、失礼しますわね」

　彼の言わんとするその先を、なぜか決して、聞いてはいけない気がした。

　とっさに雛花は志紅から視線を逸らし、顔を伏せて長椅子から立ち上がろうとする。するりと手首に絡んだ彼の指がそれを阻はばんだ。

「放してください」

「駄目だ。ちゃんと聞いて」

　志紅は摑んだ手を引き寄せると、そのまま雛花を抱きしめる。小柄な体は、なすすべもなくすっぽりと彼の腕の中に収まってしまった。

「こ、……紅兄さま！」

　驚いた雛花はとっさに身を離そうとしたが、強く力を込められて叶わない。

　その背を宥なだめるように数度叩き、志紅は、雛花の耳に唇を寄せた。

「改めておめでとう、小花。……女媧の力、使いこなせるようになったんだね」

「！」

「正直、驚いた。きみは俺が知らない間に、こんなにも強くなっていたんだと。……怯おびえて泣いていたあの小さな女の子は、もう、どこにもいない」

　思いがけない言葉に、雛花ははっと目を瞠みはる。

　──〝小花。手を繫つなごうよ〟

　数日前、幼馴染だからと同じ寝台で眠った時のことが、急に遠くに感じられた。

「今のきみだからこそ、言わせて」

　白い首筋に唇を寄せるように、志紅は囁ささやく。




「俺はきみが好きだよ。本当はずっと好きだった。小花、……いいや、雛花。妹みたいな幼馴染としてじゃない。一人の女性として」




「っ……！」

　鼓動が、否いや応おうなしに速まる。あまりに真っ直ぐな告白に、口をぱくぱくさせて声も出ない雛花に、「きみは、前に訊いたね」と志紅は付け加える。

「どうしてわざわざ妻に据えたのかって。理由、分かってくれた？」

「こ、紅、兄さ……」

「……志紅、でいいよ。今はもう、昔みたいに、ただの幼馴染には戻れないから」

（うそ。だって、わたくしも。あなたが）

　ずっと大好きだった。ずっとずっと、振り向いてくれたらどんなに幸せだろうと、諦めきれずに。──けれど。

　薄目を開け、己の左手に浮かぶ蓮れん華か龍りゆう鱗りん紋もんに目を落とし、雛花は唇を嚙む。

（もし……五年前、同じ言葉を聞けていたら、どんなに幸せだったか）

　女媧の降こう臨りん、否、帝てい位い簒さん奪だつの事変どころか、まだ荊けいの乱らんすらなく。

　ただ無む邪じや気きに、憧あこがれだけで生きていられたあの頃に。

　唇が震える。咽の喉どにつかえそうになる謝罪を、雛花はやっとの思いで押し出した。

「ごめんなさい、紅兄さま。わたくしは天てん后こうなの。今も、これからも、死ぬまでずっと」

　それが、女媧を降ろした公主として果たすべき使命であり、たとえ何か事情があったにせよ、敬愛する異母兄あにを殺された妹として引くべき一線だから。

「うん。そう言われると思った」

　気まずさに俯うつむく雛花に、志紅はかぶりを振った。ついでに、さらりと同じ調子で続ける。

「でも、諦める気はないから」

「……はい？」

「今後は手て加か減げんなしで、なんの遠えん慮りよもなく真正面から口く説どくし、そのつもりで」

「ちょっと待って話の流れがまったく読めないのですけども!?」

「？　いきなりじゃなく、ちゃんと予告したらいいって、この前きみが言ったんだろう」

「たしかに言ったけどそういうことじゃなくてよ!?」

　啞あ然ぜんとした後、次第に吹き飛んでいた羞しゆう恥ちが戻ってきて、じわじわと頰に朱しゆを上らせる雛花に、志紅はなんでもないように告げた。

「俺は、無理やりきみを俺の妃ものにしてでも、天后にはさせたくない。けど、俺はきみの敵になりたいわけじゃないし、きみの心をへし折ることも本意じゃない。だからそのために、きみが自分を歪ゆがめずにいられる手段を考えていくことにしたんだ」

　つまり、──天后として自分にできることは何でもやりたいという雛花の信念を理解したうえで、それに可能な限り寄り添いながら、肝かん心じんの天后になるという目標はきっちり妨ぼう害がいさせてもらう、と。

「それはさすがに無理ではなくて……!?」

　思わず呆れる雛花に、「やってみないと分からない」と志紅は微笑んだ。

「あなたは馬鹿ですわ」

「それ、最近も言われた。きみの身内に」

「身内ってひょっとしなくても煉れん兄にいさま？　……では、お元気、と言っていいのか分からないけど、あなたと気軽なおしゃべりが楽しめる状況ではありますのね」

「さてね。ああでも、部屋に戻った時にものすごくつつかれた」

（つつかれた……さすが鷹たか……）

　一体、彼らの間でどういうやりとりがあったのか大変気になるところだ。

（なんて、誤ご魔ま化かされてる場合じゃないわ！　なんなのよ、いったい、もう！）

　もぞもぞと身じろいで逃のがれようとしているうちに、雛花は、だんだんむかっ腹ぱらが立ってきた。「いい加減放して！」と抗議しがてら、拳こぶしでどんどんと志紅の胸を叩く。

「あなたって、いつもどうしてそんなに涼しい顔で先に行ってしまうのよ。この間だってそう！　ずるいわ。羨うらやましい。本当、気に入らない！」

「また急にどうしたんだ？　って……この間？」

「窮きゆう奇きを倒たおした采さい配はいが見事だったから。それを思い出して、ああ、やっぱり敵かなわないなって、少し、いえ、結構？　悔くやしい思いをしましたのよ」

　それは雛花の本音だ。

　天后の力を開花させたからといって、それはまだ盛さかりに遠い咲さき初そめの花。大輪となるまでには、覚かく悟ごも経験も度ど胸きようも圧あつ倒とう的てきに足りない。

　それに対して、志紅は皇帝としては似たような経験値しかないのに、雛花の知らないところで覚悟を決め、己の経験を活いかし、はるか彼方かなたで振り向いて笑っているのだ。

　豆まめ粒つぶのようなその背を見て悔しがる雛花に、「きみはそのままでいて」などと業ごう腹はらなことを言いながら。

「見てなさいよ。わたくしだって何年、一方的にあなたに焦こがれてきたと思っているの。わたくしの自じ虐ぎやくと嫉しつ妬との底力を舐なめないで。そのうち絶対、文句のつけようもないほど完璧な天后になって、あっと言わせてやるんだから！」

「……焦がれ……？」

　そこで、なぜか志紅には非常にぽかんとした顔をされたので、雛花は首を傾げる。あまりに虚をつかれた風なので、こちらの方が動揺するくらいだ。

「な、何ですの。らしくもない間抜けなご様子で」

「小花、ひとつ訊きたいんだけど、きみ今、酒は」

「入ってるわけないでしょ!?　真面目な顔で尋ねると思ったらいきなり何──、っ!?」

　抗議してやろうと口を開いた瞬間、顔の上に影が落ち、雛花は反射的に目を閉じる。

　冷たく濡ぬれた感触が、唇の上に触れた──そう思った時には、顎あごを彼の指先に捉とらえられ、吐息を深く奪われていた。

「……ん、っ……」
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　とっさに突き放そうとしたが、いつの間にか首の後ろに添えられていた手に阻まれる。

　結局思うさま貪むさぼられ、たっぷり翻ほん弄ろうされた雛花は、意識が遠のきかけた頃、ようやく解放してもらえた。仕上げに、ぺろりと唇の端を舐められるおまけつきで。

「な……ちょ、ちょ、ちょっと……!?」

　しばらくぼうっと宙ちゆうを見上げて自失していた雛花だが、何があったか周回遅れで理解し、ぼっと頰を燃え上がらせた。

「これは宣せん戦せん布ふ告こく」

　頭が真っ白になり、言葉も出せずぱくぱく口を開け閉めする彼女に、志紅は淡く笑む。

「覚悟していて。──必ず、堕おとしてみせるから」

「お、……お、お断りだわ！　っていうか宣戦布告、長すぎませんこと!?」

「そう？　正直、まだ足りないくらいだけどね。……あと、それは返しておくよ」

　不意に指さされて、はっと雛花は髪かみに手をやる。ひんやりした感触と、指先で辿った形には覚えがある。

（いつの間に）

　結ゆい上あげられた髪には、志紅に奪うばわれた七しつ宝ぽう胡こ蝶ちようの簪かんざしが挿さしてあった。

　目を瞠る雛花に苦笑すると、彼は最後に不思議な言葉を告げる。

「忘れないで。きみは、俺の蜉かげ蝣ろうなんだ」

　──と。
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（やっぱり、広がってる……）

　志し紅こうと話した日の晩、寝ね間ま着きに着換えて自室の寝しん台だいに横になりながら、雛すう花かは己おのれの左ひだり腕うでを掲かかげてみた。

（最初に紋もんが表れた時は、そもそも花はこんなに大きくなかったし、なんだか蔓つる草くさみたいな紋もん様ようも出てきてる、みたい）

　月明かりに、さえざえと照らされる白い腕うで。

　そこに刻まれた、蓮はすの花と龍りゆうの鱗うろこを組み合わせた、天てん后こうの証あかし──中央に〝韻いん〟の一字を浮うかばせた赤いそれを、雛花はためつすがめつする。

　術を行使した時にも、犠ぎ牲せいに捧ささげた部位には左手首と同じ蓮れん華か龍りゆう鱗りん紋もんが刻まれ、範はん囲いが広いときには花の周りに蔓模様が這はい伝うが、それによく似た状態になっている。

（どういうことなのかしら……）

　胸に不安の雫しずくが落ち、じわりと染しみになっていく。むくりと身を起こし、寝台から下りて袍ほうを肩かたにかけると、雛花は周囲をきょろきょろと確かく認にんした。よし、誰だれもいない。

「女じよ媧か、いる？」

　薄うす闇やみに向かって呼びかけると、間もなくすぐ傍かたわらに、金色の光の粒つぶが舞まった。

『はいはーいっと。呼んだぁ？　僕の天てん后こう』

「こんな時間にごめんなさい。またひとつ、訊ききたいことがあって」

『時刻の概がい念ねんは君たち人間のものであって、渾こん沌とんにあれば現在も過去も未来も関係ないから大だい丈じよう夫ぶだよ。で？　どうしたの？』

　青年姿の女媧は、燐りん光こうを撒まきながら、『なんでも訊いてよ』と請うけ合あう。意を決して雛花は女媧に尋たずねる。

「あの、この蓮華龍鱗紋なんだけど……天后の力を得てから、なんだか少しずつ大きくなってるみたいですの。それは、どうして？」

『ああ、なあんだ。そのことかぁ』

　からりと明るく質問を受ける女媧に、「あんまり大した理由じゃないのかしら？」と一いつ瞬しゆん期待した雛花だが。

　そのまま朗ほがらかに、女媧はあっさりと続けた。

『それが全身に広がって、心臓や脳まで至ったら、君の自じ我がが死んじゃうって証だよ』

「な、……」

　絶句する雛花に、歌うように女媧は語る。

　かつて志紅が黒こく煉れんから告げられたのと同じ、皇帝と天后の力の真実を。

　すなわち、時が経たてばいずれ、彼らは自我を喰くいつぶされ、神々の空くう虚きよな器うつわにさせられてしまうという事実を。

　さすがに衝しよう撃げきは大きく、雛花はしばらく一言も発することができなかった。

『力を使うたびに、犠牲を捧げてるだろ？　なに、ひょっとして、一日経たったら元に戻るから、ただ一いつ時ときの痛みだけで神々の力を使えるとでも思ってた？』

　人間ごときが分ぶん不ふ相そう応おうな大きな力を手にするのに、それっぽっちで足りるとでも？　と、にこにこ追い打ちをかける女媧に、雛花はやはり黙だまり込んでいたが。

「……いいえ」

　やがて、はあっと息を長く吐はき出だした。

「なるほどなって納得しただけ。……何かあるんだろうとは覚悟していたもの」

『あ、やっぱり？　そうなんだ？　……前に囮おとり作戦を実行した時も思ったんだよねえ。この子、さては宗そう室しつの秘密にうすうす勘づいてるな、ってさ』

　にやにやと笑う女媧に、雛花は「具体的には分からなかったわ」と額を押さえる。

「でも、身体からだを生いけ贄にえとして切り売りしながら行使する術なんて。おまけに、桃とう華か源げんの森しん羅ら万ばん象しようを操あやつる力なんて。あなたの言うとおり、人の身で行使するなら、それぐらいの代償が求められて然しかるべきじゃない」

『あは、それもそうだね。んー、それで、どうするの？　天后になるのは諦あきらめる？　っていうか、覚かく醒せいしたら最後、途と中ちゆうでやめちゃうことはできないから。君ができることっていえば、まあ、力をできるだけ使わないようにしつつ、自分が消えちゃう日を戦せん々せん恐きよう々きようと待つだけなんだけど……』

　楽しげに、雛花と同じ孔く雀じやく緑みどりの眼めを輝かがやかせると、女媧は顔を覗のぞき込んできた。眉まゆを曇くもらせつつ、雛花は首を振ふる。

「やめないわ。力も普ふ通つうに使い続けるわよ」

『へえ？　なんで？』

「別に、自我が消えようと魂たましいが喰くわれようと、それはそれで必要なら仕方ないんだもの」

　何かに震ふるえて怯おびえて命の終わりを待つだけなら、天后の力に覚醒する前でも同じだ。落ちこぼれの徒花あだばな公こう主しゆとして、役立たずな己のふがいなさに俯うつむきながら日々を費ついやしていた頃ころと。

　それなら、どんなに短かろうと、己の果たすべきことに向かって突つき進すすみたい。

（もやもやが解消してよかったって感じよ、もう）

　いっそ晴れやかな顔になっている雛花を、ちょっとの間、眉まゆ根ねを寄せて不思議そうに眺ながめやっていた女媧だが、やがて『なぁるほどねえ』と頷いた。

『僕もこれですっきりした。だからあの皇帝の子は、君に何も知らせず、意思を無視して、無理やりにでも閉じ込めようとしていたんだね』

「え？」

『どうしてか分からないけど、君は、自分の命について頓とん着ちやくしないみたいだから』

「……？」

『君も十分、おかしいよ、ってことさ』

　自分で火に飛び込んでいく蜉蝣かげろうみたいな子の意志なんて、尊重してられないものねえ、と女媧はけらけら笑っている。不本意な評に雛花は口をひん曲げた。

「なんだか最近も言われたけど。……蜉蝣みたいにきれいなものじゃなくてよ」

　──蜉ふ蝣ゆうの羽、衣い裳しよう楚そ楚そたり、心の憂うれえ、於ここに我われ帰き處しよせん。

　蜉蝣と聞けば雛花に思い浮かぶのは、詠えい仙せん『曹そう風ふう』の詩だ。蜉蝣は美しく清せい楚そで、けれど儚はかない。だからこそ、その命の短さを憂える、と。

（……そういうものかしら。でも、紅兄さまが言っていた『蜉かげ蝣ろう』は、きっとそれを意味して……え？）

　はたと思い出す。そうだ、──この詩の真の意味は。

　永遠に眠るのならば、あなたのそばで。

　逝いってしまった大切な人を蜉蝣にたとえて悼いたみながら、残された者が嘆なげきのあまり自らも死を願うもの。

　曖あい昧まいだった不安に明確な形が与えられたからこそ、雛花はとんでもない事実に気づいてしまい、さっと顔色を変えた。

（天后が自我を女媧に喰われるとすれば……まさか）

「女媧。あなたがいう、その代償は、ひょっとして皇帝にもいえること、な、の……？」

　これに対する返答は端的で、あまりにも無情だ。

『当ったり前じゃないか。神々の力を我がものにしている限り、誰だって逃げらないよ？』

（そんな！　なんて馬ば鹿かなことをしてくれたのよ、あの人は……！）

　それとも、それが分かっていて、行動を起こしたのか。

　どちらでも同じだ。とっさに雛花は女媧に取りすがった。

「今の皇帝は、……紅こう兄にいさまは宗室じゃないわ！　だからお願い、紅兄さまの……いいえ、煉れん兄にいさまのぶんだって、わたくしが早く代だい償しようを支払うから、どうにかできない!?」

『そんなこと言われたって、あっちは伏ふつ羲きの領りよう域いきだしさぁ。っていうか、君と同じことを考えたから、あの皇帝の子も今あんなことになってるんでしょ？　喜き劇げきみたいだねぇ』

　人間って愚おろかで面白いや、とけらけら笑う女媧に、雛花はしばらく唇くちびるを嚙かんでいたが。

（……そうだわ。尋ねたいことはそれだけじゃないのよ。ひょっとしたら、そこに光こう明みようが見えるかもしれない）

　はっと我に返り、雛花は目の前を漂う美しい神を探るように見つめる。

　──〝他に誰を呼んだのさ〟

　雛花がどうにか呼び出したこの〝女媧〟は、実は、こうして自由に話せるようになった後、一度も自分からは名乗らなかった。

（女媧であることは否定されなかったし、この力は女媧娘にやん々にやんのものだしで、わたくしも納なつ得とくしようとしてきた。でも、やっぱりおかしいわ。女媧が男だなんて、そんなこと）

「もうひとつ教えて。……ねえ、あなたは本当に〝女媧娘々〟なの？」

　どきどきと速まる心臓の鼓こ動どうがうるさい、と他ひ人と事ごとのように感じつつ、雛花は目の前の青年を見た。

　彼はやはり、変わらずにこりと微笑ほほえんでみせる。そして、同じく平然と返すのだ。




「──ううん、違ちがうよ」





終












[image: ]
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　作品の世界観上、よく漢詩が出てくるのですが、調べれば調べるほど奥深く興味が尽きません。言語も時代も国も違う文化なので、ひとつの詩でも幾通りにも読めまして、たとえば本編で最後のほうに登場した『蜉ふ蝣ゆう』は、「心之憂矣、於我歸處」を「心こころ憂うれうれば、我と歸き處しよせよ」と読めば「憂いがあるなら私とともに留とどまれ」、後半を「於いづくにか我われ歸かえり處よらん」と読めば「私は安息の地をどこに求めればいいのか」となります。滅びゆく国で贅ぜい沢たくにうつつを抜かす人々を戒いましめる詩であるとか、豊ほう穣じようを願う雨あま乞ごいの詩であるとか、その意味にも色々な説があるようですが、当作ではあのように解かい釈しやくすることにいたしました。

　それでは、この場をお借りして、お世話になった皆様にお礼を申し上げたく。

　挿そう画がの凪かすみ先生。お忙しい中お引き受け下さるのみならず、自分の鼻血に溺おぼれそうになるほど素敵なイラストの数々に、魂たましい抜かれっぱなしでした。表紙の志し紅こうの流し目なんて、思わず「キャー目が合った！」と黄色い声を上げかけました。実態が「なに見てるんだよ」的な意図だとしても！　そして、新キャラ二人のデザイン麗うるわしすぎて神……！

　担当Ｉ様。いつも作品を的確にとらえてプロデュースしてくださり頭が下がります。だというのに、最初につけてくださった帯のアオリ『監禁！　介かい護ご！　待たい機き児じ童どう！　この後宮がヤバい二〇一八』は的確すぎるんで勘かん弁べんして下さい。いや実際そのとおりなんですが、それつけたらたぶん違うレーベルになると思います……。

　前巻を読んであたたかい感想をお送りいただいた皆さま。設定がラブコメ的にだいぶ規格外なこともあり、冷や冷やしていたところ、本当に勇気を頂きました。今後とも楽しんでいただける作品をお届けできれば幸いです。

　校正様にデザイナー様、書店様など、出版・流通に携わるすべての皆さま。

　そして、今こうして本作をお手にとっていただいている皆さまに。

　ありがとうございます。また、お会いできれば幸いです。


夕鷺かのう拝　　
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長ちよう干かんの行うた









　あの紅色の実を口に含んだら、どんなにか甘いのだろう。

　雛すう花かがまだ幼い頃、ある秋の盛り。母の宮の内院にある古井戸のそばには、茱萸ぐみの木がひとつあり、それを見上げながら、雛花はたびたび思っていた。

（欲しいなあ）

　真っ赤に熟れて、枝がしなって折れそうなほどたわわに実った、茱萸。沈み切る前の太陽のような色をした楕円の実は、見るからに甘そうで、美味しそうで。

（うーん。そんなに高くない木のはずなのに、なんだか絶妙に実のあたりまでとどかない。前に、黒煉こくれん……二の兄さまが、園林の枇杷の木に上って実を食べていたわよね。がんばったら、わたくしにだって）

　たとえばちょっとだけ木に登って、さっとひとつぶ採ってみるくらいなら。

（でも、だめ。わたくしだって、仮にも姫君なんだもの！　木登りなんてはしたないし、……現場を紅兄さまに見られでもしたら、変な子って思われちゃうかもしれないし）

　初恋の人──幼馴染の志紅は、よくこの宮を訪れるのだ。

　物欲しそうに木を見上げているうちに、茱萸はいよいよおいでおいでと手招いてくるようだ。

（だって、あの実の色ときたら──）

　一度欲しくなったら、もう気になって気になって、たまらなくなってしまう。

　こくん、と咽喉が鳴る。我慢できなくなった雛花はとうとう、きょろきょろと周囲を確認して、忍び足で里院なかにわに出てみた。

　よし、誰も見ていない。

「えいっ」

　掛け声ひとつ。雛花は木に飛びついてみた。

　けれど、がんばれば、きっとどうにかなる──という見込みは、とても甘かったようで。

「きゃっ!?」

　よじよじとほんの少し上っただけで、すぐに裙くんの裾に足を引っ掛けて樹皮を踏み外し、どてん、と派手に地べたに転がってしまう。

「いたた……なんで？」

　黒煉が木登りしていたときは、あんなに簡単そうに見えたのに。

　したたかに打ち付けたお尻をさすりながら、悔しさに涙目になっているところに、折良く件くだんの幼馴染が通りかかってくれた。

「小花しようか、どうしたの？　転んでしまった？」

　紅の目をしばたたいて、心配そうにこちらに手を差し伸べてくれる志し紅こうに、雛花は真っ赤になって首を振った。

「こ、紅兄さま！　違うのっ、わたくし、木のぼりなんてしてませんから！　断じて、茱萸なんて採ろうとしてませんのよ！」

「茱萸……が欲しかったんだ？」

「な、なぜそれを!?」

「いや、思いっきり口に出してたよ。ちょっと待ってて」

　雛花を抱き起こしてくれると、志紅は茱萸の枝に手をかけた。それから、ひょいひょいと幹に足をかけてあっという間に上ってしまう。彼と雛花では身長がだいぶ違うので、ほんのわずかで実の位置まで到達し、ひと枝パキンと手折って降りてくる。

「どうぞ」

　にこりと笑んで差し出されたそれを、雛花は頰を紅潮させて受け取った。

「あ、ありがとうございます、紅兄さま！」

　なんだか、なんの変哲もない枝が、金細工と柘榴石でできているような気になって、雛花は受け取ったそれを胸に抱きしめる。

「え、小花？　それ食べるのはちょっと待ったほうが」

　ぷつんとひと粒ちぎって口に含んだ雛花を、とっさに志紅が止めようとした理由は、直後に判明した。

「にっがぁ……!?」

　途端に口の中に広がった何ともいえない渋味に、思わず顔を盛大にしかめる雛花に、志紅はくすりと苦笑する。

「大丈夫？　俺も最初に食べた時は驚いたよ。美味しそうな見た目に反して、なんて苦い実なんだろうって。それじゃ、口直しをどうぞ」

　次いでころんと口の中に押し込まれたものは、舌の上でほろほろ崩れ溶けて、口の中に残るえぐみを優しい甘味で塗り変えてくれる。

（わっ、緑豆糕らくがん！）

　花の形におし出された緑色の砂糖菓子。大好物に目を輝かせる雛花に、「これを渡そうと思って探してたんだ」と志紅は緑豆糕らくがんの包みを示した。

「ごめん、もっと早く苦いよって教えてあげたらよかったね」

　もうひとつ緑豆糕らくがんを手渡してくれながら、志紅は申し訳なさそうに眉尻を下げている。

「平気ですわ。ゆ、……夢が叶ったからいいんですの」

「夢？」

　慌てて首を振った雛花に、志紅は訝しげにしていたが、雛花は「ないしょ！」とそっぽを向いた。

（言えるわけないじゃありませんの。……茱萸のきれいな紅い色が、あなたの瞳の色みたいで、すごくすてきに思えたなんて！）




　妾しようが髪、初めて額を覆う、花を折って門前に劇たわむる。

　郎は竹馬ちくばに騎して来たり、牀しようを遶めぐりて青梅を弄ろうす。

　同じく長干の里に居り、両小嫌けん猜さい無し。




　まだ二人とも幼くて、井戸のそばで木の実の枝を手折って、遊んでいた頃。

　男女の葛藤なんて、まだ無縁で。

　でも、紅い木の実を仮初にその瞳に見立てて愛おしく感じるくらい、──雛花がほのかにあたためていた想いは、小さくてもたしかに恋だった。

　今では苦くて、あまい、あのひととの思い出。
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